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長野市　川田条里遺跡全景（南から）

松本市　安塚古墳群　第 15号古墳石室（南東から）



松本市　南栗遺跡　SB6020　合口状態で出土した甕（北西から）

松本市　南栗遺跡全景（北東から）



飯田市　五郎田遺跡　ST504 堀立柱建物跡（南から）

飯田市　正泉寺遺跡　SB84 竪穴建物跡遺物出土状況（東から）
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　本年度の発掘調査事業は、国関連 7件（一部長
野市・ネクスコを含む）、長野県 3件、長野市 1
件、民間事業 1件、その他 1件の計13件となっ
た。このほかに長野県からの研修等受託事業及び
普及啓発や地域協力などの自主事業も行った。
1 　発掘調査事業
　国関連19億3305万円、中央新幹線 5億6566万
円、長野県 3億2406万円、その他 2億737万円の
計30億3014万円（2026年 3 月 1 日現在の見込）の
受託費により、 9箇所の発掘作業と 5箇所の整理
作業を行った。
（ 1）発掘作業
中野市南大原遺跡：上今井遊水地整備事業に伴い
調査を実施した。本年度は計122軒もの竪穴建物
跡が検出され、特に弥生時代中期後半の建物跡か
ら多数の管玉が出土した。また、奈良時代の建物
跡からは墨書土器が重なった状態で出土するな
ど、千曲川流域の拠点的集落の様相がより明らか
となった。
松本市南栗遺跡：松本 JCT建設事業に伴い、昨
年度に引き続き調査を実施した。本年度は119軒
の竪穴建物跡を検出し、なかでも壁柱穴が巡る特
徴的な形状を持つ 9世紀中頃の建物跡や、刀子・
砥石が出土した墓跡の可能性がある土坑など、平
安時代の集落構造や葬送習俗を考える上で貴重な
成果が得られた。
松本市安塚古墳群：国道158号（松本波田道路）
改築事業に伴い、遺跡範囲西端を調査した。中世
以降のマウンドや礎石建物跡、集石、火葬遺構が
確認され、本古墳群周辺が中世以降も継続して
「葬地」として利用されていたことが判明した。
飯田市正泉寺遺跡・座光寺石原遺跡：座光寺上郷
道路建設に伴い調査を実施した。昨年度に続き、
石組カマドを持つものを含む多数の奈良・平安時
代の竪穴建物跡を確認し、集落が北西方向へ広が
る様相を捉えた。

飯田市ママ下遺跡：中央新幹線建設事業に伴い調
査を実施した。弥生時代から奈良・平安時代に至
る竪穴建物跡や多数の土坑を検出し、土曽川流域
での長期間の土地利用の実態が明らかとなった。
飯田市宮崎下遺跡：座光寺上郷道路建設に伴いト
レンチ調査を実施し、堆積状況の観察と遺構の有
無を確認した。
飯田市薮越遺跡：国道153号拡幅工事に伴い、古
墳時代から奈良・平安時代を中心とする竪穴建物
跡や土製紡錘車、刀子などが検出され、天竜川右
岸における当時の生活基盤の一端が確認された。
（ 2）整理作業
長野市長沼城跡：2024年度に完了した発掘調査成
果に基づき、本年度より本格整理作業を開始し
た。二ノ丸推定地からの金属製品や陶磁器の分
析、中近世史料の精査も進め、城郭の変遷と廃絶
後の土地利用について研究を深めている。
長野市塩崎遺跡群：国道18号（坂城更埴バイパ
ス）改築に伴う長期の整理作業を継続した。本年
度は図版組作業や原稿執筆を重点的に行い、弥生
時代から中世に至る調査資料の体系化を図った。
松本市真光寺遺跡・真光寺古墳群：国道158号
（松本波田道路）改築に伴う整理作業を実施し
た。中世の火葬施設や土葬墓を含む多量の遺構図
面の点検・確認作業を計画的に進めた。
2 　研修、普及公開事業
　埋蔵文化財保護行政等にかかる研修を実施し、
職員の資質向上を図った。普及公開事業では、地
域展を長野市で開催し、長沼城跡の調査成果を講
演会も通じて広く公開した。施設公開や速報展で
は、事業団の他部局や中央日本 ４県と連携し、市
民向けに業務内容や調査成果を公開するととも
に、本年度も異分野（音楽療法）とコラボした事
業も実施した。このほか、現地説明会や、学校や
社会教育と連携した事業を積極的に展開した。

（川崎　保）

Ⅰ　2025年度の事業概要
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Ⅱ　発掘作業の概要
遺跡名 所在地 事業名 面積㎡ 調査期間 時代・内容 主な遺物

南大原遺跡 中野市 上今井遊水池
整備事業 18,000 2025.4.30～

2025.12.16

縄�文：遺物集中
弥�生：竪穴建物跡、掘立柱建物
跡、土坑、溝跡
古�墳：竪穴建物跡、溝跡
古�代：竪穴建物跡、掘立柱建物
跡、土坑、溝跡

縄�文：土器、石器
弥�生：土器、石器、玉つくり関連遺物（管
玉、勾玉、未成品、剥片）
平�安：土器、陶磁器、石器、金属製品（八
稜鏡、鎌、鉄鏃、足金物等）

川田条里
遺跡 長野市 若穂 SIC 整備事業 6,312 2025.4.15～

2025.12.17

古墳：水田跡、畦畔
古代：水田跡、畦畔
鎌�倉～室町：掘立柱建物跡、柵
列跡、土坑、溝跡、炉跡、竪
穴状遺構、貼床状遺構
近世：水田跡

古墳：土器、木製品
古代：土器、陶磁器、木製品
中�世：土器、陶磁器、漆器、釘、鉄滓、種
実、馬歯
近世：陶磁器

南栗遺跡

松本市

松本 JCT
建設事業 5,200 2025.4.17～

2025.12.16

古�代：竪穴建物跡、鍛冶関連遺
構、土坑、溝跡、柵列跡
時期不明：自然流路跡

古�代：土器（土師器、須恵器、灰釉陶器）、
土製品（ミニチュア土器）、石器（砥石）、 
鉄器（鉄斧、刀子、鎌等）、鍛冶関連遺
物（羽口、椀形滓、粒状滓、鍛造剥片等）

安塚古墳群 松本波田道路
建設事業 4,900 2025.4.17～

2025.11.28

古墳～奈良：古墳
古代：土坑
中�世以降：礎石建物跡、火葬遺
構、集石、土坑、溝跡
近世：集石
時�期不明：竪穴状遺構、柵列、
自然流路

縄文：土器、石器
古墳～古代：土器
中�世：土器、陶磁器、金属製品（銭貨）、
骨
近世：陶磁器

西浦遺跡

飯田市

中央新幹線
建設工事

454 2025.7.22～
2025.8.28

古墳：竪穴建物跡、土坑、溝跡 古墳：土器、石器（打製石包丁、打製石斧）

五郎田遺跡 3,422 2025.4.14～
2026.1.6

弥生：竪穴建物跡、土坑、溝跡
古墳：土坑、溝跡
古�代：竪穴建物跡、掘立柱建物
跡、土坑
時期不明：掘立柱建物跡、溝跡

弥生：土器、石器
古�墳：石器・石製品（石鍬、有肩扇状形石
器、石包丁、砥石、勾玉など）
古�代：土器、金属製品（鉄製紡錘車、刀子
など）

ママ下
遺跡 2,406 2025.4.14～

2025.11.28

弥生：竪穴建物跡
古�墳：竪穴建物跡、土坑、氾濫
跡
古�代：竪穴建物跡、土坑、溝
跡、氾濫跡

縄文：土器、
弥生：土器、石器
古�墳：土師器、須恵器、石器、石製品、土
製品
古�代：土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶
器、石器（打製石包丁、打製石斧、磨製
石鏃、砥石ほか）、土製品（紡錘車）、石
製品（臼玉、紡錘車）

正泉寺遺跡

座光寺石原
遺跡

3,930

70
2025.4.14～
2025.12.18

縄文：土坑
弥生：流路跡
古墳：竪穴建物跡、土坑
古�代：竪穴建物跡、土坑、掘立
柱建物跡、溝跡、流路跡

縄文：土器
弥�生：土器、石器（打製石斧、打製石鏃、
有肩扇状石器など）
古墳：土器、金属製品
古�代：土器、石器（砥石）、金属製品（鉄
斧、鉄鎌、鉄鏃、紡錘車など）

座光寺上郷道路
建設工事

宮崎下遺跡 5,000
2025.11.25
～

2025.12.18

時期不明：溝跡 縄文～弥生：石器

薮越遺跡 600 2025.4.17～
2025.12.18

古墳：竪穴建物跡、土坑、溝跡
古代：竪穴建物跡、土坑、溝跡

縄文：土器
弥�生：土器、石器（打製石斧、磨製石斧、
砥石など）
古墳：土器、土製品、石器
古�代：土器、土製品（紡錘車）、金属製品
（刀子）

国道153号
飯田市北改良事業

高屋遺跡 1,440 2025.4.1.～
2025.9.18

弥�生：円形周溝墓、土坑、溝
跡、流路跡
古�墳：竪穴建物跡、土坑溝跡、
流路跡、遺物集中
古�代：竪穴建物跡、掘立柱建物
跡、土坑、溝跡、流路跡
中世：土坑、溝跡、流路跡

弥生：土器、石器（打製石斧）
古�墳：土師器、須恵器、土製勾玉、金属製
品
古�代：土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶
器、金属製品
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上今井遊水池整備事業

所在地及び交௨Ҋ内：中野市大字上今井字南大原
1089ほか
上信越自動車道信州中野インターチΣンジから北
西に2.3ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：千曲川は1870～1872（明治 3 ～
5 ）年に現在の位置に瀬替えされており、遺跡形
成時には旧千曲川左岸の曲流部に発達した自然堤
防及び後背湿地上に立地する。
発掘期間等

調査期間 調査対৅面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.30～
2025.12.16

北大原 ･ ෣台東7,500㎡
෣台西　　　　7,500㎡
南大原　　　　3,000㎡

上田典男　依田健太
町田ݡ一　山田清朝

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 121（135） 弥生時代、古墳時代、平安時代
掘立柱建物跡 19（24） 弥生時代、平安時代
遺物集中 3 （ 4 ） 縄文時代、弥生時代
焼土跡 6 （ ８ ）
土坑 1968（2731） 縄文時代、弥生時代、平安時代
溝跡 18（34） 弥生時代、平安時代

（　）は合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器・陶磁器 縄文、弥生、平安時代
石器 縄文、弥生、平安時代
つくり関連遺物ۄ 弥生時代（管ۄޯ、ۄ、未成品、剥片）

金属製品 平安時代（ 八稜鏡・鎌・๰਴車・鉄᭲・足
金物ほか）

発掘調査の概要
　本年度は、本調査対象範囲となる約13万㎡のう
ち、18,000㎡を 3 地区に分けて地籍ごとに調査を
実施した（෣台地籍については便宜的に東西に 2
分した）。調査はいずれも（公社）日本文化財保
、協会に支ԉ委託して行った。以下ޢ 3 地区ごと
に調査成果をまとめる。　　　　　　（上田典男）

๺大原・෣台౦地区の調査
　北大原地区では、平安時代と縄文時代の遺構・
遺物が明らかとなっている。
　平安時代の遺構については、竪穴建物跡 ８ ݢ

（SB01～SB08）・掘立柱建物跡 1 小・（S501）ݢ
土坑約350基が検出されている。竪穴建物跡と掘
立柱建物跡については、調査区北部に集中して検
出され、竪穴建物跡が掘立柱建物跡の東西両側で
検出されている。東側は SB01～SB03・SB07の 4
。で、それぞれが独立した形で検出されているݢ

図 2　遺跡の位置（ 1：50
000ç中野）※本調査位置

図 3　調査位置図

˔

➔

➔

千曲川

旧千曲川
➔
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一方、西側においては、SB04～SB06・SB08の 4
。が切り合った状態で検出されているݢ
　竪穴建物跡は、出土した土器からいずれも10世
紀前半に位置付けられる。これらの竪穴建物跡に
おいては、いわゆる「カマドじまい」の状況を良
好に捉えることができた。SB01では、火床を除
いて完全に解体され、火床上に完形に近い土師器
のᆀが置かれていた。SB02では、火床上に数点
の土師器と黒色土器のᆀが置かれ、カマドの構築
材として利用された石材が、隣接するピット上面
に置かれていた。SB03では、使用されてたカマ
ドが解体され、その隣に未使用のカマドの石組が
再構築されていた。SB04と SB05では、カマド袖
部の一部を除いて解体され、火床上に土師器と黒
色土器のᆀが正位で置かれていた。
　S501は 2 間× 2 間の総柱建物である。時期を
特定できる遺物は出土していないが、当地区で検
出された竪穴建物跡と棟軸方向をほぼ同じくして
いることから、同時期と判断している。
　縄文時代の遺構としては、土坑 1 基（SK339）
と土器集中 3 箇所（S201～S203）が検出されて
いる。土坑は、検出෯55㎝、深さ33㎝を測る小土
坑で、底部付近から土器片が出土している。土器
集中から出土した土器はいずれも小片であるが、
前期から中期に位置付けられる。また、遺構には
伴わないが、縄文時代と考えられるଧ製石ිと石
਴が出土している。当該期の遺構と遺物は、平安 図 5　෣台౦地区　遺構概ུ図

時代とは対照的に、調査区南半部に分布する傾向
が認められる。
　෣台東地区では、竪穴建物跡28ݢ（SB09～
SB36）、掘立柱建物跡 1 木棺墓、（S502）ݢ 1 基

（SK353）、土坑約600基が検出されている。時期
を特定できる遺構は、縄文時代後期の土坑 1 基

（SK379）を除いて、平安時代に位置付けられる。
　竪穴建物跡は、調査区北半部に集中して検出さ
れている。東側では間隔をあけた状態で、西側で
は密集した状態で分布している。また、全体的に
良好な状態で検出できた竪穴建物跡の数は限ら
れ、多くは床面がわずかに検出された程度である。
　これらの竪穴建物跡の特徴として、カマド以外
に炉跡を有する建物が比較的多く認められたこ
とである。SB18・SB22・SB26がその代表例であ
る。床面上から鉄ᕥが少なからず出土しているこ
とから、஁໶工房としての機能が考えられる。ま

図 4　๺大原地区　遺構概ུ図
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た、数ݢの竪穴建物跡では「カマドじまい」の様
子が良好な状態で検出されている。SB09では、
土師器ᆀが火床上に正位で置かれた状態で検出さ
れている。SB22では、袖石が内側に倒された状
態で検出されている。SB28では、カマド内に土
師器ᆀ・黒色土器㡜・羽זが詰め込まれた状態で
検出されている。SB30では、構築材としての石
材が、カマド火床を中心に集石された状態で検出
されている。
　掘立柱建物跡（S502）は、調査区南東部で検
出されている。 1 間× 2 間の側柱建物である。時
期を特定できる遺物は出土していないが、埋土の
特徴から、平安時代に位置付けられるものと考え
られる。
　木棺墓は、SK353の 1 基が検出されている（口
絵②）。墓坑の平面形は隅丸長方形をなし、主軸
方向は南北方向を示している。墓坑の中央部では
棺の痕跡を検出することができ、棺内には人骨が
遺存していた。頭部は棺の北側にあり、特に上ֺ
骨・下ֺ骨およびࣃを中心に、比較的良好に遺存
していた。一方、಑部から足部にかけてはわずか
に骨の痕跡が認識できる程度であった。以上から
復元される被葬者の身長は160㎝である。
　また、棺外足部には土器の෭葬が認められた。
෭葬された土器は、土師器と黒色土器のᆀであ
る。これらの土器から10世紀前半に位置付けられ
る。この時期は北大原地区から෣台西地区にかけ
ての集落形成時にあたり、唯一の埋葬遺構である
ことから、「屋敷墓」と位置付けることができる。

　この他、当地区では、特筆すべき遺物として、
SB26の炉上面から土師器盤が約16個体分出土し
ている。底部は、輪高台からなるものと突出した
平高台からなる 2 タイプが認められる。これらの
個体は完存するものはなく、意識的に割られた状
況を示している。　　　　　　　　　（山田清朝）

෣台西地区の調査
　෣台西地区は、東の台地部（北大原地籍）から
西の千曲川へと下っていく地形にある。遺構検出
は東側から行い、෣台東地区同様に黄褐色土を検
出面としていたが、機械掘削中にその上の黒褐色
土中から焼土や᛽などカマドの一部がみつかり、
西側では黒褐色土上面を検出面とした。黒褐色土
上には千曲川の洪水堆積層が何層も重なってお
り、古代以降は集落を形成した痕跡は見られなか
った。なお、S% 2 ・ 3 は洪水堆積層内部にあり
近世以降とみられ、耕地に係る水路とみられる。
検出した遺構は竪穴建物跡（SB）43、掘立柱建
物跡（S5） 1 、土坑・ピット（SK）178、溝跡

（S%） ９ である。このうち SB41～43については
調査区北壁において断面のみの確認となっている。
　竪穴建物跡は、出土遺物から10世紀前半と11世
紀半ば以降との 2 時期で、いずれも東西方向に列
をなすように並んでいる。建物跡の切り合いは多
くても 3 回で、それがない単独が多いことから、
短時期につくられた集落と考えられる。竪穴建物
跡の多くは時期に関わらず南東部にカマドをも
つ。カマドは、自然᛽や直方体に加工した᛽を袖
石として構築されているが、多くは建物廃絶後に
壊され、天井石が正位置にあったのは SB13・33
のみである。遺物の多くはカマドの前や西側から
まとまってみつかり、カマドじまいの祭祀で置か
れたものとみられる。たとえば、SB14からは҉
文で文字が描かれた黒色土器の㡜、SB20からは
須恵器の大ᙈと灰釉陶器࿸などが出土している。
　SB11・16は、屋根の炭化材が放ࣹ状に残るい
わゆる焼失住居である。SB16では南側にある
炭化材の上に八稜鏡が鏡面を上にして置かれて
おり、建物廃絶に伴う祭祀行為と考えられる。図 ６　SB26　土ࢣ器൫出土状況
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SB19は建物の中心に橙色、灰色とグラデーショ
ンをもつ被熱痕跡があり、高Թで焼かれた状況を
示す。周囲から鉄ᕥが出土していることから஁໶
関連の遺構とみられる。なお、遺跡から羽口は今
のところ 1 点しか出土していない。SB19からは
灰釉陶器や྘釉陶器、鉄製品が出土しており、ほ
かの建物跡とは異なる状況を示している。また、
埋土上から上ࢶ骨と土師器ᆀが並んで見つかっ
ており、建物廃絶後には墓地として使われたよ
うである。竪穴建物跡としたもののなかには、
SB ９ ・31・32のようにカマドをもたないものも
あり、単に住居としてではなく工房や小屋的な建
物もあったのだろう。
　掘立柱建物跡は西側の 1 棟（S5 1 ）のみで、
2 × 2 間の総柱式である。遺物は出土していない
が、SB30と建物軸方向がほぼ同じで、これと同
時期の建物と考えたい。
　S% 1 は調査区東側にある南西 北東方向の断

図 ８　෣台西地区SB16出土八稜鏡

図 ７　෣台西地区SB16মࣦॅډ

図 ９　෣台西地区　遺構概ུ図

面逆台形の溝である。SB17・40に切られ、遺物
は出土していないが、集落構築前につくられたな
んらかの区画溝だろうか。　　　　　（町田ݡ一）
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南大原地区の調査
　南大原地区は、旧千曲川左岸の旧河道に隣接し
た立地にある。地山に近い黄褐色土上面を切り込
む黒色の遺構埋土が検出されたため、黄褐色土を
検出面とし、弥生から平安時代までの遺構を検出
した。層序の堆積において、෣台西地区のように
明確な千曲川の洪水堆積層は確認されなかった。
　検出した主な遺構は、竪穴建物跡（SB）42、
掘 立 柱 建 物 跡（S5）16、 土 坑・ ピ ッ ト（SK）
884、溝跡（S%） 1 である。竪穴建物跡の内訳と
しては、弥生時代中期後半18ݢ、古墳時代前期 6
。となったݢ古代18、ݢ
　弥生時代中期後半の SB119からは、管ۄが11点
出土している。出土した管ۄは、完成品がܽけた
ものが多いのが特徴としてあげられ、管ۄの原材
であるปۄの石核など管ۄ製作に関わる遺物の出
土はみられなかった。また、SB147では ７ 点の管
のうちݢが出土しており、18ۄ ９ の竪穴建物跡ݢ
で管ۄの出土が確認された。
　鉄器加工を思わせる౐石の出土や 5 カ所以上の
炉をもつ SB153・SB154がみつかったものの、い
ずれからも鉄製品、஁造剥片等は出土しなかっ
た。炉付近から土৕サンプルを採取しており、今
後の分析が期待される。
　弥生時代中期後半の竪穴建物跡はいずれも中央
土坑をもつ構造となっていた。
　古墳時代前期の SB139は、竪穴建物跡内の南東
が四隅のピットを囲むように 3 ～ 5 Dm 程の砂利
石を四角形状に集石していた。ピットは貯蔵穴と
考えられこれを囲う何らかの遺構と思われる。集
石近くから完形のᆀが 2 点出土していることが特
筆される。
　奈良時代の竪穴建物跡、SB127の床面から須恵
器のᆀが 5 枚重なった状態で出土した（口絵③は
上 1 枚Ṟがした状態）。下 2 枚に同じ文字が๽書
されている（口絵④）。SB138は、 1 辺 6 ｍ近く
の大型の竪穴建物跡で南西方向に初期のカマドが
あり、新たなカマドが北西方向に造り替えられて
いることが判明した。古代の竪穴建物跡でカマド
の造り替えがおこなわれたのは、この 1 となっݢ

ている。
　古代の竪穴建物は遺物から ８ 世紀代～ 10世紀
前半の間に位置づけられ、南東、南西方向にカマ
ドをもつ傾向がある。カマドの多くは建物廃絶後
に壊され火床もしくは袖の横にᆀが正位で置かれ
ており、建物、カマド廃絶に伴う祭祀行為の一部
と考えられる。
　掘立柱建物跡（S5）では柱間 1 間の建物が多
く弥生時代中期後半の可能性が高い。S5106、
S5107は 1 × 1 間、S5114は 2 × 2 間の総柱式で
古代の竪穴建物跡と主軸が同じであることから、
同時期のものである可能性が高い。
　溝跡（S%109）は古代の SB137に切られ、調査
区東西方向に延びるが途中で切れる。断面はＵ字
状で底面に掘削痕が残るため、区画溝と考えられ
る。少量の弥生土器片の遺物を含むが、調査区西
の壁断面から溝の時期は古くても古墳時代前期と
考えられる。 （依田健太）

図11　南大原地区SB146�中ԝ土坑を΋つ୦穴建物跡

図10　南大原地区SB119
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ྩ和 ７年度調査の成果
　本年度の調査成果で注目されるのは、 ８ 世紀代
～10世紀前半まで連綿と集落が営まれてきた南大
原地籍に対して、北大原・෣台地籍は10世紀前半
に突如として集落が形成され、それが一୴途絶
え、再び11世紀代に集落が形成される状況が把握
できたことである。興味深いのは、双方とも10世
紀前半で集落が途絶えることである。こうした集
落の消長の要因は、千曲川の氾濫状況のみなら
ず、荘Ԃ制度等の社会情勢の動きが絡んでいると
考えたい。
　また、南大原地籍の弥生時代中期後半の竪穴建
物跡はいずれも中央土坑を有し、管ۄが複数個出
土する状況であった。管ۄ製作を明確に示す遺物
の出土は少なかったものの、弥生時代中期後半に
一般的な集落とは異なる状況が把握された。いず
れにせよ、今後の調査の進展及び出土遺物の分析
が期待される。　　　　　　　　　　（上田典男）

図14　南大原地区SB142ΧϚυ

図13　南大原地区SB139�୦穴建物内ू石

図12　南大原地区　遺構概ུ図
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国補（Ծ称）若穂スマート IC 整備事業

所在地及び交௨Ҋ内：長野市若穂川田1934- 1 ほ
か。上信越自動車道長野 IC より北東約 ７ ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：長野盆地の東部に位置し、千曲
川右岸の後背湿地に立地する。

発掘期間等
調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.15～12.17 6,312㎡ 中野亮一　小山फ़輝
ࣛ田঑之

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

掘立柱建物跡 29（31） 中世（鎌倉～室町時代）
列跡ࡤ 10（11） 中世（鎌倉～室町時代）
土坑 806（906） 中世（鎌倉～室町時代）
溝跡 21（28） 中世（鎌倉～室町時代）
炉跡 1 （ 1 ） 中世（鎌倉～室町時代）
竪穴状遺構 ８ （ ８ ） 中世（鎌倉～室町時代）
ష床状遺構 2 （ 2 ） 中世（鎌倉～室町時代）
水田跡 6 （ ８ ） 弥生時代～近世

畦畔 2 （ 6 ） 弥生時代～平安時代
（ਊ材を伴う畦畔 2 （ 6 ））

（　）合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器・陶磁器 古墳時代、平安時代、中世、近世
木製品 古墳時代～平安時代（畦ਊ材）、中世（漆器）
その他 ఝ・鉄ᕥ・種実・馬ࣃ（中世）

調査の概要
　本遺跡は、1989～1990年度に上信越自動車道建
設に伴う発掘調査を当センターが実施し、弥生時
代中期から近世に及ぶ水田跡を検出した。また、
1999年度に長野市教育委員会は、川田小学ߍに隣

接する川田保育Ԃ（現　認定こどもԂ川田）の改
築工事に伴う発掘調査を実施し、15世紀後半（室
町時代）の川田氏館跡に関係する工作遺構を発見
した。
　国補（Ծ称）若穂スマート IC 整備事業に伴う
発掘調査は、2022年度から当センターが着手し、
2023年度調査で、長野市教育委員会が発見した川
田氏館跡の遺構群より約200年古い13世紀ࠒ（鎌
倉時代）の屋敷地がみつかり、当該地の土地利用
が中世前期に૎る新たな発見となった。
　本年度発掘調査の目的は、上信越自動車道地点
から広がる水田跡の確認と、川田氏館跡などに関
連する中世の遺構範囲の広がりを把握することで
ある。
　調査区は安全対策を考ྀしつつ、保ޢા置が必
要とされた合計 6 カ所を設定し、調査を進めた。
また発掘作業は、（株）島田組の支ԉを受け、実
施した。
　検出面は 4 面で、第 1 検出面から第 3 検出面が
中世の遺構検出面に該当し、ここでは第 1 検出面
を中世̰面、第 2 検出面を中世̱面、第 3 検出面
を中世̲面と呼ぶ。第 4 検出面は、奈良時代ࠒの
水田跡検出面である。
　中世 a 面では15世紀後半の内ࣖ土器が出土し、
中世̱面・̲面からは、ともに13世紀から15世紀
初めの陶磁器が出土した。中世̱面・中世̲面の
時期差はあまりないと考えられる。

図15　遺跡の位置（ 1：50
000長野）
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中世の遺構調査（図16～18）
　中世̰面は、市道町川田大門線（以下「市道」
と呼ぶ）南側の 514調査区のみで検出した。
　同調査区の掘立柱建物跡（S504）は、鉄片や

図16　第 2検出面（中世̱面）　遺構分布図

鉄を༹かすために使うᆁᆗ片などが出土している
ことから、஁໶等を行う工作遺構であったと考え
られる。
　中世̱面では、多くの掘立柱建物跡、溝跡、土



− 12 −

坑などを検出し、本年度調査範囲の全域に遺構が
分布する（図16）。
　市道南側の 515a 調査区では、෯約 3 ｍ、深さ
約40Dm の溝跡（515aS%001）がみつかり、この
溝跡は、底部が東から西に傾斜し、ほぼ東西方向
に直線状に延びる。市道北側から続く中世遺構は
この溝跡を境に、南側に広がらない（図17）。
　また、溝跡に沿うߌ列もみつかり、一部は検出
面から深さ 1 ｍ以上に達した。溝跡とそれに沿う
列は、中世集落（館跡）の南端を示す遺構と考ߌ
えられ、今年度調査の大きな成果である。
　中世̲面では、硬い床面をもつష床状遺構

（512aS9002）と、地面を方形に掘り込んでつく
られた竪穴状遺構を検出した（図18）。
　中世の建物は掘立柱建物が主流であり、竪穴建
物やష床を使う建物は少数である。発見されたష
床状遺構の周囲で鉄ᕥや羽口片などが出土したた
め、512aS9002は஁໶に関連する場所であった
可能性がある。
　また、竪穴状遺構はష床状遺構に隣接して 2 基
検出した。ష床状遺構との関連が想定される。中
世館跡の周辺に「工作遺構」がある例は、長野市
栗田城跡などでも確認されている。

中世の出土遺物
　中世̱面・中世̲面で出土した土器・陶磁器類
は、カワラケ、能登半島のचऱのすり鉢、尾張型
の片口鉢、中国の青磁・白磁などが出土した。出
土遺物からは多様な地域と広く交流があったこと
がうかがえる。
　今後の整理作業の結果によっては補正する可能
性もあるが、中世̱面・中世̲面の出土遺物は、
2023年度調査出土の鎌倉時代期遺物より約100年
新しく、1999年度調査出土遺物よりはやや古いと図18　̩12B 調査区 S9002（౦から）

図17　̩15B 調査区 S%001（౦から）

ྻߌ
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思われる。そのため、川田条里遺跡での営みは、
長期にわたったことが推定される。
　発掘調査範囲で、水田跡以外に建物跡・溝跡な
ど集落の生活に関わりの深い遺構を確認できるの
は中世に限られる。中世期に川田氏館跡が存在し
たことと関係があるのだろう。

水田跡の調査（図19・20）
　水田層の調査は、主に調査区壁面の断面観察を
実施する一方で、地表面から約130Dm 下のట炭
層直下の水田層は、検出が容易かつ遺存状況が良
好なため、すべての調査区で面的調査を実施し
た。なお、水田跡は調査範囲全域で検出している。
　調査区壁面の断面観察では、中世面より上層に
2 面、下層に 4 面の少なくとも計 6 面の水田層を
確認した。上層の 2 面は、中世面より上層で、唐
津焼などが出土したことから近世の水田と判断し
た。下層の 4 面は、2023年度調査時に行った放ࣹ
性炭素年代測定で、 6 世紀後半～ ８ 世紀後半ࠒと
いう測定値が得られたట炭層を挟み、上・下の層
にある。ట炭層の上層の 1 面が平安時代、ట炭層
の下層の 3 面は古墳時代から奈良時代と推定し
た。なお、中世期の水田跡は確認できなかった。
　面的調査を実施したట炭層直下の水田層では、
直交する畦畔などを確認し、当時の水田区画が一
部明らかになった。この水田層は、同じくట炭層
直下で発見された上信越自動車道調査地点Ｂ 2 区
第 3 水田層に相当すると考えられる。また、513
調査区でみつかった水田区画は一辺約 5 ｍとやや
小区画で、上信越自動車道調査地点の結果を参照
すると、奈良時代ࠒの水田の可能性がある（図
19）。
　さて、2023年度調査においてట炭層下の水田畦
畔に高床倉庫の建築部材など再利用したਊ材を確
認した。これを受け、本年度調査ではਊ材の確認
のため、検出した畦畔の断割りや調査区外周にて
トレンチを入れ、断面観察を実施した。
　その結果、512̱調査区において、ట炭層直下
の水田調査で畔ਊ材を伴う畦畔 2 条を確認した

（図20）。ただし、この 2 条の畦畔は当初ట炭層直

下で畦畔の検出を試みた際に発見されたものでは
なく、水田層を掘り下げる過程で発見した。その
ため、ట炭層直下ではなく、さらに下層の水田層
に伴うਊ材を検出した可能性がある。そのਊ材の
年代測定を実施し、より確度を高める検討を今後
行う。
　現在、遺跡周辺の古環境復元のため、複数の調
査区を対象に、プラント・Φパール分析や放ࣹ性
炭素年代測定、花粉分析等を実施している。その
結果を踏まえ、遺跡周辺の古環境が川田集落の営
みに༩えた影響等を引き続き検討する。

来年度の調査
　来年度調査は調査対象範囲の北側部分が主とな
る。本年度調査で発見した水田跡と中世遺構がど
こまで広がるのか、その把握に౒めたい。

（中野亮一）

図19　̩13調査区�水田面検出状況（南౦から）

図20　̩12C 調査区ܣ�ਊ材出土状況（西から）
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（ 3 ）南
ㆿなㆿ

栗
ㆎ ㇊

遺
い

跡
せ き

松本 JC5 建設事業

所在地および交௨Ҋ内：松本市島立4981- 1 ・
5007- 2 ほか、和田1480- 4 ほか。長野自動車道松
本 IC から南に 3 ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：鎖川左岸の自然堤防背後の؇斜
面に立地。
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.17～12.16 5,200㎡ ኍ田和穂　大ହ司統
鈴木時夫　二ノ宮由大

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 119（254） 古墳時代末～平安時代
掘立柱建物跡 ÷ （11） 奈良時代～平安時代
土坑 374（647） 奈良時代～平安時代、中世
溝跡 ７ （19） 奈良時代～平安時代、中世
列跡ࡤ 6 （ 6 ） 奈良時代～平安時代
自然流路跡 19（19）

（　）内は合計数

地区別遺構数
竪穴建物跡 土坑 溝跡 不明遺構 列ࡤ 自然流路

1 区 14 37 4 2 1
3 区 77 291 3 6 18
6 区 28 46
合計 119 374 ７ 6 19

3 区遺構数内訳
竪穴建物跡 土坑 溝跡 列ࡤ 自然流路

北工区 2 面 24 86 1 5
北工区 1 面 33 110 2 2 4
南工区 2 面 20 95 1 3 ９

合計 77 291 3 6 18

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器・土製品・
陶磁器

奈良時代～平安時代（須恵器、土師器、灰釉
陶器）、羽口

石器・石製品 奈良時代～平安時代（౐石）
金属製品 奈良時代～平安時代（鉄ි、刀子、鎌等）

図21　遺跡の位置（ 1：50
000çদ本）

図22　南܀遺跡本年度調査区（ 1・ 3・ ６区：ଠ࿮部）

調査の概要
　南栗遺跡は、1983～1999年にะ場整備に伴う発
掘調査を松本市教育委員会が行い、1985・1986年
に当センターが長野自動車道の建設に伴う発掘調
査を実施した。
　2022年からは、中部ॎ貫自動車道と長野自動車
道を結ぶ松本 JC5 の建設に伴う発掘調査を当セ
ンターが継続的に実施している。
　今年度の調査区はࡢ年度同様、長野自動車道建
設時における調査区の東西両側に接している。な
お、発掘調査の実施にあたり、（株）シン技術コ
ンサル、（株）島田組の支ԉを受けた。
　本年度調査では奈良時代・平安時代の遺構・遺
物が主と考えるが、今後の整理作業の結果を踏ま
え、補正することがある。以下、地区別に調査状
況を報告する。
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1 区
1 区（図23・24）では、特徴的な遺構として

重複する竪穴建物跡 SB1027、SB1028（図25・
26）があり、壁柱穴が巡る。同類の形状はこの 2
基のみであり、近い時期と考えられる。時期は
SB1028が出土遺物から ９ 世紀中ࠒと推定した。
SK1073（図27）からは刀子と౐石が出土し、墓
跡の可能性がある。正確な時期は不明だが、埋土
からは ９ 世紀・11世紀ࠒの土器が出土した。

3 区
3 区（図28・29・30）はࡢ年度に引き続き 2 面

の調査となった。ࡢ年度、農作業道部分の調査完
ྃを優先したため、北側の工区と南側の工区に分
けて調査を実施した。南側工区の 1 面目はࡢ年
度終ྃしたため、本年度は南側工区 2 面目の調
査から開始し、北側工区 1 面目、 2 面目と調査
を進めた。特徴的な遺構として、 1 面目ではカ
マドが 3 基並ぶ SB3135、床面に地床炉を 2 基持
つ SB3144、付属遺構 2 基にそれぞれᙈが埋設さ
れていた SB3139（図31）がある。 2 つのᙈは ９
世紀後半から10世紀ࠒと思われ、出土状況から多
少の時期差がある。 2 面目では建築部材と思われ
る炭化材が出土した SB3090、カマド火床面の最
下部から合わせ口で置かれた土師器ഋを検出した
SB3172（図32）がある。 2 つのᆀは ９ 世紀初め
、年度ࡢ。と思われるࠒ 1 面目は平安時代以降、
2 面目は奈良時代ࠒと推定したが、整理作業の結
果によっては面の解ऍや時期の再検討を要する。

図26　SB1028�ΧϚυ調査状況（西から）

図27　SK1073�遺物出土状況（南西から）

図23　 1区遺構分布図

図24　ߴ଎ಓ࿏౦ଆの 1区全ܠ（౦南౦から）

図25　SB1028（正面）SB1027（ख前左ख）（西から）
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図29　 3区南ଆ޻区 2面目全ܠ（౦から） 図31　SB3139�118断面（南から）

図30　 3区๺ଆ޻区 1面目全ܠ（๺から） 図32　SB3172�ΧϚυ遺物出土状況（๺から）

図28　 3区遺構分布図
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６ 区
6 区（図33・34）では数ݢの竪穴建物跡につい

て、耕作の削平がカマド煙道部にまで及ばず、
SB6007（図35）のように、建物の廃絶後にカマ
ドに用いた袖石などを引き抜いて積み替える等、
意図的な破壊と思われる。また、SB6002（図36）
からは஁໶炉と思われる遺構を検出した。SB
6020（図37）の埋土からは、完形の長಑ᙈ 2 個体
が合口状態で出土した。৸かせたᙈの上部は่れ

ており、図37はその部分を取り除いた状態の写真
である。ᙈ内部の土砂からࣃ等の出土はなかっ
た。 （大ହ司　統）

図34　 ６区全ܠ（南南西から）

図36　SB6002�஁໶࿍としたࠟ跡（南西から）

図37　SB6020�合口状ଶで出土したᙈ（๺西から）

図33　 ６区遺構分布図

図35　SB6007�ΧϚυ調査状況（౦から）

参考文献
松本市教育委員会1984『松本市島立南栗遺跡』
長野県埋蔵文化財センター 1990a『南栗遺跡』
長野県埋蔵文化財センター 1990b『総論編』
松本市教育委員会2000『ࣳ沢遺跡Ⅰ・Ⅱ　南栗遺跡Ⅳ・ᶛ』
松本市教育委員会2001『南栗遺跡ᶜ』
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（ 4 ）安
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一般国道158号（松本೾田道路）改築工事

所在地及び交௨Ҋ内：松本市和田133- 3 ほか。ア
ルピコ交通上高地線新村駅から南西へ750ｍ。
遺跡の立地ڥ؀：Ѹ川の右岸、東ஜຎ郡山形村か
ら流れる唐沢川が形成した扇状地の扇端部に立地
する。調査対象地は古墳群の南端に位置する。遺
跡の東側には秋葉原古墳群（1982年度に松本市教
育委員会調査）が隣接し、西側には真光寺遺跡・
真光寺古墳群（2020～2024年度に当センター調
査）が分布する。

発掘期間等
調査期間 調査対৅面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.17～11.28 4,900㎡ 河西克造

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

古墳（石室） 1 （ 4 ） 古墳～奈良時代
（第16号古墳は礎石建物跡と判明）

マ΢ンド 1 （ 1 ） 中世以降（礎石建物跡・集石の基礎）
礎石建物跡 1 （ 1 ） 中世以降
火葬遺構 10（10） 中世以降

集石 3 （ 5 ） 中世以降 2 、近世以降 1
（R 5 確認 1 基は遺構ではないと判明）

土坑 42（117） 古代 1 、中世以降12、時期不明29
（R 5 確認 ９ 基は遺構ではないと判明）

溝跡 4 （ ９ ） 中世以降
自然流路 2 （ 2 ） 中世以前
竪穴状遺構 2 （ 3 ） 時期不明
列ࡤ 1 （ 1 ） 時期不明

（　　）合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器・陶磁器 縄文、古墳～古代、中世、近世
石器 縄文
金属製品 中世（銭貨、刀子）

その他 中世（骨）
古墳～古代、中世、時期不明（炭化物）

調査の概要
　安塚古墳群は、1978年にะ場整備事業に伴う発
掘調査を松本市教育委員会（現松本市文化観光部
文化財課）が実施し、 ９ 基の古墳を調査した。
　松本೾田道路事業用地は、遺跡範囲の南端を
東西方向に横断し、調査対象面積は21,000㎡に及
ぶ。事業用地内では、2020・2023年度に松本市教
育委員会が行った試掘調査で 2 基、2023年度に当
センターが行った確認調査で 2 基の古墳が確認さ
れている。
　当センターによる調査は、2022年度に開始し、
本年度は 4 年目となる。
　調査では、便宜上、既存の水路等を境界として
1 ～21区の調査区を設定した。調査区の西端を 1
区とし、東側へ順次番号を付けた。
　本調査は2024度から実施し、同年に第13号古
墳）を調査した。この古墳の調査の結果、遺跡範
囲の南端にも、松本市教育委員会の調査で発見さ
れた古墳と同じ構造をもつ ７ 世紀から ８ 世紀の古
墳の存在が明らかとなった。
　本年度の調査は、 2 ～ 4 区、 5 区（西）、 6 ～
９ 区で本調査を実施し、12・13区で遺構の存否を
確認するためのトレンチ調査を実施した（図39）。
なお、調査では（株）島田組の支ԉを受けた。
第15߸古墳の調査

第15号古墳は、第13号古墳の西側に位置し、現地
保存されている安塚第 6 号古墳の真南に位置する。
　第15号古墳は、古墳～奈良時代の包含層（基本
土層Ⅳ層）で確認され、石室（横穴式石室）のみ
が遺存した（口絵 2 ᶈ）。周溝と墳ٰは確認され

図38　遺跡の位置（ 1：50
000çদ本）

˔
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ておらず、その存否は不明である。石室の最大の
特徴は、半地下式の構造をもつ点で、地山を掘削
して石室を構築する。また、石室の形状は長方形
で、側壁の石は開口部側が遺存しない。形態は第
13号古墳と同様に಑長で、無袖と推測される。石
室の長軸は N17 8˃ で、南東に開口部を持つ。
この開口部は、竪穴状に立ち上がる形状である。
規模は長軸約2.7ｍ、短軸約0.8ｍを測り、Ԟ壁と
側壁にはѸ川からӡൖしたと推測される石を用い
る。Ԟ壁は地山を掘削して大振りの石を 3 個立て
並べ、側壁は掘り方に埋めた土を基礎とし、石の
間にシルト࣭の土を入れ込み平積みに積み上げら
れている。石はॎ目地が通る状態で積まれている
点が特徴である。石室の中央部には立柱石と推測
される石があることから、石室内は 2 室に分かれ
ていたものと推測される。床は掘り方底に砂᛽を
主体とした敷土が施され、敷土の上面から骨片が
出土した。
　掘り方には砂᛽を含む黒褐色土をॆరするが、
西側の側壁では黒褐色土の下層から炭化材と焼土
が確認された（図40）。石室の長辺沿いに溝状の
落ち込みを掘削し、落ち込み内に炭化材（自然
木）を設置したものである。石室構築時、火を伴

図39　安塚古墳群　全ܠ（西から・দ本市֗地方޲をྟむ）

図40　第15߸古墳　ଆนの下૚から出土した炭化材

1 区

3 区

4 区

13 区
6 区

5 区 （西） 第15号古墳

マウンド

う行為がなされたと推測される。
　なお、石室の検出面と埋土から須恵器等が出土
した。遺物は破片が多いが、器形の特徴から ８ 世
前半と推測される。古墳の存続期間を示す時期と
判断できる。
Ϛ΢ンυを൐͏礎石建物跡とू石の調査
　本年度、安塚古墳群の遺跡範囲の西端（ 2 区）
では中世の包含層が遺存し、中世以降の遺構を確
認した。遺構は、礎石建物跡及び集石と、両遺構
の基礎を成すマ΢ンド状の遺構（以下、「マ΢ン
ド」と呼ぶ）、火葬遺構で、葬墓に関係するもの
が主体を占める。安塚古墳群の遺跡範囲内が中世
以降も「葬地」として利用されたことが判明し、

2 区

2 区
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本年度調査の大きな成果と言える。
2 区で確認されたマ΢ンドは、長辺約11ｍ、短

辺約 ８ ｍ規模で、約0.4ｍの盛り上がりを確認し
た（図41）。安塚古墳群一帯は、近世初頭以降に
新田開発の開ࠖや水田耕作がされているが、調査
ではこのマ΢ンドを避けて耕作されていることが
わかった。
　マ΢ンドは盛土を複数層重ねて造成し、盛土上
面には礎石建物跡とፏ平な河原石をପ円形に並べ
た集石を構築する。礎石建物跡の形状は正方形
で、 2 間四方で側柱構造と推測される。規模は約
4 ｍ四方である。礎石の配置から堂宇と思われ
る。礎石は、方形に近い建物跡の内部を中心に硬
化面が分布し、硬化面から中世（16世紀）の内ࣖ
土器と銭貨（銭種不明）が出土した。また、建物
内部を中心に火葬骨と炭化物が散在（図42）した
ため、信仰もしくは宗教に関係する礎石建物跡と
考えられる。
　一方、集石の分布範囲では、石で囲まれた内部
から微細な火葬骨と炭化物が出土したが、その下
部に落ち込みは確認できなかった。さらに、マ΢
ンドの盛土を除去した面で中世墓と火葬遺構を確

図41　中世Ҏ߱のϚ΢ンυと礎石建物跡、ू石（西から　点線：建物のൣғ、ؙҹ：火葬遺構）

図42　Ϛ΢ンυにࢄ在する火葬骨と炭化物

認した（図43）。中世墓には、ݓ大から人頭大の
石を巡らせ、内部から骨がまとまって出土した墓
や、墓の底面から木࣭部が付着した銭貨（銭種不
明）と 2 枚重なる銭貨（北૙銭、銭種不明）が出
土した事例がある（図44）。中世墓と火葬遺構の
詳細な時期は不明であるが、中世墓と火葬遺構の
上層を破壊してマ΢ンドが造成されている興味深
い事例である。
火葬遺構の調査

2 区と 3 区では、遺体を焼却した火葬遺構が10
基確認された。特に 2 区では、マ΢ンド（礎石建
物跡）の周囲を巡るように火葬遺構が分布し（図

集石

集石

˔

˔˔

˔

˔
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41）、マ΢ンドの盛土を切る火葬遺構も確認された。
　火葬遺構は、形状・規模の点で分類が可能であ
り、形状は、長方形で西側に煙突状の突出部を設
け、規模は、長辺が約1.2～1.5ｍ、短辺が約0.8～
0.9ｍを測るものが大半である。狹川真一氏が示
した一般的な規模よりやや大きいものである（狭
川2011）。
　火葬遺構は、壁が被熱により੺色化し、短辺方
向には棺を安置するために設置した棺台の石が 2
列並ぶ。さらに、棺台と棺台の間には溝（以下、

「坑底溝」）が設けられ、この坑底溝が突出部に接
続する。火葬遺構を掘削した結果、埋土の中層に
は微細な火葬骨と炭化物のࠞ合層が堆積し、その
下では長辺方向の壁沿いに短い炭化材が並び出土
した。さらに棺台近くと坑底溝から火葬骨と炭化
物（炭化材）が確認された。これらの出土状況か
ら、壁沿いの短い炭化物は薪、坑底溝内の炭化物
は棺もしくは棺の下で燃やした材木の可能性があ
る。

　今回調査した火葬遺構は、棺台と炭化物（炭化
材）などが良好に遺存し、火葬の実態を把握する
ことができた。なお、火葬遺構からは、銭貨が出
土した。૙銭が大半を占めるが、永ָ通宝（明
銭、初鋳年：1408年）が確認された。そのため、
マ΢ンド（礎石建物跡）と併存した火葬遺構があ
ると推測できる。
　なお、県内において、堂宇と火葬遺構が一体的
に検出された例はなく、宗教考古学の視点からも
これらの遺構はۃめて重要である。
今後の課題
　本年度の調査で、安塚古墳群の調査対象範囲の
西側部分が終ྃした。来年度以降は、残る東側部
分を調査し、調査対象範囲全域の遺構分布と土地
利用を把握し、それを安塚古墳群の遺跡範囲内で
位置づけ、総ׅすることが課題となろう。

（河西克造）

図43　Ϛ΢ンυの下૚から発ݟされた中世ุ（๺から） 図45　石がੵまれている棺台

図44　中世ุの底面から出土した໦࣭部が෇ணした銭貨（左）
　　　　と 2ຕॏなる銭貨（右）

図46　坑底溝から出土した火葬骨と炭化物

参考文献
狹川真一2011「火葬土坑の検討」『中世墓の考古学』高志

書院
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中央新幹線建設工事

所在地及び交௨Ҋ内：飯田市上郷飯沼2702- 5
JR 元善光寺駅から南西約 1 ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸、南東に向かい؇や
かに傾斜する低位段ٰ面、標高約446ｍに立地す
る。
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.7.22～2025.8.28 454㎡ 村井大海　　和田৾治
遠藤恵実子　中山雅士

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 2 （18） 古墳時代
土坑 49（833） 古墳時代
溝跡 4 （35） 古墳時代

（　）合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 古墳時代
石器 古墳時代（ଧ製石包ஸ、ଧ製石ි）

調査の概要
　西浦遺跡は、リニア中央新幹線建設工事に伴い
2022年度から発掘調査が実施されており、これま
でに弥生時代から古墳時代の竪穴建物跡、方形周
溝墓、溝跡などがみつかっている。本年度の調査
区は、2022年度調査のＢ・Ｃ・Ｄ区と2024年度調
査のＢ- 2 区に囲まれた個人住୐だった部分で、
建物基礎の߯管ߌが残る。
　竪穴建物跡は、 2 が確認された。調査区東隅ݢ
の SB401は、Ｂ区で調査された SB103の西半部分
である。調査区北東隅の SB402は、建物跡の南半
部分にあたる床面と主柱穴のみが残存し、主柱穴
内から器台の脚部が出土した。これらの竪穴建物
跡はいずれも古墳時代前期に属する。

　溝跡は、S%401と S%402が調査区内で直交して
確認された。南北方向の S%401はＣ区 S%113、
Ｂ- 2 区 S%309の、東西方向の S%402はＢ区 S%
103の延長上に位置する。いずれも規模は上෯30
～40㎝、深さ約40㎝を測り、古墳時代前期のもの
である。S%401の東側を中心に当該期の竪穴建物
跡や掘立柱建物跡が発掘されている。S%401と並
行する S%404も含め当該期の集落を区画するࡤ
やญの基礎の布掘りと推定される。
　本年度で西浦遺跡の調査は、すべて終ྃした。

（和田৾治）

図47　遺跡の位置（ 1：50
000ç飯田）

図48　本年度調査区

˔

図49　調査区全ܠ（南からࡱ影）
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中央新幹線建設工事

所在地及び交௨Ҋ内：飯田市座光寺4010ほか及び
飯田市座光寺4074ほか。JR 元善光寺駅から南南
西約 1 ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸、南東に向かい傾斜
する低位段ٰ面、標高約430ｍに立地する。
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.14～2026.1.6 3,422㎡ 村井大海　遠藤恵実子
中山雅士　和田৾治

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 29（125） 弥生時代、奈良・平安時代、不明
掘立柱建物跡 5 （20） 古墳時代～奈良・平安時代、不明

土坑 419（1338） 弥生時代、古墳時代
奈良・平安時代

溝跡 20（44） 弥生時代、古墳時代、不明
（　）内は合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 弥生時代中期・後期、古墳時代、奈良・平安
時代

石器・石製品 弥生時代、古墳時代（石܃、有ݞ扇状形石器、
石包ஸ、౐石、まがۄなど）

金属製品 奈良・平安時代（鉄製๰਴車、刀子など）

調査の概要
　五郎田遺跡は、2021年度から継続して調査を実
施しており、弥生時代から平安時代にかけての集
落跡がみつかっている。
　本年度は、弥生時代中期～後期、奈良時代及び
平安時代の集落跡を調査した。調査区は、2021・
2022年度及び2024年度調査区に隣接する 1 �H 地
区、2023年度に確認調査を実施した地点に隣接す
る 2 -Ａ区及び 2 -B 区、2023年度調査区に隣接す
る 3 -Ｂ区、 3 -Ｃ区、 3 -Ｄ区である（図51）。な
お、本年度の発掘調査は 1 -̝区、 2 -Ａ区、 2 -

Ｂ区を株式会社シン技術コンサルによる、また
3 -Ｂ区、 3 -Ｃ区、 3 -Ｄ区を国際文化財株式会
社による発掘作業技術支ԉをそれぞれ導入して実
施した。
໻ੜ時代中期の遺構及び遺物
　弥生時代中期の遺構は 3 -Ｃ区及び 3 -Ｄ区から
検出した。 6 の竪穴建物跡を検出し、内ݢ 3 はݢ
2023年度調査で検出した竪穴建物跡の続きであ
る。平面形は方形、またはやや形の่れた方形
で、大きさは 3 ～ 4 m ほどものと、 6 ～ ７ m を
測る比較的大形のものの 2 種がある。SB502から
は炉跡を検出している。地床炉で竪穴建物跡のほ
ぼ中央に位置する。これらの竪穴建物跡から北原
式の土器及びそれに伴う石器が出土した。
　また、2023年度に弥生時代中期後半から後期初
頭にかけて 3 回にわたる土器の廃棄または投棄
を想定するような遺物の出土状況を観察した、
S%201の続きを 3 -Ｂ区から検出した。本年度調

図50　遺跡の位置（ 1：50
000ç飯田）

図51　今年度調査区及び調査ൣғ（Sʹ 1：4
000）

˔

　　　 シン技術コンサル発掘作業技術支ԉ導入範囲
　　　 国際文化財発掘作業技術支ԉ導入範囲
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図52　調査区全体図（̨ʹ 1：500）
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査では北原式から所Ҧ恒川式の土器が投棄された
ような状況で出土したが、遺物出土状況の観察か
ら、時期差を想定することはできなかった。
໻ੜ時代後期の遺構及び遺物
　弥生時代後期の遺構は、 1 -̝区、 2 -Ａ区、
2 -Ｂ区から竪穴建物跡を ７ 、また、ݢ 3 -Ｄ区か
ら方形周溝墓の溝を 1 条検出した。
　SB402は、約5.5m 四方の方形を呈する。炉跡
は、住居の中心より西側に位置する。中島式のᙈ
が埋設された土器埋設炉である。
　SB406は、S%404に北東部を 3 分の 1 ほど削平
されている。平面形は長辺約 5 ｍ、短辺約 4 ｍの
長方形である。主柱穴は 4 つで、炉跡は北西側柱
穴間のほぼ中心に位置する炉縁石を伴う土器埋設
炉である。埋設された土器は中島式のᙈである。
　SB414は約 5 m 四方の方形を呈する。炉跡は地
床炉が 2 基あり、竪穴建物跡ほぼ中央と南西側柱
穴間のほぼ中心に位置する。主柱穴は 4 つで、壁
際に周溝を伴うほか、壁柱穴が並ぶ。これらの竪

穴建物跡から中島式の土器及び石器が出土した。
　これらの竪穴建物跡の分布域から北東方向に
100m ほど離れた 3 -Ｄ区から、方形周溝墓の溝
と推定する S%506を検出した。 1 辺の長さは 5 m
ほど、深さは50㎝ほどで断面形は逆台形を呈す
る。この溝跡から中島式のほぼ完形の壺が出土し
た。同時期の壺とは口縁部の形状が異なり、器面
がஸೡに磨かれるなど特徴的な土器で、方形周溝
墓に供献した特घな土器の可能性がある。

図53　SB502�全ܠ 図55　SB406�全ܠ

図54　S%201�遺物出土状況

図56　SB406�土器埋設࿍断面

図57　SB414�全ܠ
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古墳時代の遺構及び遺物
　 3 -Ｄ区から S%503を検出した。須恵器片と高
ᆀの脚部が出土したため、古墳時代の溝と推定す
る。深さは、30㎝から50㎝ほどで、断面形は半円
形である。検出範囲が狭いため、全体を推定する
ことは難しいが、古墳の周溝の可能性がある。
ಸྑ時代の遺構及び遺物
　奈良時代の遺構は、 3 -C 区と 3 -% 区から竪穴
建物跡を 6 掘立柱建物跡を、ݢ 2 棟検出した。
　SB503は約 4 m 四方の方形を呈する竪穴建物跡
である。北西側の壁のほぼ中央にカマドがあり、
主柱穴を 4 つ確認した。カマドから鉄製刀子や須
恵器ᆀが、また柱穴から須恵器ᆀと須恵器盤が出
土した。須恵器ᆀにはヘラ切りのものがみられる
ため、奈良時代前期のものと推定する。
　SB508は約 6 m 四方の方形を呈する竪穴建物跡
である。カマドは北西側の壁のほぼ中央にあり、
主柱穴を 4 つ確認した。床の張替えを 1 度行って
いることを確認したが、カマドはそのまま利用し

たようで、カマド内部全体に強い被熱の痕跡が認
められた。遺構埋土から須恵器ᆀや土師器ᆀをは
じめとする多くの遺物が出土しており、ヘラ切り
の須恵器ᆀや高台をもつ須恵器ᆀがみられる。そ
のため、奈良時代前期のものと推定する。
　SB503及び SB508と軸方向をほぼ同一とする竪
穴建物跡を 4 検出した。また、カマドを検出しݢ
た事例では、カマドの位置は北西側の壁のほぼ中
央に位置することで共通する。以上のことから、
これらの竪穴建物跡は、同一の区画を意識して造
られたと推定でき、ほぼ同時期の奈良時代前期の
ものと考える。
　S5504は梁行 3 間（約 5 m）桁行 4 間（約7.5m）
の掘立柱建物跡である（口絵ᶋ）。各柱穴は直径
1 m 以上、検出面からの深さは 1 m 程度ある。
非常に大形の掘立柱建物跡である。この掘立柱建
物跡は SB503を切るため、この遺構より新しいも
のと判断できるが、軸の方向は奈良時代前期と推
定する竪穴建物跡とほぼ同一である。そのため、
これらの竪穴建物跡と同一の区画を意識して建て
られた奈良時代前期のものと考える。
　なお、奈良時代前期は五郎田遺跡の近隣に所在
する恒川官ᦰが成立した時期と重なる。
　また、 1 -̝区から S5401を検出している。梁
行 3 間（約 5 m）桁行 4 間以上（ ７ m 以上）、各
柱穴は直径 1 m ほどある。大形の掘立柱建物跡
である。この掘立柱建物跡は、弥生時代後期の竪
穴建物跡を切るため、古墳時代～平安時代のもの
と考える。なお、周辺に位置する平安時代の竪穴
建物跡とは軸方向が若干ずれる。

図58　S%506�全ܠ

図59　S%506�遺物出土状況

図60　SB503�全ܠ
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図61　SB503�ப穴（1 2 ）ਢܙ器ᆀ及び൫出土状況

図65　SB404�మ੡๰਴ं出土状況

図66　SB403�փᬵಃ器ࡼ等出土状況

図62　SB508�上૚চ面全ܠ

図63　SB508�ΧϚυ全ܠ

図64　S5401�全ܠ

物跡である。灰釉陶器のࡼや鉄製品が出土した。
　SB409は、検出範囲が狭く全体を推定すること
が難しいが、方形を呈すると思われる竪穴建物跡
である。土師器ᆀの大きさには大小の 2 種が認め
られ、須恵器ᆀが出土しない。
　平安時代の遺構は須恵器ᆀが出土するものが多
く、時期は恒川官ᦰが機能した ９ 世紀ごろのもの
が中心となるが、SB403や SB409のような恒川官
ᦰが機能停止後の10世紀以降のものも、わずかで
あるが認められる。 （村井大海・中山雅士）

ฏ安時代の遺構及び遺物
　平安時代の遺構は、 1 -̝区、 2 -Ａ区、 2 -Ｂ
区から竪穴建物跡を ８ 。検出したݢ
　SB404は、旧土曽川の流路跡と推定する S%402
に大半を切られており、全体を推定することがで
きないが、形状は方形を呈すると思われる。床面
直上から鉄製๰਴車が 2 本、そのほか須恵器ᙈの
口縁部が出土している。
　SB403は、 3 m 四方以上の方形を呈する竪穴建
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中央新幹線建設工事

所在地及び交௨Ҋ内：飯田市上郷飯沼1404- 2 ほか
JR 元善光寺駅から南西約 1 ᶳ
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸、南東に向かい؇や
かに傾斜する低位段ٰ面。
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.14～2025.12.22 2406㎡ 村井大海　　和田৾治
遠藤恵実子　中山雅士

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 10 弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代
土坑 223 古墳時代、奈良・平安時代
溝跡 5 奈良・平安時代
氾濫跡 1 古墳時代～奈良・平安時代

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶
器、྘釉陶器

石器 弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代（ଧ製石
包ஸ、ଧ製石ි、ଧ製石᭲、磨製石᭲、౐石）

土製品 古墳時代、奈良・平安時代（๰਴車）
石製品 古墳時代、奈良・平安時代（臼ۄ、๰਴車）

調査の概要
　リニア中央新幹線建設工事に伴う調査である。
調査区は全体に建物等による削平を受けていた
が、弥生時代から奈良・平安時代にかけての土曽
川右岸に広がる集落跡を確認した。
　竪穴建物跡は、弥生時代、古墳時代、奈良・平
安時代の10ݢを確認した。弥生時代の SB ８ は床
面上から᛽と炭化物とともに完形を含む土器がま
とまって出土し、SB ９ では炉縁石と土器片を埋
設した炉を確認した。古墳時代の SB 4 は地床炉
を持つ中期のものである。土坑は223基を確認し
た。 1 ・ 2 区を中心に分布し、このうち礎石があ
るものや柱材が良好に残るものが数基あることか
ら、掘立柱建物跡が複数存在することがうかがわ

れる。
1 区東側は西から東に向かい؇やかに傾斜して

おり、黒色土が厚く堆積していた。土曽川の旧氾
濫原とみられるもので、古墳時代から奈良・平安
時代にかけての土器や石器とともに大型のものを
含む木材が多く出土している。来年度は隣接する
西側の範囲について調査を実施する予定である。

（遠藤恵実子）

図67　遺跡の位置（ 1：50
000ç飯田）

図68　調査区全ܠ（南౦からࡱ影）

˔

図69　໻ੜ時代୦穴建物跡（SB ８ ）土器出土状況
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社会資本整備総合交付金（広域連携）事業
座光寺上郷道路

所在地及び交௨Ҋ内：飯田市座光寺4100- 1 ほか
JR 元善光寺駅から南西へ約0.9ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸の低位段ٰ上で、天
竜川支流の土曽川左岸の土石流堆積物上に立地

1 ɽ正泉寺遺跡
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.14～2025.12.18 3,930㎡ 長谷川ܡ子　丸山ߊ平
藤原直人　　髙橋草太

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 81（151）　 古墳時代　奈良・平安時代

土坑 186（382） 縄文時代　古墳時代
奈良・平安時代

溝跡・流路跡 5 （ 6 ） 弥生時代　奈良・平安時代
掘立柱建物跡 1 （ 2 ） 奈良・平安時代か

（　）内は合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 縄文時代、弥生時代、古墳時代
奈良・平安時代

石器 弥生時代（ଧ製石ි、ଧ製石᭲、有ݞ扇状石器）
奈良・平安時代（౐石）

金属製品 奈良・平安時代（鉄ි、鉄鎌、鉄᭲、๰਴車）

調査の概要
　正泉寺遺跡の調査は座光寺上郷道路建設に伴っ
て開始され、今年度で 2 年目になる。ࡢ年度の調
査では古墳時代から奈良・平安時代の竪穴建物跡
土坑196基、弥生時代の方形周溝墓などが、ݢ70
検出されており、古墳時代から奈良・平安時代の
集落と、弥生時代の墓域が確認された。
　本年度の調査範囲はࡢ年度の調査区の北西に隣
接している。便宜的に 4 区から ８ 区に分割し、集

落域の広がりと弥生時代の様相を把握することを
課題として調査を実施した（図72・73）。遺跡は
後世のかく乱の影響で削平された範囲もあった
が、調査区全体に古墳時代から奈良・平安時代の
遺構が広がる様子が確認された。特に ７ 区では竪
穴建物跡や土坑の重複が著しく、遺物も多量に出
土した（図74）。また南側は土曽川の氾濫によっ
て削られており、当時の集落は現在の土曽川付
近まで広がっていた可能性が示唆される。また
奈良・平安時代の遺構検出面の下位（第 2 検出
面）からは弥生時代の遺物を含む流路跡が確認さ
れた。 5 区では縄文中期後半を主体とする土器が
出土したが、縄文時代の遺構は土坑のみであった

（図75）。

ಸྑ・ฏ安時代の୦穴建物跡
　竪穴建物跡 SB84は北東角の床面から11世紀ご
ろと考えられる土師器の完形のࣖࡼやࡼなど、計
5 点が出土した（図76、口絵 4 ᶌ）。飯田市教育

図70　遺跡の位置（ 1：50
000ç飯田）

図71　調査区全ܠ（南౦から）

˔̝

Ҩ੻ݪੴࣉޫ࠲

ਖ਼ઘࣉҨ੻
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委員会によれば飯田地域では当該期の遺物は出土
例が少なく、遺構もわずかであるとの指摘を受け
た。竪穴建物跡 SB93は 1 辺約 5 ｍ四方の隅丸方
形で、北西壁に石組のカマドが残っていた（図
77）。カマドや周囲の床面から土師器のᙈや壺が
出土した。遺構の重複によりカマドが破壊され、
火床のみ認められる竪穴建物跡が大半を占めるな

か、このような石組カマドを持つ竪穴建物跡は複
数ݢ確認された。さらに石を抜き取った痕跡や、
カマド付近に石が置かれていた事例も多数確認さ
れたことから、本遺跡で典型的に設置されていた
カマドの形態であるといえる。また土坑も多く確
認され、中には直径 1 ｍほどの円形を呈し、掘り
込みが比較的明ྎな土坑が複数確認されている。

図74　 ７区全ܠ（๺西から） 図75　土坑（SK256）完掘

図72　調査区全ܠ（南西から）

図73　調査区遺構഑置図
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図78　ྲྀ࿏跡（S% ９ ）　遺物出土状況（南౦から）

図76　୦穴建物跡（SB84）遺物出土状況 図77　୦穴建物跡（SB93）ΧϚυ

その一部は規ଇ的に並ぶことから、掘立柱建物跡
の可能性が考えられる。
໻ੜ時代のྲྀ࿏跡（S% ９ ）

７ 区では深掘調査で下位に黒色土の分布が認め
られ、弥生土器が出土したことから奈良・平安時
代面の調査後に弥生時代面の調査を行った。その
結果調査区南東隅より、長さ約 5 ｍ、෯約3.5ｍ
から 5 ｍ、深さは検出面より約0.4ｍから0.5ｍの
流路跡が 1 条検出された（図78）。この流路跡は
ऄ行しながら 6 区方向へと延びると予想される。

埋土より弥生時代中期後半から後期初頭のᙈや
壺、有ݞ扇状石器やଧ製石ි、石᭲などの石器類
が多量に出土した（図79・80）。これら遺物はほ
とんどຎ໣しておらず、完形に近い土器も複数個
体確認された。
今後のల望
　本年度調査では、ࡢ年度調査で確認された奈
良・平安時代の集落が北西へ広がることを確認し
た。一方古墳時代については、ࡢ年度と比較する
と遺構遺物ともに稀ബであった。今後は時代ごと
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の集落範囲について検討を行いたい。
　次年度以降は 6 区と ７ 区北東側を調査する予定
である。 ７ 区北東側は微高地から؇斜面へと変わ
る地形となる。微高地上に広がった奈良・平安時
代の集落範囲がどのように立地し広がるのか、地
形的観点も含め全体像を把握することが課題であ
る。加えて重複関係のある奈良・平安時代の集落
変遷についても今後明らかにしていきたい。 ７ 区
弥生面の流路跡については、流れる方向や全体像
を把握することがࡢ年度に引き続き課題となる。
6 区では確認調査により弥生時代の竪穴建物跡が
確認されていることから、集落の様相を把握する
ことが課題となる。また縄文時代については、飯
田市教育委員会が令和 ７ 年度に調査した土曽川対
岸のママ下遺跡において竪穴建物跡が確認されて
いるため、来年度調査区でも遺構が確認される可
能性を視野に入れながら調査を進めたい。

（丸山ߊ平）

2 ɽޫ࠲寺石原遺跡
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.14～2025.12.18 70㎡ 長谷川ܡ子　丸山ߊ平
藤原直人　　髙橋草太

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

土坑 3 （15） 不明
（　）内は合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 弥生時代、奈良・平安時代

　座光寺石原遺跡の調査区は令和 2 年度調査地の
東側、令和 4 年度調査地の北側に隣接する。令和
2 年度の調査では、表土下の黒色土から古墳の෭
葬品と考えられる金属製品やۄ類が出土した。本
年度の調査では、後世のかく乱（整地等）で黒色
土は削平され残存せず、そのため古墳に関連する
遺物は出土しなかった。遺構は削平が及ばなかっ
た土坑が 3 基検出された。土坑（SK14）は令和
2 年度調査でみつかった竪穴状遺構（SB 2 ）と
形状が類似するが、連続性は確認できず、出土遺
物もないため時期不明である。南東側へ向かっ
て、地山が黄褐色シルトࠞじり砂層から砂᛽層へ
変化することは、令和 4 年度の調査結果とໃ६な
い。このことは、隣接地である正泉寺遺跡 ８ 区の
調査状況からも明らかである。本年度の調査をも
って、座光寺上郷道路建設に伴う調査は全て終ྃ
した。 （長谷川ܡ子）

図81　ޫ࠲寺石原遺跡 1区全ܠ

図79　ྲྀ࿏跡（S% ９ ）　土器出土状況

図80　ྲྀ࿏跡（S% ９ ）　石器出土状況
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社会資本整備総合交付金（広域連携）事業
座光寺上郷道路

所在地及び交௨Ҋ内：飯田市座光寺650ほか
座光寺スマート IC から南西に1.3ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸の中位段ٰ上の東に
傾斜する؇斜面に立地する。

発掘期間等
調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.11.25～2025.12.18 5,000㎡ 藤原直人　髙橋草太

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

溝状遺構 1 不明

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

石器 縄文時代～弥生時代

調査の概要
　宮崎下遺跡は、縄文時代・弥生時代・古墳時
代・近世の遺物散布地として飯田市の遺跡等一覧
表に登録されている。ୠし、調査歴はない。
　令和 6 年度、当センターが実施した確認調査に
よって調査区北東部で溝状の遺構（時期不明）が
1 条確認されている。本年度の確認調査は、ࡢ年
度の調査区の南西部に隣接する5,000㎡を対象に

土৕の堆積状況と遺構・遺物の有無を確認するた
め、約 2 ⁯෯のトレンチを14本掘削した。
　調査の結果、今回の調査区の北端に位置する25
Ｔで、ローム層を掘込む北西から南東方向に延び
る溝状の落込みを確認した。遺物が出土しなかっ
たため、遺構の時期は不明である。
　25Ｔは、令和 ８ 年度調査予定地区に隣接するこ
とから、今後、溝状の落込みの規模や性格を明ら
かにすることができよう。
　その他のトレンチについては、表土下にはะ場
整備による造成土が20～40Dm 堆積し、その直下
には旧水田層、更に下層に黄褐色土・᛽層が堆積
しており、遺構は確認されなかった。

（藤原直人）

図82　遺跡の位置（ 1：50
000ç飯田）

図84　トレンν഑置図

˔

図83　25̩�溝状遺構断面
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国補道路改築（地域連携）事業

所在地および交௨Ҋ内：飯田市上郷飯沼3406- 1
ほか JR 伊那上郷駅から南東約 1 ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸の低位段ٰ上で、栗
沢川左岸の土石流堆積物上に立地。
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.17～2025.12.18 600㎡ 関杏介　島田亮仁

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 23（30） 古墳時代～奈良・平安時代
土坑 33（45） 古墳時代～奈良・平安時代
溝跡 4 （ ９ ） 古墳時代～奈良・平安時代

（　）内は合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 縄文時代～奈良・平安時代（縄文土器、弥生土
器、土師器、須恵器など）

土製品 古墳時代～奈良・平安時代（土製๰਴車）

石器 弥生時代～古墳時代（ଧ製石ි、磨製石᭲、౐石
など）

金属製品 奈良・平安時代（刀子）

調査の概要
　飯田市教育委員会等によりこれまで発掘調査が
行われ、弥生時代から古墳時代を中心とする集落
遺跡の存在が明らかになっている。2022年から国
道153号飯田市飯田北改良に伴い長野県埋蔵文化

財センターが調査を行っている。
　本年度は2022年の調査区に隣接する600㎡の調
査を行った。調査区内北側から一辺が約 6 ⁯の隅
丸方形で、主柱に礎石をもち、壁際にも石を並べ
る竪穴建物跡がみつかった。同様の構造をもつ竪
穴建物跡は飯田下伊那地域では 4 例目となる。他
の遺跡の例をみると、円面ݛや馬具等、貴重な遺
物が出土している例が多い。༅越遺跡でみつかっ
た竪穴建物跡も、そのような物が検出されたこと
から、集落内で特घな建物であった可能性がある。
今後の課題
　これまでの調査で弥生時代から奈良・平安時代
を通して一定の規模で集落が存在することが分か
った。来年度は弥生面と隣接区域の調査を行う予
定であり、弥生時代～奈良・平安時代の集落の広
がりを明らかにしていきたい。　　　（関　杏介）

図85　遺跡の位置（ 1：50
000ç飯田）

図86　༅越遺跡全ܠ

˔
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（11）高
㆟ か

屋
㇄

遺
い

跡
せ き

国補道路改築（地域連携）事業

所在地及び交௨Ҋ内：飯田市上郷別府1697- 1 ほか
JR 伊那上郷駅から南東約 1 ᶳ。
遺跡の立地ڥ؀：天竜川右岸の低位段ٰ上で、栗
沢川右岸の土石流堆積物上に立地
発掘期間等

調査期間 調査面ੵ 調査୲౰ऀ

2025.4.17～2025.9.18 1,440㎡ 関杏介　島田亮仁

検出遺構
遺構のछ類 数 時期

竪穴建物跡 1 （ ８ ） 古墳時代～古代
掘立柱建物跡 （ 3 ） 古代
土坑 79（265） 弥生時代～中世
溝跡・流路跡 29（39） 弥生時代～中世
円形周溝墓 2 弥生時代
遺物集中 （ 1 ） 古墳時代

（　）内は合計数

出土遺物
遺物のछ類 時期・内容

土器 弥生時代、古墳時代（土師器、須恵器）、古代（土
師器、須恵器、྘釉陶器、灰釉陶器）

土製品 古墳時代（ޯۄ）
石器 弥生時代（ଧ製石ි）
金属製品 古墳時代～古代（不明）

調査の概要
　国道153号飯田バイパス建設に先立ち、1996・
1997年度に飯田市教育委員会によって調査が行わ

れている。本年度調査範囲の南方の高屋交差点付
近では、弥生時代から中世に至る墓域の広がりが
確認された。また、2022・2023年度の長野県埋蔵
文化財センターの調査では、北西方向に流れる流
路跡の左岸に奈良・平安時代の集落跡がみつかっ
た。今年度は2023年度調査区（ 2 区）の南側に隣
接する1,440㎡の調査を行った。
調査の成果
　遺構は後世の᎟乱や削平が著しく、遺存状況は
良好ではなかった。調査区北側から西側にかけ
て、 2 区で確認された自然流路跡（S%06）のつ
づきを検出した。堆積状況は、大きく下部のݓ大
から人頭大の自然᛽を含む土石流堆積物と上部の
黒褐色系೪土࣭砂に分かれている。下部では古墳
時代を主体とした遺物が、上部は奈良・平安時代
を中心とした遺物が多く出土した。また、平面的
には左岸側（西側）に遺物が多く出土する傾向を
確認した。竪穴建物跡は流路跡の右岸で 1 を確ݢ
認し、長軸約3.0ｍ、短軸約2.2ｍの小規模なもの
である。カマドや柱穴などは確認されず、遺物も
わずかな為、ؼ属時期は不明である。また、流路
跡の右岸では円形に巡る溝を確認し、埋土から弥
生時代後期の壺が出土した。残存直径約8.3ｍの
円形周溝墓と考えられる。中央部は᎟乱のため埋
設施設の確認はできなかった。
　今後は、遺構・遺物の整理作業を進めるととも
に、過去の飯田市教育委員会の調査成果や周辺遺
跡の動向も含め、遺跡の様相を考えていく必要が
あろう。　　　　　　　　　　　　（島田　亮仁）

図87　遺跡の位置（ 1：50
000飯田）

˔

図88　ߴ԰遺跡全ܠ（๺から）
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ᶙ　੔理ۀ࡞の概要

遺跡名 所在地 事業名 整理の内容（作業） 整理中の主な成果

長
沼
城
跡

長野市 長沼地区河川防災
ステーション整備事業

遺構図修正・トレース
全体図作成
土器接合・復元
遺物実測・トレース
文献史料の収集
金属製品応急的保存処理
出土骨の鑑定

出土遺物から各平場の様相が分かってきた。二ノ丸推定地は、16世紀中ࠒか
ら後半の瀬戸美濃焼が主体で、江戸時代に入ってからも空間利用されていた
ことがӐえる。また、金属製品の出土も多く、小஁໶の痕跡と考えられる土
坑も検出され、金属製品を再生産していた可能性がある。北三ノ丸推定地
は、コメやΦΦムギなどの多量の炭化物と焼けた壁材の出土から、ࠄ物庫が
あったと想定した。また、カワラケや内ࣖುなどの在地土師器や、他の平場
ではほとんどみられない越前焼のᙈなどが出土しているが、いずれも小破片
で、城内で使用されていた器の廃棄場所の可能性がある。武家屋敷推定地
は、第 1 から 4 面までの全段階を確認できた唯一の平場で、その変遷を捉え
ることができた。第 4 面は武田氏の城改修以前の面で、15世紀代のカワラケ
や内ࣖುが主体に出土している。第 3 面は甲州系の特徴を持つカワラケが含
まれており、本面が武田氏の城改修段階に当たると考えられる。第 1 ・ 2 面
の遺物組成は中世から近世への転׵を示すものであった。

塩
崎
遺
跡
群

長野市
一般国道18号

（坂城更৥バイパス）
改築工事

遺構・遺物図版組
遺構・遺物写真版組
観察表整備
原稿執筆

各時代の概要が分かってきた。弥生時代前期末～中期初頭：貯蔵穴と土器棺
再葬墓を検出。遺物はණ式から継続する在地の土器に加え、東海地方、東北
南部、北陸・関東等の多系統の土器が出土し、特に遠賀川系の࠼文土器片の
出土が注目される。弥生時代中期中葉：多様な形態の木棺墓を多数検出。遺
物はۇかだが、ۄ類に加え、石᭲・ፏ平片ਕ石ිなどの出土もある。弥生時
代中期後半：栗林式の 2 時期の竪穴建物跡、長方形土坑、平地式建物跡、井
戸跡を検出。長方形土坑は北信地域の栗林期の遺跡に散見されるが、数多く
確認されたのは本遺跡の特徴である。竪穴建物跡からはヒスイなどۄ類の石
材の石核・剥片も出土し、遺跡内でۄ類の製作が行われていた可能性が判明
した。弥生時代後期前半～古墳時代初頭：竪穴建物跡や井戸跡、溝跡、木棺
墓、円形及び前方後方形の周溝墓等を検出。 1 辺15m の大形建物跡も検出
した。遺物は吉田式・ശ清水式を中心に北陸系や、南関東、東北地方の土器
が出土。また、木棺墓出土の鉄݋はฑが長い特徴的なもので、ৌの木࣭が残
存し表面には布痕が残る。古墳時代前期：集落跡を検出。注目される遺物
は、中実角形支脚片や鉄݋がある。古墳時代中期：カマドを有する竪穴建物
跡、古墳周溝などを検出。周溝からは΢マ骨が出土し注目された。古墳時代
末～奈良時代前半：竪穴建物跡が多く、溝跡によって区画されている。建物
跡は建て替えの状況が分かる遺構が多く確認された。注目される遺物は、中
空円面ݛ、鉄製巡方、ۜ装ࣖ環、ـ内系҉文土器、土製カマド材などがあ
る。平安時代前期：小形竪穴建物跡と井戸跡、溝跡、ാ跡を検出。概期の洪
水砂は千曲川寄りの自然堤防端部と一部遺構埋土に確認された。出土遺物と
しては、鉄製焼印、石製分銅、青銅製巡方、同ऄ尾、ߖ朝十二銭、木製の大
形盤状ࡼが注目される。

真
光
寺
遺
跡
・
真
光
寺
古
墳
群

松本市
一般国道158号

（松本೾田道路）
改築工事

台帳類点検
遺構図点検・修正
遺構・遺物図トレース
遺構・遺構図Ծレイア΢ト
全体図作成
遺構一覧表作成
遺物観察表作成
金属製品Ｘ線透過写真撮
影・応急的保存処理
遺構写真選別

成果を報告書に࿙れなく掲載できるよう、遺構記録については、図面や台帳
類の点検・整理・トレース・Ծレイア΢ト、遺構全体図作成、遺構一覧表作
成、遺構写真選別などを、遺物については、選別・実測図の確認・Ծレイア
΢ト・トレース、観察表の作成などを行った。また、土坑から出土した៝銭
について保存処理やその性格等について整理・検証を進めた。៝銭は、調査
区中央に L 字に配置された溝跡やࡤ列の途切れる南西側に位置する土坑か
ら出土している。៝銭は 3 束出土していて、その出土状況から容器などに入
れて土坑内へ納められていた可能性が考えられる。本年度 1 枚ずつに分離
し 9 線透過写真撮影を行い、その銭種等を観察した。៝銭の総銭貨数は425
枚で、判ಡできたのは404枚、そのうち最も多かったのは「ߖ૙通ሟ」（北૙
1038年）48枚である。その他に「永ָ通ሟ」（明1408年）31枚等が判ಡでき
た。៝銭が埋納された意味等については、今後周囲の遺構との関係を検証
し、類似例をあたり明らかにしていく。

川
原
遺
跡

飯田市
防災・安全交付金

（道路）（加଎化）事
業・国補μム建設（治

水μム）事業

遺構図修正・Ծ版組
土器接合・復元
遺物の選別・実測
遺物観察表作成

出土遺物から各時代の様相が分かってきた。古墳時代中期：集落出土の土器
はほとんどが土師器であり、様々な器種が確認された。特にᙈは、その量の
多さが特筆される。また、当該地域の土器の系統に乗らない直口短頸壺が出
土していて、同時期の類似した資料は、国内でみつけることができないが、
百済地域に近い資料があり、その影響を受けている可能性が考えられる。出
土石器・石製品の中で注目されるのは提౐と呼ばれる携帯用の小形の౐石で
ある。ࠊから提げていたと考えられていて、器面には金属製品を研いだ際に
みられる、微細な使用痕を確認することができる。縄文時代後期前半：配石
遺構などを検出。下伊那地域に当該期の遺跡は類例が少なく、歴史的意義や
位置づけが難しいが、土器の技法や壺形土器の器形に、飛ଭ地方の影響を受
けたものがある。また、木曽谷等にも飛ଭ地方の影響を受けたと考えられる
土器がみられるため、間接的な影響も視野に入れ考えていく。

信
州
大
学
医
学
部

所
蔵
考
古
資
料

松本市 信州大学ҩ学部所蔵考
古資料整理支ԉ事業

骨類鑑定
収納テンバコラベルష付
原稿執筆
目録刊行

戦後、ҩ学部第 2 解๤学教室が発掘調査した縄文時代から中近世に至る土
器、石器のほか人骨を含む動物遺存体があるほか、同教室で収集したと思わ
れる長野県内を中心に国内外の研究史上重要な考古資料である。また、関連
資料として埋蔵文化財センターで調査を行った信州大学中央図書館所蔵の考
古資料には、旧制松本高等学ߍが収集あるいは寄贈された多くの貴重な資料
が含まれることも明らかになった。
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い傾向がある。唐津焼の時期はおおむねⅠ期～Ⅱ
期を主体としながらⅢ期のものも散見され、本平
場は江戸時代に入ってからも空間利用されていた
ことがӐえる。また金属製品の出土も多く、特に
武具の部品とみられるものが多数確認できる。本
平場では小஁໶の痕跡と考えられる土坑を検出し

（ １）長
なが

沼
ぬま

城
じょう

跡
あと

長沼地区河川防災ステーション整備事業
に伴う埋蔵文化財発掘調査

　長沼城跡は長野市穂保における千曲川左岸の自
然堤防上に位置する。2019年の東日本台風（台風
19号）で大規模なਁ水被害を受けた当該地に防災
ステーションの建設が計画され、34,500㎡が発掘
調査の対象となった。2021年から始まった発掘は
4 年の期間を経て2024年に終ྃし、本年度からは
報告書の刊行に向けて本格整理作業を行っている。
　本年度の整理作業の主な内容としては、遺構の
図面修正・トレース、全体図の作成、遺物の接
合・復元・実測・トレースである。遺構の性格や
遺物組成の見解等については、滋賀県立大学名誉
教授の中井均氏、ॣ府城の発掘調査を担当されて
いる੩岡市歴史文化課の松井一明氏に御指導いた
だいた。また、文献調査として長沼城跡や長沼地
区に関する中近世史料を129点収集し、現在解ऍ
を加えつつಡみ込みを進めているところである。
普及ܒ発活動としてはセンターの地域展と連携
し、「掘るしん JO 長沼～長沼城跡発掘調査成果報
告・講ԋ会」と題して基調報告や講ԋ会、遺物の
展示会を実施した。講ԋ会については「Ⅳ　普及
公開活動の概要」において詳細を記す。このほか
金属製品の保存処理やܬ光Ｘ線による成分分析、
炭化物の種実同定および年代測定、カワラケ付着
ഗの࣭ࢷ分析、出土骨の部位判定およびＤ̣Ａ鑑
定を外部委託で実施した。本稿を執筆している現
在は分析・鑑定が未ྃのため、その結果について
は来年度の年報に記載することとし、以下には整
理作業を通して判明した内容を一部抜ਮして記
す。なお、各平場の名称については近世の長沼城
の絵図に記されていたものを参考に、便宜上新た
に名付けたものも使用する。
֤ฏ৔の遺物の様૬
　二ノ丸推定地の出土遺物をみると、瀬戸美濃焼
の時期が16世紀中ࠒから後半のものが主体である
一方、唐津焼や伊万里焼なども他平場と比べて多

図89　土器઀合෩ܠ

ओͳҨߏ

遺構の種類 数
土ྥ（中堀土ྥ・天Ԧ宮・屋敷土ྥ） 3
堀跡（中堀・内堀・屋敷堀・北三日月堀・南三日月堀） 5
溝跡 29
土坑 309
井戸跡 ７
建物跡（竪穴・礎石・掘立柱・門） 18
礎石列・柱穴列 5
炭・焼土範囲 25
᛽集中・敷石遺構 27
不明遺構 2
遺物集中 6

ओͳҨ෺�
遺物の種類 内容

土器・陶磁器

カワラケ、内ࣖು、ᖿᖻ、Ꭼ鉢、火鉢、風炉、
瀬戸美濃焼（ࡼ・࿸・天目茶࿸・Ꭼ鉢・徳利・
水ణなど）、唐津焼（ࡼ・࿸・Ꭼ鉢・徳利な
ど）、伊万里焼（ࡼ・࿸・徳利など）、越前焼

（ᙈ）、青磁࿸、白磁ࡼ、છ付ࡼ・࿸、近現代陶
磁器など

土製品 土਴、土製円盤、ᆁᆗ、羽口、土鈴、焼土մな
ど

石製品 五輪塔、石臼、౐石、ݛ、碁石、浮子など

金属製品
刀、刀子、᭲、足金物、ᝓ、小札、甲ႀ部品、
銭、ఝӅし、小銅仏、和鏡片、小、ۄ鉄๒、࡬
銅仏、キセル、鉄ᕥなど

木製品 漆椀、曲げ物、木ߌなど

骨（製品含む） 動物骨（΢マ・΢シ・シカ・魚類など）、֋
֪、ᴛ甲製۳など
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ており、金属製品を再生産していた可能性があ
る。整理指導をいただいた中井氏と松井氏によれ
ば、城郭内部で஁໶を行う事例は中世にしかな
く、上記の痕跡が工房跡であるとするなら中世段
階の可能性が高いとのことである。また大窯期か
ら連房式期の遺物の中に、古い様相を示す中国産
陶磁器やָ茶࿸などの特徴的な伝世品がみられる
ことも、他の平場の様相とは異なる点である。
　北三ノ丸推定地とした平場は、コメやΦΦムギ
などの多量の炭化物と焼けた壁材が出土している
ことから、ࠄ物庫があったと想定している平場で
ある。カワラケや内ࣖುなどの在地土師が多量に
出土しているが、その大半が小片である。また、
他の平場ではほとんどみられない越前焼のᙈや瀬
戸美濃焼の内ಝࡼが複数個体出土している。しか
し、いずれも残存཰は低く、本平場で使用されて
いたものか否かは判断し難い。なお、出土した炭
化物については、現在種実同定および年代測定を
外部委託中である。その結果次第では、さらに詳
細な検討ができるものと考える。
　武家屋敷推定地は、調査の中で第 1 面から第 4
面までの全段階を確認できた唯一の平場である。
第 4 面が武田氏の長沼城跡改修（築城）以前の段
階であることは調査時より予想していたが、整理
作業を進めたところ、15世紀代の様相を示すカワ
ラケや口縁が屈曲する内ࣖುが主体であることが
判明し、これを裏付ける結果となった。第 3 面の 図91　中井ࢯ・দ井ࢯによる੔理ࢦಋ

出土遺物には甲州系の特徴を持つカワラケが含ま
れることが明らかとなり、本面が武田氏の城改修
段階に当たると考えられる。第 2 面と第 1 面の遺
物の組成は中世から近世への転׵を示すものとな
っており、全面を通しておおむね平場の変遷を捉
えることができた。ただし、本平場は城の本体か
らは外れており、城の平場はいずれも第 1 面の調
査に留めているため、各平場の面が一致している
とは限らないことは念頭に置く必要がある。
今後の課題
　土器や陶磁器については、現在組成表を作成す
るための作業を進めている最中であり、すべてを
໢ཏしているとは言い難い。現在外部委託中の分
析・鑑定結果と併せて、さらなる検討を加えてい
きたい。　　　　　　　　　　　　　（伊藤　愛）

図90　長沼城跡৽縄ுり想定図
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国道18号 （坂城更৥バイパス） 改築工事
に伴う埋蔵文化財発掘調査

　塩崎遺跡群は長野市南部塩崎地区に位置し、
2013～2021・2024年度に発掘調査を行い、2016年
度から本格整理を継続している。
੔理ۀ࡞の概要
　塩崎遺跡群は弥生時代前期末～中世にいたる密
度の高い複合集落で、発掘調査で得られた調査資
料は๲大であった。これまでに遺構・遺物の図化
作業・トレースを終ྃし、本年は掲載用の遺構・
遺物図の写真・図版組作業、観察表整備、原稿執
筆を行った。以下に整理を通して判明した遺跡の
概要を記す。
໻ੜ時代前期຤～中期ॳ಄の様૬
　円形貯蔵穴と土器棺再葬墓があり、本格的な居
住は当期からとみられる。遺物は当期の遺構内の
みならず後代の遺構に多量にࠞ入していた。ණ式
から継続する在地のᙈ・壺に加え、東海地方の遠
賀川系土器、水神平式・ؠ滑式・丸子式等の条痕
文系土器、大地系やࣲ山出村式とも呼ばれる沈線
文系土器、東北南部系土器、北陸・関東等の多系
統の土器が出土した。特に遠賀川系は壺・ᙈ・
鉢・蓋といった複数器種が出土し、ᙈ出土量は県
内では突出する。特に、遠賀川系壺の࠼文土器片
の出土も注目される。しかし、今までの土器の種
実圧痕分析ではイネもあるが、アワ・キϏが多い
ことが確認されており、稲作は本格化していない
と考えられる。
໻ੜ時代中期中葉
　木棺墓が63基検出され、᛽床や木棺周囲に᛽を
ॆరするもの等多様な形態があり、複数の遺体埋
葬例も確認された。土器はۇかだが、ۄ類に加
え、෭葬品とみられる石᭲・素材剥片複数とፏ平
片ਕ石ිの集中出土もある。埋葬人骨頭部に੺色
かれるが、ベンガラ主体ながら水ۜ朱もࢃ料がإ
用いられていることも確認された。
　当期は新諏訪町 3 式、伊勢宮式期にあたるが、

近年、後続する栗林式の出現時期を૎って捉える
説が示されており、当期の開始は弥生中期前葉に
૎る可能性がある。口縁が内湾する֋田町式壺類
似の条痕文系壺や口縁の短い厚口鉢、大地系壺、
ӝ郷式と思われるᙈ口縁片、北陸小松式の影響と
思われる೾状文・平行۳描文の土器はあるが、平
沢型壺と断定できる土器は捉えられなかった。な
お、種実圧痕調査ではイネが複数確認され、稲作
の΢エイトが増したのであろうか。
໻ੜ時代中期後半
　栗林式 1 式後半、 3 式前後の 2 時期の遺構があ
る。当期から竪穴建物跡が確認され、長方形の土
坑が多数、円形溝跡の平地式建物跡、井戸跡が検
出された。栗林期の遺跡に散見される長方形土坑
が、数多く確認されたのは本遺跡の特徴である。
竪穴建物跡からはヒスイや྘色ڽ灰ؠ、鉄石ӳと
いったۄ類の石材の石核・剥片も出土し、遺跡内
で少量ながらۄ類の製作が行われた可能性があ
る。また、クロム白雲฼製の小形ޯۄ数点が出土
した。他にはፏ平片ਕ石ිや石包ஸの未成品が出
土し、これらも遺跡内で製作されていたとみられ
る。
໻ੜ時代後期
　弥生時代後期前半～古墳時代初頭の遺構がある
が、弥生時代後期の中ࠒは一୴途切れるようであ
る。数多くの竪穴建物跡や井戸跡、溝跡、周溝墓
等があり、竪穴建物跡では 1 辺12m の大形建物
跡も確認された。
　土器は吉田式・ശ清水式を中心に北陸系の高
ᆀ・器台・ᙈ・台付壺等がある。在地のശ清水式
土器にも北陸の長頸壺の影響を受けたと思われる
頸部の細い無文壺があり、ۇかだが南関東の吉ケ
谷式と思われる土器、東北地方の天Ԧ山式土器も
出土した。
　後期末―古墳時代初頭では北陸系ᙈ主体の方形
竪穴建物跡も確認されている。ـ内ঙ内式並行と
思われる弥生時代後期末を含む時期には井戸跡や
掘立柱建物跡が後背低地側に集中し、中央に竪穴
建物跡多数を挟んで東側の千曲川寄りに円形・方
形周溝、木棺墓が分布する集落構造とみられる。
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また、後背低地寄りの場所では環߼を模฿したと
思われる広域にހ状に巡る溝跡、後背低地寄りで
調査区を横断する溝跡が検出された。
　遺跡東端部にある墓群では、直径 6 ～15ｍの大
形化した円形周溝墓、前方後方墳形周溝墓、鉄݋
やガラス小ۄ・刀子を෭葬する木棺墓が検出され
た。木棺墓出土鉄݋はฑが長い特徴的なものでৌ
の木࣭が残存し、表面に布痕が残る。また、弥生
時代後期の金属製品では銅۴、ਕのない൘状鉄ි

（素材か）、鉄᭲・௼針・Ϡリガンナ・ཐ旋状指
輪、不定形な不明の鉄製品が出土した。しかし、
複数炉をもつ竪穴建物跡は存在するものの、明確
な鉄加工の痕跡は捉えきれなかった。
古墳時代前期
内の布留式並行と思われる時期で、弥生時代ـ　
後期末から継続する集落跡の可能性があり、竪穴
建物跡は自然堤防上に散在し、後背低地側に井戸
跡が集中する。墓は明確に捉えられていないが、
鉄݋を出土した土坑が 1 基検出された。土器は小
形丸底土器、柱状脚高ᆀを特徴とする。井戸跡内
からは大量の壺・ᙈが出土し、他に完形土器を大
量に出土した土坑が数基ある。注目される遺物に
は石川条里遺跡高଎道地点や篠ノ井遺跡群でも出
土している中実角形支脚片や鉄݋がある。
古墳時代中期຤
　自然堤防の中央西よりにカマドを有する竪穴建
物跡数ݢ、千曲川寄りの自然堤防端部に古墳周
溝 2 基検出された。直径15ｍの古墳周溝 S.1009
では΢マ骨が散在して出土し、S.1020からは焼
成前底部ઠ޸のॎ長の粗製壺が複数出土した。
S.1009の΢マ骨は周溝内に土坑を伴い埋葬され
たものではないが、当期の΢マ骨は注目される。
竪穴建物跡から滑石製臼ۄ、ࠞ入品で݋形石製模
造品が出土している。
古墳時代຤～ಸྑ時代前半
　当期の遺構は竪穴建物跡多数と掘立柱建物跡、
溝跡があるが、奈良時代後半の遺構はない。掘立
柱建物跡は柱穴跡の検出数は多いものの、建物跡
と認定しえたものは少なく、井戸跡は不明ྎであ
る。当期の集落の特徴は竪穴建物跡の数の多さ

と、溝跡によって区画されていることである。ま
た、竪穴建物跡は建て替えも確認され、同一建物
跡でカマドの造り変えや、床のషり直し、柱穴の
掘り直しや棟方向を90度反転させた建て替えも確
認された。類似場所に近似時期の竪穴建物跡が重
複する例もある。また、竪穴建物跡の廃絶時に柱
を抜き取り、掘り出した土が床面に残された状況
がわかる例も確認された。
　注目される遺物として中空円面ݛ等のݛ、鉄製
巡方、ۜ装ࣖ環、ـ内系҉文土器、新潟県に類例
がある土製カマド材がある。
ฏ安時代前期
　遺構は平安時代前期にかけての小形竪穴建物跡
と井戸跡、後背低地寄りに調査区をॎ断する溝
跡、ാ跡がある。集落跡は石川条里遺跡の条里型
水田施工期直後ࠒが中心時期と思われる。平安時
代の洪水砂は千曲川寄りの自然堤防端部と一部平
安時代の遺構埋土に確認され、洪水時期以後の遺
構は中世まで確認できない。竪穴建物跡は自然堤
防中央付近と後背低地寄りに散在し、その中間の
自然堤防中央西側付近は遺構が分布しない空白域
がある。
　土器食器類は黒色土器に須恵器ᆀが加わり、一
部灰釉陶器が伴う。注目される遺物は円面ݛ、鉄
製焼印、石製分銅、青銅製巡方、同ऄ尾、ߖ朝
十二銭の「隆平永宝」（796年初鋳）、井戸跡から
出土した大形盤状ࡼ、曲物等の木製品がある。
　坂城更৥バイパス関連調査は塩崎地区の自然堤
防から後背低地を横断するように調査したが、令
和 6 年調査の善光寺街道下で調査区を横断する可
能性がある溝跡、後背低地寄りに同じく調査区を
ॎ断する溝跡が確認され、これらは当地域に推測
されている松本の信濃国府と上越の越後国府を繋
ぐ東山道支道の道路側溝や道路側溝と用水を݉用
する溝跡とも思われた。しかし、明ྎな道路面は
確認できず東山道支道に伴うものと断定できな
い。

（市川隆之）
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図92　遺構図面֬ೝۀ࡞

図93　調査ൣғとपล遺跡

　2024年10月より基礎整理作業に並行して本格整
理作業を開始し、本年度も本格整理作業を継続し
て行った。整理作業では、調査成果を発掘調査報
告書に࿙れなく掲載できるように、記録類の点検
や出土遺物の観察などを行った。
　遺構記録についての主な作業は、記録類や台帳
類の点検、遺構図の記録整理・デジタルトレー
ス・Ծレイア΢ト、遺構全体図作成、遺構一覧表
作成、遺構写真選別などを行った。
　遺物整理については、ࡢ年度中に土器の接合、
復元及び土器・石器の実測作業を開始した。そし
て、本年度は、実測図の確認・選別・Ծレイア΢
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一般国道158号（松本೾田道路）
改築工事

　真光寺遺跡・真光寺古墳群は松本市೾田三溝の
Ѹ川右岸に形成された河岸段ٰ上に立地する。
　遺跡の東方には安塚古墳群や秋葉原古墳群、さ
らに東方には、奈良時代から中世の集落遺跡であ
る新村遺跡が分布している。
੔理ۀ࡞の概要
　真光寺遺跡・真光寺古墳群では、2021年 4 月か
ら2024年 ９ 月にかけて発掘作業を行った。発掘作
業で検出した遺構は下表の通りである。
検出遺構
遺構のछ類 数 時期 උ考

竪穴状遺構 12 中世以降
掘立柱建物跡 4 中世以降
土坑 754 中世以降 火葬施設、土葬墓を含む
溝跡 36 中世以降
古墳 2 古墳末～奈良
跡ࡤ 2 中世以降
石列 1 中世以降
火床 2 中世以降
不明遺構 5 中世以降
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図94　土坑（SK159）出土៝銭9線ಁա写真（Ӭᒜ௨ሞ） 図95　៝銭出土土坑（SK159）断面図

図96　遺構全体図

ト・デジタルトレース、遺物観察表作成などを行
った。また、金属製品については、県立歴史館に
おいてＸ線透過写真撮影を行い、一部については
保存処理も行った。出土骨については年代測定、
遺構からサンプリングした炭化物については樹種
同定及び年代測定をそれぞれ業者に委託して行っ
た。
៝銭について
　調査区中央に̡字に配置された溝（S%10・
13・17・19）やࡤ列（SA01・02）の途切れる南
西側に位置する土坑（SK159）からは៝

㆕㆗

銭
㆜ㆫ

が出土

した。៝銭は 3 束出土していて、その出土状況か
ら容器などに入れて土坑内へ納められていた可能
性が考えられる。本年度 1 枚ずつに分離し、県立
歴史館でＸ線透過写真撮影を行った。
　៝銭の総銭貨数は425枚で、判ಡできたのは404
枚、そのうち最も多かったのは「ߖ૙通ሟ」（北
૙1038年）で48枚、次に多かったのは「元豊通
ሟ」（北૙1078年）で45枚、「永ᒜ通ሟ」（明1408
年）、「元༞通ሟ」（北૙1086年）、「⁝ೡ元ሟ」（北
૙1068年）が31枚と続く。
　៝銭が埋納された意味は不明であるが、今後周
囲の遺構との関係を検証し、類似例をあたりその
性格を明らかにしていきたい。　　　（相馬ຑ織）
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防災・安全交付金 （道路） 事業・国補μム
建設（治水μム）事業

੔理ۀ࡞の概要
　川原遺跡は、飯田市の南東部天竜川左岸の低位
段ٰ上に位置する遺跡である。2022年度から調査
を行い、古墳時代中期の集落跡、弥生時代後期の
方形周溝墓群、縄文時代中期後半～後期前半の敷
石住居跡、 配石遺構、 埋設土器が多くみつかった。
　本年度の本格整理作業では、遺物の様相の把握
と抽出、土器接合・復元、観察表の作成、委託を
含めた土器・石器実測と遺構図面の修正、Ծ版組
を行った。
古墳時代遺物の様૬
　本遺跡で出土した古墳時代中期の土器の多くは
土師器であり、ᙈ・壺・高ᆀ・ᆀ・㡜・ࠋが器種
として確認された。特にᙈは、その量の多さが特
筆される。竪穴建物跡（SB 3 ）では復元できた
もので、ᙈ10点、ᆀ23点、㡜10点、高ᆀ 3 点であ
る。竪穴建物跡（SB 5 ）でも ７ 点出土している。
また、この時期のᙈは、北信地域では、ٿ಑形で
丸底のもの、若干಑部が伸びラグϏーϘールに形
が近いものなど複数の形態がみられるが、本遺跡
出土のものはほとんどが前者である。この特徴
は、地域差なのかは今後検討していく余地がある。
　このほかに、SB 5 から出土した直口短頸壺は、

南信地域では見られない形態である。器高14.5
㎝、಑部最大径17.5㎝、口径7.3㎝で中心からずれ
た位置に丸底の底部があり、座りがѱい。
　この直口短頸壺の಑部形態は古墳時代中期の小
型丸底壺に類似している。しかし大きさ、頸が短
いという点で異なっている。同時期の類似した資
料は、管見では国内では見当たらないが、百済地
域には近い形態のものがある。本遺跡では百済土
器㨗

㇏㇓

が出土しているため、この資料も百済土器の
影響を受けている可能性もある。
　古墳時代遺物の中には、数点ではあるが石器・
石製品も出土している。その器種は、石܃・磨製
石᭲未成品・౐石・臼ۄ・౐石などである。
　その中でも、౐石はࠊから提げていたと考えら
れている携帯用の小形の提

㆕㆒

౐
ㆨ

で、主に、金属製品
のਕを研ぐものと考えられている。提౐の多くは
古墳石室内から出土していることが知られている
が、この౐石は SB 3 より検出された。
　長軸8.7㎝、短軸3.3㎝、厚さ0.8㎝である。௻り
下げるための紐を通したと考えられる޸が一つ空
いており、短冊形になっている。石材は黒色の硬
࣭頁ؠと考えられる。
　表面を細かく観察すると、金属製品を研いだ際
にみられる微細な溝痕跡を確認することができ、
中央部がすり減っていることからも実際に使用さ
れたものであると考えられる。
　群馬県金井東裏遺跡からは、甲を着けࠊに提౐
と刀子を着けたまま亡くなった古墳人の人骨が出図97　古墳時代中期土ࢣ器ᙈ

図98　௚口୹ᰍᆵ
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土しているので、本遺跡にもこうした有力者がい
たのであろうか。
　本遺跡は、古墳時代中期の小集落であるが集落
の全域発掘することができた貴重な例である。
　今後、この発掘成果に基づき出土遺物の組成
や、集落構造について考察を深めていくことは、
古墳時代の南信地域社会解明の手がかりとなるで
あろう。
縄文時代後期前半土器の様૬
　配石遺構から縄文時代後期前半の土器が出土し
ている。下伊那地域に当該期の遺跡は類例が少な
く、歴史的意義や位置づけが難しいため、隣接地
域との比較を行うことを目的として、東海・飛ଭ
地方の研究者である中部大学長田友也氏、高山ま
ちの博物館大石ਸ史氏より指導をいただいた。そ
の成果は以下の通りである。
①東海地方の土器と比較して、「東海系縁帯文土
器」と呼ばれる東海独自の土器にみられる文様や
技法はみられない。
②飛ଭ地方の土器と比較して、技法や口縁部形状
は共通する部分がみられる。また、಑部に最大径
を持つ壺形の器形は、飛ଭ地方に特徴的であり、
本遺跡で出土した壺形土器の器形もそれに近いも
のがあり繋がりが想定される。
　諸要素は、飛ଭ地方にみられるが、この形態そ
のものは、同地方にはない。やはり、本遺跡の粗
製土器に無文のものが多いことが挙げられるが、
飛ଭ地方の粗製土器は縄文を施すものが多く、こ

うした傾向も合致しない。
　全体として、飛ଭ地方の影響を受けた土器であ
ることは明らかであるが、すべてを飛ଭ地方に関
連付けられない。
　また、伊那谷、木曽谷にも飛ଭ地方の影響を受
けたと考えられる土器がみられるため、本遺跡の
縄文後期前半土器群の様相は、飯田地方特有の状
況というわけではなく、現状では、伊那・木曽等
飛ଭ地方周縁地域の特色として捉えたい。

（春日皓介）

図99　提౐ 図100　飛ଭ地方の影ڹをडけたᆵ形土器

図101　飛ଭ地方の影ڹをडけたಛ௃的な口ԑ部を࣋つ
深ു形土器ย　　　　　　　　　　　

参考文献
長野県埋蔵文化財センター他1999『ӿ田遺跡』
群馬県埋蔵文化財調査事業団2019『金井東裏遺跡』《古墳

時代編》
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ᶚ　ී及ެ։׆ಈの概要

分類 名称 場所等 期日 参加者数（名）

1 施設公開 Նٳみ考古学チャレンジ教室 埋文センター ８ / 1 ・ 2 203

2 現地説明会・
現地公開

南大原遺跡（北大原地区） ７ /16・17 36

南栗遺跡 ９ /13 93

南大原遺跡（南大原地区） ９ /27 153

川田条里遺跡 10/ 1 ・ 2 113

正泉寺遺跡 11/ ８ 54

南大原遺跡（෣台地区） 11/15 213

༅越遺跡 12/ 3 ・ 4 15

3

講座
「おとなりさん
の考古学」

地域史の「点」を「線」に 篠ノ井老人福ࢱセンター 5 /15 35

縄文ランプの௼手土器 篠ノ井老人福ࢱセンター 6 /19 32

遺跡めぐり 川田条里遺跡
南向塚古墳公Ԃ ７ /17 36

出土遺物からわかる古代のਫ਼神世界 篠ノ井老人福ࢱセンター ８ /21 28

遺跡と文字史料からみた信濃国の
中世社会 篠ノ井老人福ࢱセンター ９ /18 27

県立歴史館秋اق画展　見学 長野県立歴史館 10/16 30

長野市塩崎遺跡群の調査成果 篠ノ井老人福ࢱセンター 11/20 27

発掘された「ݬの城」長沼城跡 篠ノ井老人福ࢱセンター 12/18 35

出前授業

遺跡研究入門講座 信州大学教育学部 6 / 4 29

南栗遺跡調査報告会 松本市島立三の宮公民館 6 /23 16

地域素材の教材化Ⅰ
～埋蔵文化財センターを活用した教材研究～

県総合教育センター
南栗遺跡 ７ / 3 19

.Z 探求アドバンス講座 信州大学教育学部 ９ /18 10

歴史学講座 信州大学教育学部 11/11 53

職場体験

長野市立篠ノ井西中学ߍ 埋文センター 5 /29 5

県上田છ谷ٰ高等学ߍ 埋文センター
南宮遺跡 ７ / 1 1

長野市立川中島中学ߍ 埋文センター ７ /28・29 2

土浦日大中等教育学ߍ 埋文センター
南栗遺跡 ８ /27・27 1

県野沢南高等学ߍ 埋文センター
川田条里遺跡 ９ /25・26 2

中野市立高ٰ小学ߍ 高ٰ小学ߍ
南大原遺跡 ９ /30・10/ 1 26

長野市立篠ノ井東中学ߍ 埋文センター 10/ ９ ・10 2

長野市立篠ノ井西中学ߍ 埋文センター 10/10 3

4 ଎報展・展示会

掘るしんῶ長沼　展示会・講ԋ会 柳原交流センター 11/ 3 129

掘るしん2026
展示会

キッセイ文化ホール
2 / ７ ～ 3 / ８ 359

遺跡報告会等 2 /22 117

5 施設利用
展示室 225

図書室 48

総計 2,177
˕掘るしん2026・展示室・図書室の利用人数は2026年 2 月28日現在の数字。
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（ 設ެ։ࢪ（1
˓ୈ��ճՆٳΈֶݹߟνϟϨϯδࣨڭの։࠵
：೔ࢪ࣮ ８ 月 1 日（金）ޕ後 1 時～ 4 時
　　　　 ８ 月 2 日（土）ޕ前 ９ 時～ޕ後 3 時
໨ɹ的：Նٳみの期間中に、埋蔵文化財センター
の施設を公開し、展示室等の見学や当センターの
業務を体験することで、当センターの社会的役割
及び埋蔵文化財に対する理解を深める。
಺ɹ༰：
・施設公開ʜ展示室、図書室の公開、遺物の整理

作業（土器の接合、実測、拓本作業）を公開、
埋蔵文化財や考古学の࣭問に回౴。

・体験ʜ実物の土器及び土器パズルを用いた遺物
の接合作業の体験、実物の土器を用いた拓本の
体験、縄文原体や竹管、֋֪等を用いた土器施
文の体験、ワークショップ「縄文人になろう」
と 「土器風೪土でいろいろ作ってみよう」 の実施。
དྷ৔ऀ਺：203名（ 1 日81名、 2 日122名）
　当センターの業務理解の促進や埋蔵文化財に対
する理解の深化という施設公開のझ旨を鑑みて内
容を検討し、当センターの施設や作業の見学を主
とするブースと作業の体験を主とするブースを設
けた。
　地元篠ノ井地区を中心に長野市周辺の༮ࣇ及び
ಐとその家଒が多数来場され、当センター業務ࣇ
や埋蔵文化財保ޢに関する理解、考古学に関する
普及ܒ発に資するイベントとなった。また、本事
業はຖ年継続して開࠵しているため、Նٳみの恒
例イベントとして定着し、地元住民と職員の交流
の場にもなっている。
　見学を主とするブースは、展示室及び図書室を
公開するブース、長野市塩崎遺跡群及び長沼城跡
から出土した遺物の実測及び拓本作業の見学と解
説をするブース、来場者の考古学や埋蔵文化財に
ついての࣭問に当センター職員が回౴するブース
を設けた。
　体験を主とするブースは、長野市長沼城跡出土
の土器と土器パズルを用いた遺物の接合作業を体
験するブース、飯田市川原遺跡出土の土器を用い
た土器の拓本作業を体験するブースを設けた。 図103　「土器෩೪土でいΖいΖ࡞ってみよ͏」

図102　土器拓本ۀ࡞体ݧの様ࢠ

　また、長野県立歴史館主࠵のブースでは、来場
者が長野県立歴史館所蔵の縄文風の෰を身に着け
て記念写真を撮影する「縄文人になろう」を実施
した。さらに、長野県文化振興事業団芸術文化推
進室主࠵のブースでは、講師に神崎ང香氏をট
き、ס૩すると土器のような風合いになるテラコ
ッタ೪土を用いて、縄文原体等土器の施文具のほ
か、身近にある道具や素材を使って文様をつけ、
Φリジナルの小物を作るワークショップ「土器風
೪土でいろいろ作ってみよう」を実施した。
　来場者には記念品として、まがۄをデザインし
たΦリジナルのエコバッグと付ᝦを配布し、いず
れも好評であった。
　来場者からは、「縄文時代のことが身近に感じ
られるָしいイベントでした。ありがとうご͟い
ました。」、「土器のことや、くふう、せつめいが
とてもていねいなおしえ方でうれしかったです。」、

「ॵい中、大変おർれ様です。対応される職員の
方々が大変ஸೡで、ָしくチャレンジ出来まし
た。」など、 好意的な感想をいただいた。

（村井大海）



− 47 −

（ 2）現地આ໌会等
　本年度は現地説明会と現場公開を 5 遺跡（うち
南大原遺跡は 3 地区）で実施し、参加者は合計
677名であった。
　なお、本年度は一部遺跡で平日作業中の現場公
開を実施したため、安全対策上の理由により参加
者にはヘルメットの着用をお願いした。

ʓೆେݪҨ੻ç๺େݪ஍۠（த໺ࢢ）
։࠵೔： ７ 月16日 （水） ～17日 （木）ࢀՃऀ：36名
　北大原地区の発掘作業を公開した。地元住民の
見学のほか、上今井遊水池整備事業の関係機関が
来訪した。

ʓೆ܀Ҩ੻（দຊࢢ）
։࠵೔： ９ 月13日（土）ࢀՃऀ：93名
　古代の竪穴建物跡が多数発見された地区と出土
遺物について説明会を実施した。参加者からは、
竪穴建物跡の構造や出土した食器の使用方法につ
いて、関心が寄せられた。

ʓೆେݪҨ੻�ೆେݪ஍۠（த໺ࢢ）
։࠵೔： ９ 月27日（土）ࢀՃऀ：153名
　南大原地区で発見された古代の竪穴建物跡と出
土遺物について説明会を実施した。特に、良好な
遺存状態のカマドとその周囲から出土したᆀ・蓋
などの食器に関して、来場者の関心が高かった。

ʓ઒ా৚ཬҨ੻（௕໺ࢢ）
։࠵೔：10月 1 日 （水） ～ 2  （木）ࢀՃऀ：113名
　古代の水田跡と中世の建物跡の発掘作業を公開
した。地元の関心が高く、平日にもかかわらず多
数の見学者が来場した。

ʓਖ਼ઘࣉҨ੻（൧ాࢢ）
։࠵೔：11月 ８ 日（土）ࢀՃऀ：54名
　縄文時代の土坑及び古代の竪穴建物跡が発見さ
れた地区を対象に説明会を実施した。地元住民に
発掘現場を間近にご覧いただく機会となり、また
複数の報道機関が説明会の様子を取り上げた。

ʓೆେݪҨ੻�෣୆஍۠（த໺ࢢ）
։࠵೔：11月15日（土）ࢀՃऀ：213名
　平安時代の竪穴建物跡数が65ݢに達した෣台地
区で説明会を実施した。参加者からは当時の大規
模な集落跡であることへの驚きと、また有力者が
所持したと考えられる鏡・陶器に多くの関心が寄
せられた。

ʓ༅ӽҨ੻（൧ాࢢ）
։࠵೔：12月 3 日 （水） ～ 4 日 （木）ࢀՃऀ：15名
　古墳時代から奈良・平安時代の竪穴建物跡等の
発掘作業を公開した。礎石を伴う大型の建物跡を
発見したとの説明があり、来場者の注目となっ
た。上郷飯沼地区の住民に貴重な遺構・遺物をご
覧いただく良い機会となった。　　（馬場伸一郎）

図104　遺構આ໌の様ࢠ（南大原遺跡෣台地区） 図105　遺構આ໌の様ࢠ（༅越遺跡）



− 48 −

（ 3）଎報ల・ߨԋ会等
ᶃ஍Ҭలʮ۷Δ͠Μῶ௕পʙ௕প৓੻ൃ۷ௐࠪ
੒Ռใࠂɾߨԋձʙʯ
　長沼城跡では、長野市教育委員会事務局家ఉ・
地域学びの課（長沼担当）が主導する地元住民向
けの歴史講座の一環として、学びの課との共同主
してきた。本年度࠵のもとຖ年現地説明会を開࠵
も同講座の講義依頼があったため、 4 年間の発掘
調査成果の報告会に加え、センターの地域展も݉
ねた展示会および有識者をটいての講ԋ会も併せ
て行うことを提案し、開࠵に至った。詳細は以下
のとおりである。
։࠵೔：2025年11月 3 日（月・ॕ）
ձɹ৔：柳原交流センター　大学習室
དྷ৔ऀ：129名
」：ࠂௐใج 4 年間の長沼城跡調査成果報告」
　　　　　長野県埋文センター

伊藤　愛　主任調査研究員
ԋձ：「長沼城の構造を探る」ߨ
滋賀県立大学　中井　均　名誉教授：ࢣɹߨ
ओɹ࠵：長野市教育委員会　家ఉ・地域学びの課

（長沼担当）、長野県埋文センター
長沼地区住民自治協議会：࠵ɹڞ
ɹྗ：長野市埋蔵文化財センター、長沼歴史研ڠ

究会
಺ɹ༰：講師である滋賀県立大学名誉教授中井均
氏には、長沼城跡の発掘調査初年度より調査指導
者としてຖ年発掘現場に足をӡんでいただいた経

緯がある。今回の講ԋ会では長沼城跡の調査成果
を踏まえて各地の城の事例紹介とともに、長沼城
の構造についてご講ԋいただいた。
　中井氏は、長沼城跡が一の門からややずらす形
で二の門へ抜ける「ֈ᭔状」のᐩ形虎口を持ち、
その前面に丸馬出を配置していることについて、
武田氏の城である甲府市᪵᪰ヶ崎館跡や೙崎市新
府城跡を例に挙げ、長沼城跡の「ֈ᭔状」ᐩ形虎
口と丸馬出の併設はまさに武田流の城郭構造であ
り、長沼城跡のベースは武田氏段階に成立してい
た可能性が高いとした。ただし、通常丸馬出は虎
口の正面に造られるのに対し、長沼城跡は虎口か
らややずれた位置に配置されているため、ここに
戦国期と近世のずれが生じていることも指摘して
いる。
　近世に入り長沼藩が成立すると、藩主として佐
久間氏が長沼の地に配されるが、一万八千石とい
う石高から無城大名（城を持たない大名）であ
り、基本的に在府（江戸在住）であったと中井氏
は推察している。その上で、近世城郭の要素であ
る高石垣・天守・瓦のいずれも長沼城跡では見ら
れないことから、佐久間氏は長沼城跡の改修をほ
とんど行わず、戦国時代の城郭を踏襲し維持管理
していた可能性があるとした。さらに、長沼城を
描いた近世の絵図において、従来城外を通ってい
た北国街道が付け替えにより長沼城内に取り込ま
れた表現がみられる点を挙げ、絵図にみえる城下
町の形成は近世段階であるとしている。こうした

図106　ߨԋ会の様ࢠ 図107　中井ߨࢯԋ෩ܠ
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長沼城跡の様相は、近世の小藩の在り方を示す貴
重な事例とのことであった。
　講ԋの最後に中井氏は、長沼歴史研究会の活動
について触れ、地元住民が地域の歴史を丹念に調
べ『長沼城の研究～城跡の検証～』（2014年刊行）
を出版したことは、郷土史研究の大きな成果とし
て高く評価し、今後の活動に期待を寄せられた。
また、かつて上杉ݠ信との߅争における防御の要
であった長沼城跡が、今後は防災ステーションの
建設によって防災の要である「現代の長沼城」に
なるとして、長沼地区のルーπとなる城や城下町
を、地域のތりと自信に繋げてほしいと締めくく
った。中井氏のこの言葉は、東日本台風の大水害
を経験した歴史研究会をはじめとする地元住民に
とって大きなྭみとなるものであった。

　なお、当日の基調報告・講ԋの様子について
は、録画した動画を You5ube の長野県埋蔵文化
財センターのチャンネル内で公開している。
　展示会は講ԋ会当日のみの開࠵とし、長沼城跡
で出土した土器・陶磁器、石製品、土製品、金属
製品、炭化物など94点を展示したほか、検出遺構
や調査風景の写真をパネル展示し、 解説を行った。
　長沼城跡は、地元住民だけでなく市県外の人々
からの注目度も高い。今回多くのௌ講者が集まる
中で中井氏にご講ԋいただけたことは、長沼城跡
についての理解を深めるだけでなく、今後どのよ
うに活用し次世代に繋げていくかを、人々がそれ
ぞれの立場で考える貴重な機会となった。

（伊藤　愛）

図108　లࣔ会৔の様ࢠ

図109　掘るしΜ JO 長沼νϥγ

掘るしΜ JO 長沼　ओなలࣔ物

在地産土器 カワラケ、౮明ࡼ、内ࣖು、Ꭼ鉢、火鉢など
瀬戸美濃焼 天目茶࿸、片口鉢、徳利、水ణなど、ࡼ
唐津焼 ࿸、ࡼ、Ꭼ鉢など
伊万里焼 徳利、ࡼ
चऱ焼 ᙈ

中国産磁器 青磁࿸・盤、白磁ࡼ、છ付࿸・ࡼ、華南三࠼小ࡼ
など

石製品 碁石、五輪塔、ݛなど
土製品 土਴、ᆁᆗ

金属製品 足金物、ఝӅし、ᝓ、࡬、小銅仏、銭、鉄๒ۄ、
刀子、火ଧ金など

炭化物 コメ、ΦΦムギ、マメ類
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ᶄʮ΄Δ͠Μ����ʯలࣔձɾߨԋձ
։࠵೔：2026年 2 月 ７ 日（土）～ 3 月 ８ 日（日）
　キッセイ文化ホール（長野県松本文化会館）と
の共࠵事業として、2025年度に発掘調査を実施し
た ９ 遺跡について、出土品や写真パネルを展示し
た଎報展を行った。また、会期中には主な遺跡の
調査成果の発表として「遺跡報告会」及び「講ԋ
会」も開࠵した。それぞれの詳細は以下の通りで
ある。
˓లࣔձ
։࠵೔：2026年 2 月 ７ 日（土）～ 3 月 ８ 日（日）
ձɹ৔：キッセイ文化ホール
　　　　 2 階　ギャラリー（旧レストラン）
དྷ৔ऀ：359人（ 2 月末までの人数）

９ 遺跡を対象に、出土品や写真パネルを展示し
た。出土品の展示遺跡は中野市南大原遺跡、長野
市川田条里遺跡、松本市安塚古墳群・南栗遺跡、
飯田市正泉寺遺跡・五郎田遺跡・高屋遺跡・༅越
遺跡の ８ 遺跡である。多様なイベントが開࠵され
る文化施設であるため、埋蔵文化財に初めて触れ
る方々にも興味を持って観ていただけるような展
示を心掛けた。また、展示会場においては 2 月22
日の一日限りではあったが、塗り絵やϖーパーク
ラフトなどのワークショップ、縄文土器の立体パ
ズル体験などを行い大変好評を得た。加えて、飯
田市教育委員会の協力を得て、 3 月17日（火）～
5 月10日（日）まで『掘るしん JO 飯田』として
飯田市域で行った発掘調査の଎報展を飯田市考古
博物館で行った。

˓ใࠂձɾߨԋձ
։࠵೔：2026年 2 月22日（日）
ձɹ৔：キッセイ文化ホール　国際会議室
དྷ৔ऀ：117人
ใࠂձ：中野市南大原遺跡　　報告者　依田
　　　　松本市安塚古墳群　　報告者　河西
　　　　飯田市五郎田遺跡　　報告者　中山
　　　　飯田市正泉寺遺跡　　報告者　丸山
　今年度発掘調査を行った 4 遺跡について、その
調査成果の報告を行った。
：ԋձߨ
『縄文のԻָ探訪～فり・༊し・Իָྍ法～』

講師　長野ҩྍ衛生専門学ߍ　高橋和奈枝
　講ԋ会では、高橋先生が取り組んでおられる、
太古のԻの調査とԻָの役割について、縄文時代
の土鈴などの出土遺物をあげて分かりやすくご講
ԋいただきました。また、ご講ԋのあとにはԻָ
ྍ法体験ワークショップとして、Իָに身をゆだ
ねて༊しを体験するという、ほとんどの参加者が
今まで体験したことのないワークショップを行っ
ていただき、多くの皆さんから大変好評をいただ
きました。
　体験中は、一人一人が一つずつ土鈴に似たָ器
を持ち、先生の簡単な説明を受けた後、思い思い
のリズムを取りながら順番にָ器を໐らしていく
と、言葉を交わさなくてもコミュニケーションが
取れていく不思議な感覚を味わいました。そし
て、最後にはԻָに身をゆだね、遠く離れた場所
や、太古の空間へと参加者それぞれが思いを஘せ
ることができました。 （西　香子）

図110　掘るしΜ2026లࣔ会 図111　掘るしΜ2026ߨԋ会
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（ 4）లࣔ ・ࣨී及ܒ発用教材等
ᶃలࣔࣨ（௨೥ެ։）
　当センターでは、発掘作業・整理作業を行って
いる遺跡について、଎報的に出土遺物と解説パネ
ルを用いて展示している。
　本年度は、発掘作業中の 4 遺跡と本格整理作業
を行っている 4 遺跡の計 ８ 遺跡を対象に展示を行
った。北信地域からは長野市長沼城跡のカワラケ
や土਴、内ࣖುなどの生活用具のほか、中野市南
大原遺跡のۄ作り関連資料を展示した。
　中信地域からは、松本市真光寺遺跡・真光寺古
墳群の須恵器大ᙈや中世以降と考えられる遺構か
ら出土した土器類や銭貨などを、古代の大集落の
南栗遺跡より出土した土器類を展示し、両遺跡と
もに松本平の地域史を物語る上でܽかせない資料
が並んだ。
　リニア中央新幹線建設に伴う発掘調査が進む南
信地域では、古墳～古代にかけての大集落である
飯田市五郎田遺跡・正泉寺遺跡で出土した土師
器・須恵器などの土器、飯田市川原遺跡は土坑か
ら出土した縄文時代の壺形土器を展示した。本年
度の見学者数は225名（2026年 2 月28日現在）で
あった。
ᶄҨ੻ΧϨϯμʔ（ීࡐڭ༺ൃܒٴ）
　県内各地で行っている発掘作業や遺物を掲載す
ることで、その情報を頼りに県内の遺跡等へ訪れ
ることにより、埋蔵文化財への興味を引き出し、
文化財の保ޢ思想の普及や文化財を活用した地域
づくりを促進することを目的とし、本年度は、普
及ܒ発用教材として「2026年遺跡カレンμー」を
作成した。

　当センターで本年度発掘・整理作業を行った遺
跡のうち12か所を選定し、各遺跡の遺構・遺物を
中心に写真を掲載した。壁掛け見開き A 3 サイ
ズ（中௲じ冊子タイプ）、 1 か月 1 ϖージとする
カレンμーが完成した。最終ϖージには H1 への
紐づけを 2R コードで行い当センター業務への理
解を深めるようはかった。
　カレンμーは1000部作成し、県立歴史館や県内
市町村・博物館へ配布するだけでなく、当セン
ター଎報展などのイベント時にも来場したر๬者
にもお渡しした。
ᶅ৘ใൃ৴ɾ)1ɾ4/4ɾ:PV5VCF
　H1 に よ る 発 掘 調 査 情 報 の 更 新 や、 Ｘ・
IOTUaHSam・'aDebooL な ど の SNS で の 発 信、
You5ube による動画の配信を積ۃ的に行った。
SNS は、ଈ時性を意識して遺跡での発見、イベ
ントの告知などを行った。You5ube では今年度
15本の動画を投稿した。内容は、各遺跡で行った
現地説明会の様子のほか「掘るしん」などのイベ
ントの様子となっている。 （春日皓介）

図112　లࣔࣨ
図114　地域ల :PV5VCF

（ηンλー)1　IUUQT���OBHBOPNBJCVO�PS�KQ� より視ௌ可能）�

図113　遺跡Χレンμー
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（ ݧ৬৔体・ۀ出前त・࠲ߨ（5
ᶃ࠲ߨ
ʓࣰϊҪ࿝ਓ෱ࢱηϯλʔੜ͖͕いͮ͘Γ࠲ߨ
ɹʮ͓ͱͳΓ͞Μのֶݹߟೖ໳ʯ（શ ÿճ）
1 ）『地域史の「点」を「線」に』（ 5 /15）
2 ）『縄文ランプの௼手土器』（ 6 /19）
3 ）遺跡めぐり 『川田条里遺跡・南向塚古墳公Ԃ』

（ ７ /17）
4 ）『出土遺物からわかる古代のਫ਼神世界』

（ ８ /21）
5 ）『遺跡と文字史料からみた信濃国の中世社会』

（ ９ /18）
6 ）見学『県立歴史館秋اق画展』（10/16）
７ ）『長野市塩崎遺跡群の調査成果』（11/20）
８ ）『発掘された「ݬの城」長沼城跡』（12/18）
　 ８ 回目となる本年度は、縄文時代から近世まで
の時代ごとのテーマでの講座を開࠵するととも
に、埋蔵文化財と地域史の関わりといった従来と
視点を変えた講座も実施した。
　また、座学だけではなく県立歴史館秋اق画展
の見学や、川田条里遺跡・南向塚古墳公Ԃをバス
で巡るといった体験型の講座を本年も実施し、大
変好評であった。今後もより参加者の興味や関心
を引くことができる講座をا画したい。

ター」※「考古学と埋蔵文化財」
　信州大学教育学部との連携協定を元に、同学部
の学生を中心に（※ ９ 月は高ߍ生向けアドバンス
講座）、当センターの業務内容や埋蔵文化財保ޢ
にかかる講義を行った。積ۃ的に࣭問したり、イ
ンターンシップに興味を示す学生もおり、今回の
講座で発掘調査のみならず文化財保ޢにかかる業
務に興味を持ってもらう機会となった。
ʓ௕໺ݝ૯߹ڭҭηϯλʔɹڭՊ౳ڭҭݚम
ɹ þ݄ ３೔（໦）
಺ɹ༰：「地域素材の教材化Ⅰ～埋蔵文化財セン
ターを活用した教材研究～」
　長野県内の小中高ߍの教་に、南栗遺跡の調査
を事例として、記録保存調査にいたる保ޢ協議や
遺跡地図等の埋蔵文化財保ޢ行政の仕組みと、調
査成果を歴史の中にどう位置付けるかを講義し
た。また、実際の発掘作業と土器洗浄の体験も行
い、受講者は熱心に取り組んでいた。
ᶅ৬৔ମݧ
　小学ߍでは総合的学習の一環として、当セン
ターの体験や発掘調査現場の見学を実施している。
　中学ߍではキャリア教育や進路学習の一環とし
て、地元のا業・機関での職場体験学習を実施し
ている。
　当センターは学ߍの要๬にできるだけ応えるべ
く、以下のような複数の形で、可能な限り受け入
れている。
Ξɹηϯλʔに͓けΔ৬৔ମݧ（தֶߍ）
同川中島中学、ߍ長野市立篠ノ井西中学：ߍࢪ࣮

ߍ同篠ノ井東中学、ߍ
಺ɹ༰：遺物の整理と図書整理作業を主として行
った。遺物の整理は、土器の洗浄・接合・拓本な
どを実施した。また、図書整理作業を通して、調
査成果としての報告書についても説明をした。
Πɹൃ۷ݱ৔に͓けΔ৬৔ମݧ（খֶߍ）
ߍ中野市立高ٰ小学：ߍࢪ࣮
಺ɹ༰：高ٰ小学ߍ 6 年生23名は発掘体験前日に
教室で事前学習を行い、当日に現地で遺跡の説明
を受けた後、移植ごての掘削による発掘体験を実
施した。

図115　遺跡め͙り（長野市南޲塚古墳ެԂ）

ᶄग़લतۀ
ʓ৴भେֶڭҭֶ෦ग़લतۀ౳
6 月 4 日 （水）、 ９ 月18日 （木） ※、 11月11日 （火）
಺ɹ༰：「遺跡研究入門講座」「考古学と埋文セン
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΢ɹൃ۷ݱ৔ɾηϯλʔに͓けΔ୳׆ڀಈࢧԉ
茨城県土浦、ߍ長野県上田છ谷ٰ高等学：ߍࢪ࣮

日大中等教育学ߍ、長野県野沢南高等学
ߍ

಺ɹ༰：センター長野本所で整理作業の整理作業
体験を実施するとともに、発掘調査の見学もサ
ポートした（長野市南宮遺跡、松本市南栗遺跡、
長野市川田条里遺跡）。

　・特集　『諏訪史第一巻』刊行100年記念事業に
ついて

　・考古学の૭　「学史」の振り返りが研究の出
発点

図118　『৴भの遺跡』第25߸

図117　৬৔体ݧ（県છ୩ٰߍߴ）

図116　ٰߴ小ֶߍ৬৔体ݧ෩ܠ

【第26号】令和 ８ 年 2 月 2 日発行
　・県内最新調査成果　中野市南大原遺跡
　・新たな国史跡　෋士見町井戸尻遺跡群、
佐久市香坂山遺跡
　・信州の戦争遺跡　伊那市旧陸軍伊那飛行場
跡、安ಶ野市有明ԋ習場跡
　・特集　イチ推しの遺跡・遺物
（古代人のਫ਼神世界）
　　松本市南栗遺跡、飯田市五郎田遺跡、
坂城町青木下遺跡、長野市南宮遺跡
　・考古学の૭　これからの調査の行く末を
˓ʰ௕໺ݝຒଂ文Խࡒηϯλʔ೥ใ���ʱ
　令和 ８ 年 3 月27日発行
　・2025年度の事業概要、調査研究ノート　ほか

（酒井貴子）

（ ６）出൛物
˓௕໺ݝのຒଂ文Խࡒ৘ใࢽʰ৴भのҨ੻ʱ
【第25号】令和 ７ 年 ７ 月22日発行
　・最新発掘調査情報　飯田市ママ下遺跡、千曲

市屋代遺跡群
　・信州の近代遺跡　松本市鉄道څ水源跡
　・史跡整備情報　　木曽町国史跡福島関跡
　・埋文本୨『ि末の縄文人』
　　୍Ի能之『ڊ大古墳の古代史』
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ᶛ　ࢦಋऀট΁い

期　 日 所　属　等　 氏　　名 内　　容

5 月16日 長野南ܯ察署交通課 交通安全講習

6 月17日 信州大学名誉教授 保柳康一 南大原遺跡発掘調査指導

6 月19日・20日
京都大学名誉教授
ᘐ協ҩ科大学ҩ学部
総合研究大学院大学
日本大学松戸ࣃ学部

茂原信生
ᓎ井秀雄
本郷一美
五十ཛྷ由美子ほか

長沼城跡出土骨鑑定・整理指導

6 月26日 （公社）日本文化財保ޢ協会 安全パトロール

８ 月22日 長野県文化振興課 小池裕貴 長野県の文化財保ޢ行政について

８ 月26日～28日
京都大学名誉教授
ᘐ協ҩ科大学ҩ学部
総合研究大学院大学
日本大学松戸ࣃ学部

茂原信生
ᓎ井秀雄
本郷一美
五十ཛྷ由美子

信州大学ҩ学部出土骨整理指導

８ 月27日 甲府市教育委員会 佐々木満 長沼城跡出土遺物整理指導

９ 月 4 日 飯綱町教育委員会 小山丈夫 長沼城跡関連文書資料指導

９ 月12日 安ಶ野市豊科郷土博物館長 原　明芳 南大原遺跡発掘調査指導

９ 月24日 弘前大学人文社会科学部教授 上條信彦 長沼城跡出土炭化物整理指導

10月 ７ 日 長野県立歴史館 村石正行 長沼城跡関連文書資料指導

10月20日 明治大学名誉教授 石川日出志 南大原遺跡発掘調査指導

10月20日 信州大学名誉教授 保柳康一 川田条里遺跡発掘調査指導

11月 4 日 滋賀県立大学名誉教授
੩岡市観光交流局歴史文化課

中井均
松井一明 長沼城跡報告書整理指導

11月20日 ( 一財 ) 長野県文化振興事業団理事 市澤ӳ利 正泉寺遺跡・ママ下遺跡発掘調査指導

12月 4 日・ 5 日 中部大学非常勤講師
飛ଭ高山まちの博物館

長田友也
大石ਸ史 川原遺跡縄文時代遺物整理指導

1 月19日 弘前大学人文社会科学部教授 上條信彦 長沼城跡出土炭化物整理指導

1 月23日 明治大学名誉教授 石川日出志 川原遺跡縄文時代遺物整理指導

2 月 ９ 日・10日 ෋山大学教授 高橋ߒ二 南大原遺跡出土遺物整理指導



− 55 −

ᶜ　会ٞ・研म会΁の参Ճ

（ 1）会ٞ・委員会等

期　　日 内　　容 出　੮　者 場　　所

4 月23日 文化財保ޢ行政市町村担当者会議 春日皓介・依田健太
ほか 塩尻市

6 月12日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会 ᐾ秋明美・山下武喜
馬場伸一郎 名古屋市

6 月 2 日・ 3 日 埋蔵文化財発掘調査の設計の透明化と業務の発注に関する
ガイドライン検討委員会協力者会議 馬場伸一郎 京都市

11月20日 関東甲信越੩地区埋蔵文化財行政担当者会議 馬場伸一郎・春日皓介 さいたま市

12月12日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会中部・北陸ブロック会議 真関隆・ᐾ秋明美ほか 長野市

1 月22日 関東甲信越੩地区埋蔵文化財行政担当者会議 春日皓介 千葉市

（ 2）研म会等

期　　日 内　　容 参加者・調査者 場　　所

5 月22～23日 市町村埋蔵文化財研修（基礎研修） 依田健太・丸山ߊ平
ほか 松本市

6 月28日・29日、 ７ 月 5 日 埋蔵文化財調査士補指定講習会（資格認定） 小出晟生・中山雅士 Φンライン

７ 月17日・18日 衛生管理者講習会 丸山ߊ平 松本市

７ 月24～26日 北東北地方縄文遺跡調査 遠藤恵実子・島田亮仁 青森県・秋田県

８ 月 4 ～ 6 日 地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習会 春日皓介 長野市

８ 月20日ほか 中堅社員研修（長野経済研究所） 伊藤　愛ほか 長野市ほか

９ 月15日・16日
10月22日・23日・28日 平安時代和鏡調査法研修 上田典男・水科ࣚ華 山形県・兵庫県・

大ࡕ府・東京都

10月23日 報告書データベース作成に関する説明会 関　杏介 山梨市

11月 6 日・ ７ 日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会 小出晟生・相馬ຑ織 高知市ほか

12月 ８ 日～12日 文化財担当者専門研修（報告書デジタル作成課程） 中山雅士 奈良市

12月25日 化学物࣭管理者 関　杏介 Φンライン

1 月28日・ 3 月 6 日 考古資料保存技術講習会 水科ࣚ華・相馬ຑ織 県立歴史館

1 月28日・29日 埋蔵文化財担当職員等講習会 丸山ߊ平・小山फ़輝 Φンライン

2 月 4 日 文化財 %9 と発掘調査のイノベーション 真関　隆・関　杏介 東京都

2 月 4 ～ 5 日 中津川市・瀬戸市 馬場伸一郎・ࣛ田঑之 岐阜県・愛知県

2 月 4 ～ 6 日 地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習会 依田健太・大ହ司統 上田市

2 月16～19日 長沼城跡資料調査 小出晟生・中野亮一・
小山फ़輝

福岡県・佐賀県・
長崎県

2 月25～27日 東海地方古墳～古代土器調査法研修 丸山ߊ平・髙橋草太 愛知県・三重県

2 月26日・27日 真光寺遺跡・真光寺古墳群資料調査 西香子・相馬ຑ織 愛知県・੩岡県
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ᶝ　ֶߍ・関係機関΁のྗڠ等

（ 1）৬員೿ݣ・ٕ術ࢧԉ等

期　　日 依　頼　者 対　応　者 内　　容

4 月 1 日～ 3 月31日 伊那市教育委員会 河西克造 史跡高遠城跡保存活用計画策定委員会

4 月 1 日～ 3 月31日 伊那市教育委員会 河西克造 伊那市誌編さん協力員

4 月 1 日～ 3 月31日 佐久市教育委員会 河西克造 国史跡龍岡城跡保存整備委員会

4 月 1 日～ 3 月31日 佐久市教育委員会 中野亮一 大څ恒顕জ委員会

７ 月 1 日～ 3 月31日 須坂市教育委員会 綿田弘実 須坂市文化財৹議委員会

９ 月29日 ӫ村教育委員会 綿田弘実 ひんご遺跡出土品整理指導

11月11日 飯島町教育委員会 川崎保 日曽利遺跡にかかる保ޢ協議
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ٕज़ࢧԉ౳
৴भେֶҩֶ෦౳ॴଂࢿݹߟྉ੔ཧࢧԉۀ຿
֓ཁ　令和 3 年12月の信州大学、県教育委員会、
埋文センターで締結した「連携に関する覚書」に
基づき、令和 4 年度から開始した技術支ԉ（整理
支ԉ業務）の 4 年目となる。本年度は、出土骨の
鑑定の実施と考古資料目録を刊行した。
ग़౔ࠎのؑఆ౳　ࡢ年度までに、考古資料（出土
骨を含む）財産調べはほぼ終ྃしたが、その内容
の把握のための遺物台帳整備を行う必要がある。
本年度は、考古資料の遺物整備に౒めた。今まで
も出土骨の鑑定（整理指導）委託をお願いしてい
る茂原信生、ᓎ井秀雄、本郷一美、五十ཛྷ由里子
の各氏に、以下の日程で、実施した。
期日：令和 ７ 年 ８ 月26日～28日
場所：信州大学ҩ学部
　また、同期間に目録作成に必要なҩ学部及び図
書館所蔵考古資料の撮影も行った。
目録の主な内容は以下のと　ߦץྉ໨࿥のࢿݹߟ
おり。
　第 1 ষ　整理作業の経過
　第 2 ষ　考古資料一覧
　　第 1 અ　ҩ学部所蔵考古資料一覧表
　　第 2 અ　中央図書館所蔵考古資料一覧表
　　第 3 અ　遺跡（出土地点）及び文献対照表
　第 3 ষ　研究編
　　第 1 અ　信州大学ҩ学部の調査研究と日本の

考古学（高橋龍三郎）
　　第 2 અ　旧制松本高等学ߍ旧蔵考古資料の構

成と意義（福島正樹）
　　第 3 અ　川崎市下作延遺跡と弥生土器をめぐ

って（坂本　জ）
　　第 4 અ　川崎市高津区下作延遺跡出土の弥生

土器について（ 2 ）（宮田　ؽ）
　第 4 ষ　総ׅ
※カッコ内は、依頼執筆者氏名。
　信州大学所蔵資料の内容については、第 2 ষ第
1 અ（ҩ学部）、第 2 અ（中央図書館）に掲載さ
れている。現在ҩ学部と図書館所蔵資料は、土器
や石器を中心に、出土骨などのいわゆる自然遺物

も含まれていた。遺跡や出土地点がある程度判明
しているものが約280か所、長野県内市町村をは
じめ17都道府県及び外国出土のものを含むことが
判明している。
　とくに、ҩ学部所蔵資料は、戦後、第 2 解๤学
教室が発掘調査を行った遺跡出土資料だけでな
く、同教室が収集したと考えられる学史的に貴重
な資料も含まれている（第 3 ষ第 1 અ）。また、
同教室に所属されていた藤沢宗平氏が収集した資
料も含まれており、なかでも、山内清男の『日本
先史土器図譜』（1967）にも掲載されていた南関
東の弥生土器の標式資料でもある神奈川県下作延
遺跡出土土器が含まれていた（第 3 ষ第 3 ・ 4
અ）。
　また、中央図書館所蔵資料は、旧制松本高等学
以来の資料で、鳥居龍蔵の『諏訪史』（1924）ߍ
や八幡一郎の『北佐久郡の考古学的調査』（1934）
に掲載されていた遺物が含まれており、ҩ学部資
料よりさらに古い日本考古学史上、重要な資料も
含まれている。
՝୊　来年度以降、今回発刊した目録をもとに、
遺物台帳の内容（種類、年代、属性など）を進
め、最終的には遺物の保存活用に資する『報告
書』の刊行をはかる。
　また、当センター技術支ԉ受託以前の古い木ശ
や段Ϙールശからより保管にదした樹ࢷ製コンテ
ナへの詰め替えが終ྃしているが、現在は一つの
ശの中に複数の遺跡や出土地点資料がࠞ在してい
る状況である。今後の保存活用のために、来年度
以降、遺跡や出土地点ごとに整理して収納する予
定である。 （川崎　保）
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（ （をؚむݧ৬৔体）ྗڠ等΁のߍֶ（2
期　　日 名　　称 対応者 内　　容

4 月～̧7. 1月 長野大学 川崎　保 講座（日本史概論・信州地域史）

5 月～̧8. 2月 測量技術研究会
（AB・Eo　信州大学工学部）

川崎　保
伊藤　愛 測量技術の見直し・研究

5 月15日
6 月19日
７ 月17日
８ 月21日
９ 月18日
10月16日
11月20日
12月18日

篠ノ井老人福ࢱセンター
（おとなりさんの考古学入門：全 ８ 回）

真関　隆
綿田弘実
川崎　保
西　香子
小出晟生
相馬ຑ織
風間真起子
伊藤　愛

「地域史の『点』を『線』に」
「縄文ランプの௼手土器」
「遺跡めぐり」
「出土遺物からわかる古代のਫ਼神世界」
「遺跡と文字史料からみた信濃国の中世社会」
県立歴史館秋اق画展　見学
「長野市塩崎遺跡群の調査成果」
「発掘された『ݬの城』長沼城跡」

5 月 2 日
6 月 ９ 日 かわまちづくり協議会 川崎　保 歴史・文化ワーキング会議

5 月13日 日本文化財保ޢ協会総会講ԋ会 真関　隆
上田典男

「地域史の『点』を『線』に」
「中野市南大原遺跡について」

5 月29日 長野市立篠ノ井西中学ߍ 小出晟生 キャリア学習・センター施設見学（ 5 名）

6 月 4 日 信州大学教育学部出前講座 伊藤　愛
西　香子

「遺跡研究入門講座」
センター施設見学

6 月21日 金᳌会館連続公開講座 伊藤　愛 「発掘された『ݬの城』長沼城跡」

6 月23日 松本市島立地区
三の宮公民館講ԋ会 ኍ田和穂 南栗遺跡調査報告

７ 月 1 日 県上田છ谷ٰ高等学ߍ 川崎　保・西　香子 職場体験・南宮遺跡見学（ 1 名）

７ 月 3 日 長野県総合教育センター 川崎　保・ኍ田和穂
馬場伸一郎 教員研修「地域素材の教材化Ⅰ」

７ 月10日 共和地区郷土を知る会
真関　隆
春日皓介
西　香子

「長野県埋蔵文化財センター概要」
「埋文センターの発掘調査」
センター施設見学

７ 月23日 測量技術࠙談会 真関　隆・川崎　保 南栗遺跡見学

７ 月28日・29日 長野市立川中島中学ߍ 西　香子・伊藤　愛
春日皓介 職場体験（ 2 名）

８ 月21日 安ಶ野誕生の系譜を探る会 伊藤　愛 センター施設見学

８ 月27日・28日 土浦日大中等教育学ߍ 馬場伸一郎・西　香子 職場体験・南栗遺跡見学（ 1 名）

９ 月18日 信州大学教育学部
.Z 探求アドバンス講座 伊藤　愛 「考古学と埋文センター」

９ 月19日 長野市立川田小学ߍ 中野亮一・ࣛ田঑之
小山फ़輝 川田条里遺跡発掘現場見学

９ 月25日・26日 県野沢南高等学ߍ 西　香子・春日皓介
中野亮一 職場体験・川田条里遺跡見学（ 2 名）

９ 月30日
10月 1 日 中野市立高ٰ小学ߍ

谷　和隆・上田典男
依田健太・町田ݡ一
山田清朝

事前学習
南大原遺跡発掘調査体験

10月 ９ 日 長野市立若穂中学ߍ 中野亮一・ࣛ田঑之
小山फ़輝 川田条里遺跡発掘現場見学

10月 ９ 日・10日 長野市立篠ノ井東中学ߍ 西　香子・春日皓介
風間真起子 職場体験（ 2 名）

10月10日 長野市立篠ノ井西中学ߍ 西　香子・春日皓介 職場体験（ 3 名）

10月14日 松本市新村公民館 河西克造 安塚古墳群現地見学会

11月10日 法政大学 春日皓介 センター施設見学
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11月11日 信州大学教育学部歴史学基礎講座 春日皓介・相馬ຑ織 「考古学と埋蔵文化財」

11月17日 地盤工学会信州地盤環境委員会ほか 真関　隆・谷　和隆ほか 南大原遺跡発掘現場見学

11月26日 中野市立豊田小学ߍ 谷　和隆ほか 南大原遺跡発掘現場見学

11月30日 長野県考古学会 馬場伸一郎 考古学セミナー（弥生講座）

12月20日 飛ଭ高山まちの博物館 馬場伸一郎 語り部ཆ成講座

2 月 ８ 日 関ケ原古戦場記念館 馬場伸一郎 山城シンポジ΢ム

2 月15日 松本市島立地区
南栗公民館講ԋ会 ኍ田和穂 南栗遺跡調査報告

3 月 ８ 日 中野市立博物館 依田健太 ふるさとレポート発表会（南大原遺跡）

（ 3）調査資料の利用
承୚月日 申　請　者 内　　容

2 月21日 ఇ京大学総合博物館 北村遺跡出土資料画像の転載

3 月 3 日 信濃ຖ日新ฉ中野支局 南大原遺跡画像の転載

4 月24日 公ӹ社団法人　日本文化財保ޢ協会 南大原遺跡出土資料画像の転載

5 月12日 山梨県立考古博物館 センター 30周年記念誌資料の転載

７ 月14日 株式会社すいれんࣷ 佐久市砂原遺跡画像の転載

９ 月 4 日 弘前大学教授　上條信彦 川田条里遺跡土৕の譲受

９ 月 4 日 長者ヶ原考古館　山岸洋一 塩崎遺跡群出土資料のӾ覧

９ 月10日 甲府市教育委員会 長沼城跡出土資料の借用

９ 月17日 松本市新村公民館 安塚古墳群画像の転載

９ 月18日 株式会社 KA%0KA8A 川原遺跡出土資料画像の転載

10月 ７ 日 甲府市教育委員会 長沼城跡画像の転載

10月20日 立正大学考古学会会長　時枝務 塩崎城見山ࡆ遺跡・神之峯城跡画像の転載

10月21日 公ӹ社団法人　日本文化財保ޢ協会 南大原遺跡画像の転載

10月23日 松本市新村公民館 安塚古墳群現地見学会記録動画の転載

10月30日 長野市道路課 川田条里遺跡画像の転載

12月12日 公ӹ社団法人　日本文化財保ޢ協会 南大原遺跡画像の転載

12月16日 中野市立高ٰ小学ߍ 南大原遺跡画像の転載

12月17日・19日 公ӹ社団法人　日本文化財保ޢ協会 南大原遺跡画像の転載

12月18日 弘前大学教授　上條信彦 長沼城跡感化物のӾ覧・譲受

12月25日 中野市立博物館 南大原遺跡画像の転載

12月25日 長野市文化財課 川田条里遺跡画像の転載

1 月13日 長野市篠ノ井西組区 築地遺跡画像の転載

1 月16日 株式会社いき出版 神之峯城跡画像の転載

1 月20日 北上市市史編さん室 柳沢遺跡画像の転載

2 月 5 日 県　遠藤ӳ子ۄ࡛ 五郎田遺跡出土資料のӾ覧
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（ 4）インλーンγοプ等
ྩ和 ７年度（インλーンγοプ）

期　間 所　属 氏　名 遺　跡

８ 月18日～ ８ 月29日（発掘） 金沢大学 久野　真寛 南栗遺跡

８ 月18日～ ８ 月29日（発掘） 金沢大学 中村　࠼೫ 南栗遺跡

８ 月18日～ ８ 月29日（発掘） 金沢大学 清重　ྒྷ馬 正泉寺遺跡

８ 月18日～ ８ 月29日（発掘） 金沢大学 川崎　理愛 正泉寺遺跡

８ 月18日～ ８ 月29日（発掘） 金沢大学 遠藤　愛実 正泉寺遺跡

８ 月18日～ ８ 月29日（発掘） 金沢大学 ᒇ　ちひろ 正泉寺遺跡

８ 月25日～ ９ 月12日（発掘） 金沢大学 久保　Ѯ花 南栗遺跡

８ 月28日～ ９ 月10日（発掘） 金沢大学 松村　和歩 正泉寺遺跡

９ 月 1 日～ ９ 月 5 日（発掘） 信州大学 井口　幸ࡊ 南栗遺跡

９ 月 1 日～ ９ 月 5 日（発掘） 信州大学 嶋田　美ߚ 南栗遺跡

９ 月 1 日～ ９ 月12日（発掘） 立正大学大学院 山田　ᔨ貴 正泉寺遺跡

９ 月 1 日～ ９ 月12日（発掘） 立正大学大学院 ෋塚　ܛ亮 正泉寺遺跡

９ 月 ８ 日～ ９ 月19日（発掘） 東海大学 東城　འ 南栗遺跡

９ 月 ９ 日～ ９ 月18日（発掘） 國學院大學 生　龍之介ו 南栗遺跡

９ 月11日～ ９ 月26日（発掘） 金沢大学 西村　ࣿӯ子 正泉寺遺跡

（ 5）県༗ࢪ設（県立歴史館）利用の応ٸ的保ଘ処理
ྩ和 ７年度

期　間 種類・点数 内　容 担 当 者 遺　跡

4 月～ 3 月
青銅製品 4 点
鉄製品61点
その他 1 点

Ｘ線透過観察、有機洗浄・
脱塩・樹ࢷ含ਁ等 水科ࣚ華 松本市真光寺遺跡ほか

10月 鉄製品10点 Ｘ線透過観察 水科ࣚ華 中野市南大原遺跡

1 月 金属製品21点 Ｘ線透過観察 水科ࣚ華 飯田市川原遺跡

2 月～ 3 月 金属製品189点 Ｘ線透過観察 水科ࣚ華 中野市南大原遺跡
松本市南栗遺跡ほか

（ ６）೿ݣ等のड入
出 ޲

期　間 所　属 職 氏　名 遺　跡

4 月～ 3 月 北海道埋蔵文化財センター 調査研究員 大ହ司統 松本市南栗遺跡

4 月～ 3 月 ෋山県文化振興財団 調査研究員 町田ݡ一
島田亮仁

中野市南大原遺跡
飯田市高屋遺跡ほか
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所　長
෭所長（݉管理部長）
　 管理部　 6（ ７ ）名
　　 管理部長　管理課長　課長補佐　主事 4 名

　 調査部　35名
　　 調査部長　　調査第一課　 5 名
　　　　　　　　　 課長　課長補佐以下 4 名

　　　　　　　　 調査第二課　 ９ 名
　　　　　　　　　 課長　調査研究員以下 ８ 名

　　　　　　　　 調査第三課　10名
　　　　　　　　　 課長　調査研究員以下 ９ 名

෭所長（飯田ற在） 飯田支所　　11名
　　　　　　　　　 支所長　課長補佐以下10名

ᶞ　組৫・ۀࣄの概要
（ 1）組　৫ 令和 ７ （2025）年10月 1 日現在

一般財団法人長野県文化振興事業団

【評議員】　堀内੐治　笠原甲一　小出貞之　石川利江　直江　ਸ

【理事会】
　　理事長　　：吉本光宏　　　෭理事長：金澤　茂　　　常務理事：山本৾司
　　理　事　　：市澤ӳ利　　　唐木さち　　　松山　光　　　丸茂洋一　　　笠原美智子
　　　　　　　　合木こずえ　　加藤久美子
　　監　事　　：小川直樹　　　北山良一

事務局　　　　　　　　　　

芸術文化推進室　　　　

埋蔵文化ࡒηンλー　　　　44名

県民文化会館　　　　　　　

伊那文化会館　　　　　　　

松本文化会館　　　　　　　

県立美術館　　　　　　　　

アーπカ΢ンシル推進局　　

（ 2）৬　員（ྟ時職員を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　ç令和 ７ （2025）年10月 1 日現在

所　　　 長 真関　隆
෭　所　長 ᐾ秋明美　　山下武喜（飯田ற在）

管
理
部

管理部長（݉） ᐾ秋明美
管理課長 神田弘一

管理課長補佐 岡沢利樹
主　事 日向　育　　中澤克子　　酒井清美　　石田宏美

調

査

部

調査部長 川崎　保
飯田支所長 ᩴ田　明
調査課長 ʦ第一課ʧ　　谷　和隆　ʦ第二課ʧ　　馬場伸一郎　ʦ第三課（݉）ʧ　川崎　保

調査課長補佐 ʦ第二課ʧ　　ኍ田和穂　ʦ第三課ʧ　　西　香子　　ʦ飯田支所ʧ　　長谷川ܡ子
主任調査研究員 ʦ第三課ʧ　　伊藤　愛　ʦ飯田支所ʧ　村井大海

調査研究員

ʦ第一課ʧ　　依田健太　　町田ݡ一（෋山県財団より出向）　　山田清朝
ʦ第二課ʧ　　大ହ司統（北海道埋文より出向）　　鈴木時夫　　小山फ़輝
　　　　　　二ノ宮由大

ʦ第三課ʧ　　春日皓介　　水科ࣚ華　　綿田弘実　　風間真起子　　小出晟生
　　　　　　相馬ຑ織

ʦ飯田支所ʧ　関　杏介　　丸山ߊ平　　島田亮仁（෋山県財団より出向）
　　　　　　藤原直人　　和田৾治　　遠藤恵実子　　中山雅士　　髙橋草太

調査指導員 ʦ第一課ʧ　　上田典男　ʦ第二課ʧ　　河西克造　　中野亮一
ʦ第三課ʧ　　市川隆之

学芸員 ʦ第二課ʧ　　ࣛ田঑之
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（ ۀࣄ（3

調査箇所 事業個所 委託事業者等 事業内容 ਫ਼ࢉ（千円）

受
託
事
業

発
掘
・
整
理
作
業

R18（坂城・更৥バイパス） 長野市
　塩崎遺跡群 国交省関東地整局

長野国道事務所

整理作業 26,268

R158（松本೾田道路）

松本市
　真光寺遺跡ほか 1 遺跡

整理作業
発掘作業 230,100

松本市
　南栗遺跡

国交省長野国道事務所
ネクスコ中日本 発掘作業 435,412

上今井遊水地整備事業 中野市
　南大原遺跡

その 1
国交省北陸地整局
千曲川河川事務所 発掘作業

389,125
その 2 389,070
その 3 388,273

長沼地区河川防災ステーション
整備事業

長野市
　長沼城跡

国交省北陸地整局
千曲川河川事務所
長野市

整理作業 74,800

若穂スマート IC 長野市
　川田条里遺跡 長野市 発掘作業 205,367

座光寺上郷道路（広域連携） 飯田市
　正泉寺遺跡ほか 2 遺跡

長野県
飯田建設事務所 発掘作業 179,102

R153飯田市北改良 飯田市
　高屋遺跡ほか 1 遺跡

長野県
飯田建設事務所 発掘作業 93,148

飯田෋山佐久間線 飯田市
　川原遺跡ほか 1 遺跡

長野県
飯田建設事務所 整理作業 51,810

リニア中央新幹線 飯田市
　ママ下遺跡ほか 2 遺跡 東海旅客鉄道株式会社 発掘作業 565,661

技
術
支
援

信州大学 県内遺跡 信州大学 整理作業 2,000

研　修　等 長野県 奈良文化財研究所
職員自己研ᮎ研修等 ―

4,093

自
主
事
業

普　及　ܒ　発

施設公開（Նٳみ考古学教室）　 ７ 月
出土品展 � 報告会　11月・ 2 月
遺跡説明会及び発掘体験
広報誌「信州の遺跡」25・26号の刊行
普及ܒ発用教材の作成「遺跡カレンμー」ほか
出前授業・地域普及ܒ発事業への協力 ―
SNS 等を利用したܒ発活動のॆ実強化 ―

そ　の　他 インターンシップの受入 ―
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（ 1 ）飯田市川原遺跡出土の晩期土器とその文様
　　　　　　　　　　　　 　 　 調査研究員　　関　　杏介

（ 2 ）飯田市西浦遺跡出土和鏡について
　　　　　　　　　　　　 　 　 調査指導員　　上田　典男

（ 3 ）安塚古墳群の中世火葬遺構　―本年度の調査成果から―
　　　　　　　　　　　　 　 　 調査指導員　　河西　克造

（ 4 ）長沼城絵図の基礎的考察　―絵図類型と城下空間―
　　　　　　　　　　　　 　 　 調査研究員　　小出　晟生

（ 5 ）長野市柳原地区における治水石標と地役権設定契約
　　 ―近代治水思想を可視化する地域合意の物証―
　　　　　　　　　　　　 　 　 所　　　長　　真関　　隆

（ 6 ）長野県の近現代遺跡
　　 ―軽井沢町旧三笠ホテル浴槽遺構出土のレンガについて―
　　　　　　　　　　　　 　 　 調査研究員　　依田　健太

Ⅸ　調査研究ノート
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1 　本稿の目的
　2022年度から2024年度に当センターが行った飯
田市川原遺跡の発掘調査で縄文時代晩期前半の土
器が 2 点出土した。
　飯田下伊那地域では飯田市中村中平遺跡や根羽
村日影平遺跡、天龍村上の平遺跡で縄文時代晩期
前半の土器がみつかっているが、それ以外では
類例に乏しい。また、中村中平遺跡や日影平遺
跡、上の平遺跡で出土している晩期前半土器をみ
ると大洞 C 1 式並行期土器は非常に乏しい状況で
ある。今回新たに川原遺跡出土土器の中から大
洞 BC 式～大洞 C 1 式並行の土器がみつかったた
め、資料紹介を行いたい。なお、川原遺跡の概要
については、長野県埋蔵文化財センター年報39
号、40号、41号に掲載されている。本誌にも報告
があるため、そちらに譲りたい。

2 　川原遺跡出土晩期前半の土器
　川原遺跡から出土した晩期前半の土器は 2 点あ
る。いずれも縄文時代後期の遺構検出面から出土
したものである。
　第 1 図 - 1 は三叉文の土器である。深鉢と思わ
れるが小破片のため正確な器形は不明である。
　文様帯は 2 条の沈線で区画されている。この 2
条の沈線の下位にナナメの沈線が入っていること
から、この土器は 2 段以上の文様帯で構成される
ものと考えられる。文様帯の一部のみが出土して
いるため、正確な文様は不明だが、飯田市中村中
平遺跡で出土しているような、あやくり状の入組
文に三叉文が伴うモチーフの文様（小林・馬場
1994）と思われる。佐野Ⅰ a 式に比定される。
　第 1 図 - 2 は頸部が「く」の字にくびれる小形
の鉢である。
　上下沈線間の列点で、文様帯の上下を区画す
る。文様帯には連鎖状三叉文が施文される。この
三叉文は文様帯を区画する列点文の沈線からのび

（ 1）飯田市川原遺跡出土の晩期土器とその文様

関　　杏介

互いに入り組む。この土器と同時期の北陸の中屋
式にみられる「フ」の字状入組文に近い形をして
いる。長野県や新潟県上越地方ではこのような形
の連鎖状三叉文には縄文が伴いあやくり帯縄文に
なることが多い。
　近年、松本市エリ穴遺跡の報告書が刊行された
ことや、群馬県の石川原遺跡、横壁中村遺跡、唐
堀遺跡の調査により多くの佐野式土器が出土した
ことで多くの資料が蓄積されている。そこで次項
以降で、今回川原遺跡でみつかった土器（第 1
図 - 2 ）にみられるような連鎖状三叉文やあやく
り帯縄文、形が似ているあやくり状入組文につい
て、分布や時期について検討したい。

3 　�連鎖状三叉文、あやくり帯縄文、あやくり状
入組文の分布

　佐野式土器に見られる三叉文には宮崎型三叉文
などのいわゆる“非連鎖的三叉文”と、 2 つの三
叉文が入り組み合うように施文される“連鎖状三
叉文”の 2 種類がある。第 1 図 - 2 は“連鎖状三
叉文”に属する。今回はそのような「フ」の字形
の三叉状の入組文をはじめとする連鎖状三叉文の
分布を検討する。
　その分布をみると、新潟県上越地方、長野県北
信地方の遺跡だけでなく、群馬県石川原遺跡や群
馬県唐堀遺跡、松本市エリ穴遺跡、山梨県金生遺
跡でも出土しており、非常に広い範囲でみつかっ
ている。なお、第 1 図 - 2 のような「フ」の字形
連鎖状三叉文は新潟県上越地方の細池遺跡や寺地
遺跡、上中島遺跡、籠峰遺跡や、石川原遺跡、唐
堀遺跡、金生遺跡でみつかっている。
　また、あやくり帯縄文は寺地遺跡、上中島遺
跡、籠峰遺跡や新潟県十日町市の樽沢開田遺跡、
高山村湯倉洞窟遺跡の他、エリ穴遺跡、大桑村大
明神原遺跡、石川原遺跡や唐堀遺跡にもある。
　あやくり状入組文は寺地遺跡や籠峰遺跡、長野
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県北信地方の佐野遺跡、茶臼山遺跡、群馬県の唐
堀遺跡にある。唐堀遺跡の例は連鎖状三叉文の文
様帯の上下に施文している。

4 　�連鎖状三叉文、あやくり帯縄文、あやくり状
入組文の時期

　まずはあやくり状入組文の時期について検討し
たい。あやくり状入組文は佐野遺跡の神田五六
採集資料の中に“非連鎖的三叉文”の宮崎型三
叉文と同一個体に施文された例がある（第 1 図 -
3 ）。宮崎型三叉文は長野市宮崎遺跡 2 号住居で
大洞 BC 式が伴っており、佐野Ⅰ a 式に比定され
る（中沢2008）。その宮崎型三叉文と同一個体に
施文されていることから、あやくり状入組文も佐
野Ⅰ a 式併行と考えられる。しかし、佐野遺跡な
どに小形化したあやくり状入組文（第 1 図 - 4 ・
5 ）があり、これらは頸部が「く」の字にくびれ
た器形の土器や上下沈線間の列点文による文様帯
区画など佐野Ⅰ b 式以降に伴うことが多くなる
要素をもつ例が多い。小形化したあやくり状入組
文は佐野Ⅰ b 式期まで下る可能性がある。
　次にあやくり帯縄文の時期について検討した
い。あやくり帯縄文の出土状況を見ると、大桑村
大明神遺跡で出土している（第 1 図 - 6 ）。大明
神遺跡は佐野Ⅰ a 式～佐野Ⅰ b 式の土器でまと
まるため、あやくり帯縄文は佐野Ⅰ a 式～佐野Ⅰ
b 式の時期と考えられる。また千曲市円光房遺跡
1 号土器集積において主文様に帯縄文をもつ壺が
ある（第 1 図 - ７ ）。円光房 1 号土器集積は大洞
BC 式、大洞 C 1 式が伴っており、佐野Ⅰ a 式～
佐野Ⅰ b 式の時期に比定される資料である。こ
のことからも帯縄文は佐野Ⅰ a 式～佐野Ⅰ b 式
の資料と考えられる。
　加えて、あやくり帯縄文は佐野Ⅰ a 式がまとま
る新潟県正面ヶ原 A 遺跡 L 5 - 1 号土坑出土資料
や同遺跡 2 号住居出土資料、宮崎遺跡 2 号住居出
土資料にはみられない。このことから、あやくり
帯縄文は佐野Ⅰ b 式と考えたい。
　最後に、連鎖状三叉文の時期について検討した
い。連鎖状三叉文は宮崎遺跡 2 号住居出土資料の

中に 1 点ある（第 1 図 - ８ ）。また、佐野遺跡第
1 ・ 2 次調査出土資料に鍵の手文と同一個体に施
文された例がある（第 1 図 - ９ ）。鍵の手文は佐
野Ⅰ b 式の文様であり（中沢2008など）、連鎖状
三叉文は佐野Ⅰ b 式期にもあると考えられる。
また、エリ穴遺跡14号住居出土資料に花弁状雲
形文と同一個体に施文された例がある（第 1 図
-10）。花弁状雲形文は宮崎遺跡第 2 トレンチ第
10層で大洞 C 2 式初頭の浅鉢が伴って出土してお
り、佐野Ⅱ式古段階に比定される（中沢2008）。
以上から、連鎖状三叉文は佐野Ⅰ a 式で出現し、
佐野Ⅱ式古段階まで継続する文様と考えられる。
　上記より、あやくり状入組文は佐野Ⅰ a 式～佐
野Ⅰ b 式、連鎖状三叉文は佐野Ⅰ a 式～佐野Ⅱ
式古段階、あやくり帯縄文は佐野Ⅰ b 式の文様
と考えられる。
　川原遺跡で出土した第 1 図 - 2 の文様は、連鎖
状三叉文に含められるだろうが、あやくり帯縄文
にも類似する文様である。連鎖状三叉文とあやく
り帯縄文の時期から、佐野Ⅰ b 式に比定できる。

5 　まとめ
　本稿では川原遺跡から出土した縄文時代晩期前
半の土器とその文様について分布・編年を検討し
た。
　第 1 図 - 2 の文様のような「フ」の字形の連鎖
状三叉文の類例はそのほとんどが北信地方や新潟
県上越地方にあり、北陸に近い。今回川原遺跡で
みつかった土器は北陸の影響を受けた土器であろ
う。今後は資料の増加を待って日本海側をはじめ
とした北の地域と、太平洋側の地域の文化がどの
ように交わっているか検討していきたい。また、
佐野式土器研究に関して、課題としてよく挙げら
れるのが、大洞 BC 式～ C 1 式期に北陸に分布す
る中屋式との関係である。北陸の中屋式と長野県
の佐野式には鍵の手文や入組文等のいくつかの文
様や、深鉢の器形が、頸部が「く」の字に屈曲す
る深鉢で共通する。このため中屋式と佐野式の差
　異が不鮮明となっている。今回取り上げた「フ」
の字状の三叉状の入組文やそれに類するあやくり
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状入組文、あやくり帯縄文はまさしくその共通す
る文様のひとつである。今回は前述した 3 種の文
様の分布について検討したが、他にも列点文など
共通する文様はあり、佐野式・中屋式双方の視点
から、それぞれの持つ要素について整理する必要
がある。
　今回多少強引な編年となってしまったが、連鎖
状三叉文とあやくり帯縄文、あやくり状入組文の
時期について考察した。特に宮崎型三叉文などに
代表される“非連鎖的三叉文”と“連鎖状三叉
文”は存続する期間が異なるものと考えてよい。
さらに言えば、連鎖状三叉文は正面ヶ原Ａ遺跡 L
5 - 1 号土坑や同遺跡 2 号住居になく、宮崎遺跡
2 号住居にはあることから、非連鎖的三叉文”と

“連鎖状三叉文”は出現する時期も異なる可能性
が考えておくが、更なる検討を要する。佐野式土
器の編年については、器形の変遷を踏まえながら
改めて整理したい。
　本稿執筆にあたり、川原遺跡の整理を担当して
いる綿田弘実、春日皓介の両氏から、川原遺跡出
土晩期土器の実測の機会並びに助言を賜りまし
た。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
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第 1図　川原遺跡出土晩期土器及びあやくり状入り組み文・あやくり帯縄文・連鎖状三叉文土器類例
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図 3　和鏡の出土状況

図 2　西浦遺跡SB107完掘写真

1 　はじめに
　2022年 ８ 月10日、飯田市西浦遺跡 1 ）の平安時
代の竪穴建物跡（SB107）から和鏡（以下、西浦
鏡と称す。）が出土した。鏡面・鏡背とも腐食に
伴う土砂の付着が著しかったため、2022年 ８ 月25
日、長野県立歴史館の器材・設備を借用して、エ
タノール洗浄、実体顕微鏡観察、Ｘ線透過撮影を
実施し、2024年 1 月18・19日実体顕微鏡下による
錆等の除去、同年 2 月 6 日防錆処理（ベンゾトリ
アゾール処理）を実施した。
　この間、2023年 6 月 6 日、立正大学文学部教授
時枝務氏に、当該和鏡は大きさから言って「羽黒
鏡」のグループで、径が小さいタイプであること
等のご指導をいただいた。
　洗浄、錆取り、Ｘ線透過撮影を経ても、一向に
鏡背の文様が鮮明にならず、○○鏡と命名できな
い状況であるため、せめて類例を探すべく、時枝
先生の言葉を頼りに、2025年 ９ 月から「羽黒鏡」
を所蔵する博物館等への資料調査を、和鏡の応急
処置を担当した水科調査研究員とともに実施した。
　本稿は、その資料調査のまとめでもあり、今後
の報告書作成にあたっての基礎資料となることを
指向するものである。

2 　和鏡の出土状況
　和鏡が出土した竪穴建物跡（SB107）は、カマ
ドが位置する東壁北端から南壁、西壁の検出面で
竪穴壁に被熱痕跡が確認された。しかし、上屋構
築材等が炭化して遺存する状況は見られず、単な
る焼失家屋とは言い難い。ただし、カマド前から
南東隅の貯蔵穴にかけて、大量の炭化物・焼土ブ
ロックが床面上や埋土中に分布しており、上屋等
撤去後、何らかの火入れが行われ、その後、竪穴
全体を埋め戻し、カマド正面に小穴を掘り込ん
で、鏡面を上にした状態で和鏡が埋納されたと考
えられる。カマドの破壊及び上屋等の撤去から西

（ 2）飯田市西浦遺跡出土和鏡について

上田　典男

図 1　西浦遺跡出土和鏡のＸ線画像
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浦鏡の埋納までが、カマド及び竪穴の廃絶儀礼と
して捉えられないか。
　西浦鏡については、容器に入れられた、布等で
包まれた等の痕跡は認められず、直接土中に、鏡
面を上に、ほぼ水平にした状態で出土した。
　竪穴埋土・床面からは、明和27号窯式の灰釉陶
器が多数出土しており、小平編年に照らすと、
SB107の時期は14期、11世紀中葉の所産と想定さ
れる 2 ）。竪穴の埋没と西浦鏡の埋納が一連の廃絶
儀礼と考えれば、西浦鏡の製作年代は、11世紀中
葉以前とすることができる。
　また、西浦遺跡では中央新幹線建設工事に伴
って2024年度までに計15,000㎡弱を調査してきた
が、当該期の竪穴建物跡は SB107のみであり、10
世紀以降の飯田盆地の集落の在りように合致して
いる。

3 　西浦鏡について
（ １）諸属性について 3 ）

　径8.4㎝の円鏡で、重量は、79.8ｇを測る。縁式
は、直角式細縁で、断面形状は、直角三角形を呈
する。縁高は、0.8㎝で、それに比し、鈕頭がわ
ずかに低い。鈕座ははっきりしないが、Ｘ線画像
を見ると蓮華座鈕または花形座鈕であった可能性
がある（図 1 ）。界圏は、単圏細線で、鏡背面の
文様は、内外区それぞれ別の文様構成をとる。現
在、把握できる範囲では、内外区ともに唐草文が
主体で、鳥文や蝶文は判別し難い。鏡面はほぼ水
平で、平滑である。Ｘ線画像からは、周縁寄りに
1/3 程度湯回り不良が確認でき、微小な鬆が全体
的に散在することが見て取れる（図 1 ）。
　なお、当センターの『年報』39で、西浦鏡につ
いて「周縁を折り曲げたような細工が等間隔に 6
カ所確認された」と報告した。しかし、これは、
工業用Ｘ線透過装置の受光盤が持つ複数のイメー
ジセンサーの境界が、隙間や段差として画像上に
現れたもの 4 ）を、「周縁を折り曲げたような細工」
と誤って捉えてしまったものである。ここで、事
実として、周縁の折り曲げ等は皆無である、と訂
正しておきたい。 図 ６　西浦鏡拓影

図 5　処理後

図 4　錆取り後



− 70 −

（ ２）鏡背文様について
　前述のとおり、鏡背の文様は内外区とも唐草文
が主体である。ここでは、唐草文主体と判断した
経緯をまとめておく。
　図 ７ で示したＡ～Ｄについては、立体的であ
り、個々にまとまっているため、和鏡の文様に多
く見られる鳥文（鳳凰か）のようにも見える。
　このうち、ＡとＢはＸ線画像を見る限り、同一
の文様または同一のモチーフとすることができる

（図 ８ ）。うねりながら両側に開く部分は、鳳凰ま
たは尾長鳥の尾羽を表し、 2 羽が連なって飛翔し
ている様かと期待してしまう。
　一方、図 ９ の拓本で見る限り、ＢとＣは似通っ
ており、Ｃも鳥として見てよいか。
　Ａには筋状に凹凸があり、これを翼と見てよい
のか。しかし、この位置に翼があると、鳥として
の全体形状のバランスが良くない。では、筋状の
凹凸は何を表しているのか。和鏡の諸例から、松
葉、山吹の葉、撫子の花弁等が想定される。
　図 ９ 左は、出羽三山歴史博物館が所蔵する「草
花飛雀文鏡」（『羽黒山古鏡圖譜』圖版番號51）の
一部であるが、左右の托葉と葉身が描かれてい
る。葉身は、主脈を中心に左右とも側脈が分別で
きるよう細かく描き分けられている。
　これとＡ（図 ９ 右）を対比すると、左右の托葉
に加えて、筋状の凹凸は側脈の表現であり、Ａは
植物の葉を表していると考えてよさそうである。
とすれば、Ｂも植物の葉である可能性が高い。ま
た、これらの核となるような文様に連なる捻転ま
たはＳ字状にうねる細かい隆起線は、蔓草の蔓を
表現していると考えられる。特に、Ｄは蔓と連続
し、蔓から派生する葉を表現しているように見え
る。また、Ｃは、鈕（座）から延びた蔓の延長上
に連なる葉ではなかろうか。そうみると内区の唐
草文は、様式化していないものの、鈕を始点に左
回りに旋回し、鳥文や動物文等の主体となる文様
の配置が無い分、内区全体に伸び伸びと展開して
いると捉えられよう。
　一方、外区の文様は、「並弁唐草 5 ）」と称され
るものに似る（図11）。西浦鏡も外区を全周せ 図10　葉の構造（久志 ･内藤1998より）

図 ９　文様の対比
左：草花飛雀文鏡の一部　右：西浦鏡のＡ

図 ７　核となる文様

ＡＢ

Ｃ
Ｄ

図 ８　Ｘ線画像上のＡとＢ

Ａ

Ｂ
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ず、 4 単位にまとまる可能性がある。類例とし
て、和泉市久保惣記念美術館が所蔵する「唐草
鴛鴦文鏡」（図13）や東京国立博物館が所蔵する

「蔓草双鳥鏡」などが挙げられよう。
　西浦鏡の鏡背文様が唐草文のみであることにつ
いては、（財）黒川古文化研究所研究員　川見典
久氏にご教示いただき、その唐草文が左回りに旋
回することについては、東京国立博物館主任研究
員　清水健、山本亮両氏にご教示いただいた。
　以上のことから、西浦鏡の名称を「唐草文鏡」
としたい。

（ ３）西浦鏡の時間的位置付けについて
　西浦鏡（唐草文鏡）は、竪穴建物跡の出土土
器・陶器から、年代的に11世紀中葉以前に製作さ
れた鏡と位置付けることが可能である。鏡背文様
の唐草文は、唐式鏡に主体的に用いられる文様で
あり、内外区が別々の文様構成をとることも含
め、和鏡として古い様相、唐式鏡に近い様相を色
濃く残しており、竪穴建物跡出土土器で示された
11世紀中葉以前という時間軸に合致する。
　2025年、中野市南大原遺跡の10世紀前半の竪
穴建物跡から、鏡面を上に、水平状態で、径8.4
㎝の八稜鏡が出土した ７ ）。Ｘ線画像を見ると、核
となる鳥文も見えず、唐草文も見られない（図
14）。草花文が主体となる文様構成と見ることが
できよう。
　南大原遺跡の八稜鏡は、鏡胎の形が唐式鏡で、
鏡背文様が和鏡と捉えることができよう。
西浦鏡と南大原遺跡の八稜鏡は、鏡胎の形式と鏡
背文様の組み合わせが新旧逆転しているが、いず
れの鏡も、唐式鏡から和鏡へ鏡式が遷移する過渡
期の所産とみてよいのではなかろうか。

4 　今後の課題～まとめにかえて～
　今回の資料調査を通じて、西浦鏡の鏡名を鏡背
面の文様等から「唐草文鏡」とすることができ
た。出土状況からは、製作年代の下限を11世紀中
葉と押さえることができ、今後、様々な角度から
分析を進めていく上での出発点となるものと考え

図13　「唐草鴛鴦文鏡」（和泉市久保惣記念美術館蔵）

図14 南大原遺跡出土八稜鏡のＸ線画像

図12　西浦鏡の外区文様

図11　「唐草千鳥鏡」（広瀬1974より）
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る。
　西浦遺跡が所在する下伊那地域では、中世以降
の和鏡は複数発見されているものの、平安時代の
事例としては、阿智村京の森経塚出土和鏡が知ら
れるのみ 6 ）で、西浦鏡は発掘調査で得られた唯
一の平安時代の和鏡といえる。
　長野県出土の古代の鏡 ８ ）は、経塚出土品・伝
世品を含めて88面ある。その内、和鏡は、 5 遺跡
８ 面、経塚出土品23面、伝製品等 4 面である。ま
た、八稜鏡は34遺跡47面で半数を占める ９ ）。八稜
鏡の中には、「大陸製、あるいは大陸製鏡を踏み
返した鏡である可能性が高い10）」と指摘される塩
尻市吉田川西遺跡の瑞花双鳥文八稜鏡がある。
　上記の数量及び内容をどう捉えていくか。今
後、集成作業と個々の鏡の詳細把握や消費地とし
ての位置付けを行っていく必要がある。
　また、踏み返しの鏡については、流通があった
のか、現地で製作されたのか。長野市松原遺跡11）

では、梵鐘・馨・扉金具の鋳型とともに11世紀代
前半の青銅製品の鋳造炉を伴う竪穴建物跡（工房
跡）が確認されており、踏み返しの鏡が長野県内
で製作された可能性もあるだろう。
　鏡の出土状況については、鏡面を上に、かつ水
平にした状態で埋置された西浦遺跡例・南大原遺
跡例があり、逆に鏡背面を上に、かつ水平にした
状態で埋置された松本市兎川寺遺跡例12）もある。
　上記したように検討課題は多く、本稿を通過点
として、西浦遺跡の竪穴建物跡の埋土から和鏡が
出土したという事実を踏まえ、和鏡自体の分析は
もとより、和鏡の出土状況を含めて、祭祀行為や
該期の集落内の在り方についても、分析を進めて
行く必要がある。
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1 ）飯田市西浦遺跡の発掘調査は、東海旅客鉄道株式会社

による中央新幹線建設工事に伴うもので、2021年に確認
調査、2022年から現在に至るまで本調査を継続してお
り、来年度も本調査が計画されている。

2 ）小平和夫2003による。
3 ）中野政樹1969・広瀬都巽1974・久保智康1999を参考に

記載した。
4 ）長野県立歴史館文化財専門主事 白沢勝彦氏のご教示

による。
5 ）広瀬都巽1974の中で「（33）唐草千鳥鏡」（平安後期）

の図版解説で外区の文様を「雲文の転化と見られる並弁
唐草」と称している。

6 ）岡田正彦2007による。
７ ）中野市南大原遺跡の発掘調査は、国土交通省北陸地方

整備局千曲川河川事務所による上今井遊水地整備事業に
伴うもので、2023年から本調査を継続しており、来年度
も本調査が計画されている。2025年の調査概要について
は、本誌掲載の「南大原遺跡」を参照されたい。八稜鏡
は径8.4㎝で、焼失家屋の炭化した屋根材の上から出土
した。

８ ）原　明芳2014と川崎　保他2022から抽出した。
９ ）原　明芳2014による。その後も、本稿で紹介した南大

原遺跡の他、長野市篠ノ井佃遺跡等で新資料が出土して
おり、改めて集成する必要がある。

10）長久智子2010による。氏は、瑞花双鳥文八稜鏡の型式
分類を行う中で、吉田川西遺跡 SK128出土の八稜鏡を

「縁や鈕、界圏の形式から日本製ではなく」「 ９ 世紀から
10世紀にかけて大陸で製作されたとみられる作例」とし
ている。

11）上田典男他2000による。
12）竹原　学1999による。「銅鏡埋納遺構」の時期は、周

囲の遺構の状況から ９ 世紀後半と想定されている。鏡
は、径4.9㎝の円鏡で、鏡背には等間隔に 5 単位の低い
円形の突起がみられる。
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1 　はじめに
　本年度、安塚古墳群の調査では、遺跡範囲の西
端（ 2 ・ 3 区）で中世以降の礎石建物跡（堂宇と
推測）と火葬遺構 1 ）が確認された（本誌18～21
頁参照）。火葬遺構では、火葬の実像に迫る知見
が得られたため、本稿ではその知見に若干の私見
を加えて披歴したいと思う。安塚古墳群の整理作
業を行ううえでの予察である。

2 　安塚古墳群の火葬遺構
　火葬遺構は10基確認された（表 1 ）。これら
は、遺構の規模と属性、出土遺物（火葬骨、炭化
物）から、遺体を焼却する際に使用された穴（荼
毘所）と理解できる。
　火葬遺構の形状は長方形が大半である。規模は
狭川真一氏が福岡県を中心とした調査事例（139
基を対象）を分析し、一般的な規模と指摘（狭川
2011）したものよりやや大きい。深さは、検出面

（基本土層Ⅳ層）から底面まで0.5ｍを測るものが
ある（SK1072、図 1 ）。火葬遺構は中世の包含層

（基本土層Ⅱ層）から掘り込まれており、SK1072
の深さにⅡ層の厚さ（約0.15ｍ）を加えると約
0.65ｍの深さを有することになる。Ⅱ層は上面を
近世以降の耕作で削平されているため、約0.65ｍ
以上の深さを有したことは間違いない。遺体が死

（ 3）安塚古墳群の中世火葬遺構

　－本年度の調査成果から－

河西　克造

後硬直する前に腕と足を折り曲げれば入る規模
で、風（酸素）を入れないと十分火が燃えないと
想起されたものである。以下、火葬遺構を構成す
る要素（施設）の様相をうかがうこととする。

2 　棺台の状況
　一般的に、火葬遺構の底面付近には棺を安置す
るために設置したと理解されている棺台の石（以
下、「棺台」と呼ぶ）がある。安塚古墳群では、
７ 基の火葬遺構から棺台が確認された。棺台は、
底面に設置されているものと底面よりやや上位に
設置されているものがあり、後者には、後述する
坑底溝（棺台と棺台の間にある溝）が埋まった後
に設置されているものがある。
　棺台の配置方法は、① 2 ～ 4 個の石が 2 列に
並置（ 4 基）、②石が積まれて 2 列に並置（ 1
基）、③石敷き（ 1 基）、④石敷きが左右非対称

（ 1 基、図 2 ）、以上 4 種類が確認された。
　調査では、棺台の取り上げ時に被熱状況を観察
した。大半の石に被熱痕跡が確認されたが、被熱
状況では興味深い所見が得られた。
　火葬遺構（SK1071）の棺台の被熱状況を示し
たものが図 2 である。棺台には、①表面に被熱痕

図 1　調査中の火葬遺構（SK1072）

表 1　火葬遺構一覧（計測値は突出部を除く）

遺構名 形状 規模（ｍ） 深さ（ｍ） 楢崎分類

SK1050 不整形 0.9×0.7 0.04 Ⅰか
SK1051 長方形 1.5×0.8 0.3 Ⅰ
SK1052 長方形 1.3×0.8 0.3 Ⅱ
SK1053 長方形か 1.5×不明 0.3 Ⅱか
SK1055 長方形 1.2×0.9 0.4 Ⅱ
SK1067 長方形 1.4×0.9 0.4 Ⅱ
SK1071 長方形 1.5×0.9 0.3 Ⅱ
SK1072 方形 1.5×0.9 0.5 Ⅱ
SK1099 長方形 1.5×1.0 0.2 Ⅰ
SK1100 長方形 1.1×0.9 0.2 Ⅱ
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は突出部が存在）。この坑底溝は、突出部とつな
がるものと、つながらないものがあり、後者は突
出部の底面が火葬遺構の底面より約10㎝上位にあ
る。突出部の底面と坑底溝の底面がつながるか否
かが意味することは、今後検討する予定である。
　坑底溝には、火葬骨と銭貨、炭化材を含む炭化

跡、②裏面に被熱痕跡、③両面に被熱痕跡、以上
3 種類が確認された。調査では、棺台の裏面が火
を受ける状況は確認されていない。棺台の裏面や
両面に被熱痕跡があることは、棺台を反転して利
用（複数回利用）したことが推測される。ちなみ
に、SK1071の棺台は、坑底溝が埋まった後に設
置されている。棺台の下には微細な火葬骨があ
り、棺台と棺台の間には火葬骨粉が入り込む状況
を確認した（図 3 ）。

3 　突出部と坑底溝の状況
　一般的に、火葬遺構には「突出部」「張り出し
部」「袖」などと呼称されている煙突状の張り出
しが設置されているものがある（安塚古墳群では

「突出部」と呼称した）。平面形状がＴ字状になる
火葬遺構である。
　安塚古墳群では、 ７ 基の火葬遺構で突出部が確
認された。この突出部は、火葬遺構の長辺西壁に
設置されている。安塚古墳群は扇状地の扇端部に
立地しており、扇頂部側（長野県と岐阜県の県境
側）から強い風が吹く。安塚古墳群周辺で調査さ
れた古代の集落では、竪穴建物跡の西側にカマド
を設置したものは稀であった 2 ）。したがって、西
側に煙出しの施設を設置しても、煙出しとしての
機能を十分果たさないと考えられた。
　安塚古墳群では、突出部の形態に 3 種類ある。
①火葬遺構の西壁から約 1 ｍの長さを有するもの

（SK105、図 4 ）、② ①と同じ形状で長さが約0.3
ｍのもの、③三角形状に突出するもの、である。
①②には被熱痕跡がなく、突出部内を火が通過し
たことは考えにくい状況であった。また、③で
は、突出部の底面から炭化材（丸太材か）が出土
し（SK1071、図 5 ）、炭化材のまわりでは被熱痕
跡が確認された。この丸太材は、突出部の先端か
ら火葬遺構内に向けて斜行する状態で出土した。
　以上の状況から、①②の突出部は空気を入れる
ための通気口、③の突出部は焚口であったと考え
られる。
　次に坑底溝の状況について触れる。
　坑底溝は ８ 基の火葬遺構で確認された（内 ７ 基

図 2　棺台の被熱状況図（SK1071）

図 3　棺台のインプリント（白い部分は火葬骨粉、SK1071）

図 4　突出部の断ち割り断面（SK1055）
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物が埋る。炭化材は自然木が主体で、坑底溝に入
れ込んだ状況を示す事例がある。棺台の上に安置
した棺もしくは遺体を燃やした木材と考えられ
る。さらに、坑底溝が埋まった後で設置された棺
台が確認された（図 6 ）。火葬遺構の複数回利用
を示す事例となる。

4 　炭化材の出土状況
　火葬遺構は遺体を焼却した遺構であるため、火
葬骨と炭化物（炭化材）、焼土の出土状況に注視
した。ここでは、炭化材について触れる。
　出土した炭化材は、火葬遺構の下位から①突出
部の中、②坑底溝の中、③棺台と棺台の間（図
７ ）、④棺台と壁の間（図 ７ 、 ８ ）、⑤棺台のやや
上位（図 ９ ）、以上 5 箇所からまとまって出土し
た。炭化材の状況をみると、③は④より若干低い
レベルから出土しており、②③は棺台と同じ方向
に（図 ７ ）、④は棺台と直交する方向にのびる状
況が確認された。炭化材の方向は、棺台を境に明
らかな違いがみられた。これは、②③が棺台に設
置されていたものを下から焼くための木材、④は
棺もしくは遺体の焼却時に前もって設置した薪の
ような木材と推測される。火葬遺構で最も上位か
ら出土した⑤は、同じ方向を向く炭化材が数本単
位でまとまる傾向はみられたが、全体的に統一し
た方向で出土していない。⑤は、微細な火葬骨、
炭化物、焼土が多量含まれる層の中から出土して
いることから、遺体焼却中に火葬遺構内に入れた
木材と推測される。

5 　火葬遺構（穴）の機能
　火葬では、火葬遺構のなかに棺もしくは遺体
を入れて焼却したか、もしくは『善信聖人絵伝』

（小松ほか1994）に描かれているように、地面に
木材を井桁状に組んで焼却したかは、見解の相違
がある。今回の調査では、どちらとも言える所見
が得られたが、火葬骨、炭化物、炭化材、焼土の
遺存状況が良好であり、穴の中で遺体を焼却した
状態（最終の火葬）がそのまま遺存しているので
はないかとの印象を受けた。本稿では、遺物の出

図 ６　坑底溝が埋った後に設置された棺台（SK1055）

図 ７　炭化材の出土状況（SK1052）

図 ８　炭化材の出土状況（SK1053）

図 5　突出部での炭化材出土状況（SK1071）
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土状況に筆者の私見を加えて焼却方法を考えてみ
たい。なお、穴の上位に堆積する埋土では、複数
回利用した痕跡は確認されていない。
　棺台と棺台の間から部位が推定できそうな火
葬骨が出土したことと（図10）、銭貨の出土場所
は、棺台と棺台の間が最も多い（図11）ことか
ら、棺台の上に棺もしくは遺体を置いて焼却した
と考えられる。棺もしくは遺体は、突出部から坑
底溝に入れた木材と壁から棺台方向に入れた木材
で焼却したと考えられる。また、棺台の上から出
土した炭化材は、火葬時に投げ入れた木材と推測
される。要するに、遺体を火葬遺構内に入れて焼
却したとの理解である。『善信聖人絵伝』に描か
れた親鸞上人の火葬風景のように、地面に木材を
井桁状に組み、その上で棺を焼却したわけでない
ことになる。この火葬方法の違いは、中央と地方
の差であるのか、階層の差であるのかは、今後の
検討課題になる。

６ 　おわりに（火葬遺構にみられた複数回利用）
　火葬遺構の複数回利用の存在を発見したのは、
偶然である。試掘トレンチにかかった火葬遺構が
あり、その断面観察と火葬遺構を断ち割った断面
観察において、坑底溝が棺台の下の立ち上がるこ
とを確認した時であった。火葬遺構の複数回利用
を捉えるためには、棺台が設置されている火葬遺
構の底面付近を、部分的に断ち割るような調査法
を採用するか、もしくは棺台を取り上げた際のイ
ンプリントを注視することで、坑底溝と棺台の関
係が把握できると思われる。
　形而上である「火葬」行為を、形而下の「考古
資料」から解明することは容易ではない。安塚古
墳群の発掘調査において、細かな観察を繰り返す
ことで、「もの」から宗教行為の実像に迫る方法
を模索する必要性を再度痛感した次第である。

図 ９　炭化材の出土状況（SK1067）

図10　棺台と棺台の間での火葬骨の出土状況（SK1052）

図11 棺台と棺台の間から出土した銭貨（SK1051）
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1 　はじめに
　長沼城は、長野市穂保の千曲川自然堤防上に位
置する城郭である。1568年（永禄11）に武田信玄
が縄張を整備し、上杉方に対する前線基地として
機能した（ 1 ）。武田氏滅亡後は、上杉景勝の支配
を経て豊臣蔵入地となった。さらに関ケ原合戦後
は、森忠政、松平忠輝の支配を経て、1616年（元
和 2 ）に佐久間氏を藩主とする長沼藩が設置され
た。ところが佐久間氏は1688年（貞享 5 ）に改易
され、長沼城は廃城となった。その後、耕地開発
や水害によって城の遺構は埋もれ、地表面観察か
ら縄張を確認することは困難になる。長野県埋蔵
文化財センターが2021年度から2024年度にかけて
行った発掘調査により、縄張の大まかな構造を捉
えられたものの（ 2 ）、発掘調査の及んでいない城
下町や千曲川堤防の下にある本丸跡の実態は判然
としない。
　だが幸いにも、近世の長沼城を描いた絵図が複
数枚伝来している。それらは、長沼城の縄張復元
研究に活用されてきた（ 3 ）。しかし、これまでの
研究は、城郭本体の縄張を復元すること関心が集
中しており、絵図それ自体の性格や長沼城下町に
ついては十分検討されていないように思える。長
沼城絵図には城郭のみならず城下空間も描かれ、
文献史料が限られる中、長沼城下町の実像に迫る

稀有な資料と考えられる。そこで、本稿では長沼
城絵図の分析から、空間表現の特徴と絵図の類型
化を試みたい。あわせて絵図の表現する城下空間
の形成過程について検討する。

2 　絵図の所在と伝来
　管見の限り、近世に長沼城を描いた絵図は ８ 点
確認できる。ところが【図表 1 】のとおり、絵図
の大半は作成年代及び作成主体が明らかではな
い。このうち、伝来がある程度判明しており、な
おかつ文字注記の多い二枚の絵図に注目して論を
進めたい。
　一枚目は、『長野市誌』の編纂過程で鬼頭康之
氏によって紹介された山口公二氏所蔵「長沼古城
の図」である（【図表 2 】）（ 4 ）。山口家は旧長沼藩
士であり、長沼藩の家老をつとめたとされる（ 5 ）。

「長沼古城之図」に描かれた家臣団屋敷のうち、
最も規模が大きく、堀を伴った屋敷地を持つ「山
口権兵衛」が山口家の先祖とみられる。絵図の本
丸部分には、「佐久間織部正様御本丸」との記述
があり、「佐久間織部正」は長沼藩の四代藩主勝
茲に比定される。鬼頭氏によると、絵図自体は写
であるが、原本は勝茲が長沼藩主であった1685年

（貞享 2 ）10月から1688年（貞享 5 ） 5 月の間に
作成されたとしている。このように、本絵図は長

（ 4）長沼城絵図の基礎的考察

―絵図類型と城下空間―

小出　晟生

【図表 1】長沼城絵図一覧
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【図表 2】「山口家本」　トレース図

【図表 3】「大日方家本」　トレース図
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沼城の廃城前に描かれた可能性があり、現存する
最も古い長沼城絵図と考えられている（ 6 ）。以後、
煩雑を避けるため、「長沼古城の図」を「山口家
本」、描写の類似した絵図群を「山口家本系統」
と呼ぶ。
　二枚目は、旧松代藩士大日方家に伝来した絵図
である（【図表 3 】）。この絵図の作成経緯につい
て明らかではないが、大日方家に伝来している
絵図を「大日方家本」、描写の類似した絵図群を

「大日方家系統」と呼ぶ。

3 　絵図分類の概要
　先に【図表 1 】で掲げた ８ 枚の絵図は、曲輪形
状と城下町の描写の特徴から「山口家本系統」と

「大日方家本系統」の二類型に分類できる。【図
表 1 】のうち、「山口家本系統」と考えられるの
は、№ 1 、№ 3 、№ 4 、№ 5 、№ ７ 、№ ８ の 6 枚
で、「大日方家本系統」と考えられるのは№ 2 、
№ 6 の 2 枚である。
　「山口家本系統」の絵図は、城郭内部の情報を
細かく記していることに特徴がある。「山口家本
系統」の絵図の共通点としては、①曲輪の形状・
位置関係②家臣団の屋敷割の記載③「越後街道」
の位置関係の三点があげられる。また、絵図によ
って濃淡はあるものの、「大日方家本系統」の絵
図に比べて、惣構内部に描かれた家臣団の屋敷割
を細密に描いている。特に、本家の「山口家本」
に記された家臣名は延宝 ７ 年（1679）の検地帳に
登場する人名と一致しており、絵図の信頼性を裏
付ける（ ７ ）。また、これまでの発掘調査成果を踏
まえても（ ８ ）、長沼城の縄張りの描写は、「大日方
家本系統」に比べて正確だった。このことから、

「山口家本系統」の絵図は、長沼城の城郭そのも
のを描写することを主目的としていたと考えられ
る。
　一方、「大日方家本系統」の絵図は、本家であ
る大日方家のものと、長沼公民館が所蔵するもの
の 2 枚が確認できる。両者の共通点としては、①
全体的に丸みを帯びた曲輪・堀の描写②城下町全
体の描写④城郭内の簡潔な文字注記、の四点を指

摘しておきたい。城郭本体を事細かに記した「山
口家本系統」と異なり、「大日方家本系統」は城
の縄張を抽象的に描いている印象を受ける。ま
た、 1 枚の絵図に上町から津野村までの領域を描
いており（【図表 4 】）、実際のスケールより南北
方向を圧縮して描いている。後述するように、上
町から津野村の範囲は近世における長沼城下町の
範囲と重なる。「大日方家本系統」の文字注記に
は、藩士名など個人名が一切記されていない一
方、寺社・街道の名称、隣村までの距離、千曲川
渡河点など地理的な情報が事細かに記されてい
る。本家「山口家本」が藩士名や曲輪の名称を細
かく文字注記しているのとは対照的である。つま
り、「大日方家本系統」の絵図は、城郭そのもの
というより、長沼城下町の空間把握を目的として
作成されたと考えられる。
　このように、「山口家本系統」と「大日方家本
系統」の間で差違が生じた要因として、それぞれ

【図表 4】「大日方家本」の現地比定
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の絵図の作成目的が関わってくる。「山口家本系
統」の場合、長沼藩士の家に伝来した絵図であ
り、城郭内部の様相や藩士の所在を記録しておく
必要があったと推測される。一方、「大日方家本
系統」は城下町の空間構造を把握することが第一
の目的であり、長沼城の縄張や藩士の個人名など
の情報は二の次だったと考えられる。このような
背景の違いが、両系統における描写対象の差異と
して表れた。
　本稿では、矢守一彦氏の分類に従い、城郭その
ものを描いた「山口家本系統」を「城郭絵図」、
城下町を描いた「大日方家本系統」を「城下絵
図」と分類する（ ９ ）。

4 　長沼城下町の成立
　それでは、長沼城絵図に描かれた城下町は如何
にして形成されたのだろうか。笹本正治氏は、16
世紀後期における善光寺門前町の衰退と長沼城下
町・海津城下町の発展を指摘する（10）。笹本氏に
よると、北信濃最大の中世都市であった善光寺の
本尊が武田信玄によって持ち去られた結果、善光
寺門前町は衰退し、地域の経済的な中心地も海
津・長沼の両城下町に移ったという。長沼城下が

「都市的な場」として発展していたことは、1581
年（天正 ９ ）に伊勢御師宇治久家が記した『信濃
国道者之御祓くばり日記』から裏付けられる（11）。
同史料によれば、長沼城下には土豪、武家被官、
商人など多様な階層の人々が集住し、出身地も
様々であった。

　長沼城下町のうち、「栗田町」の地名は現在の
長野市栗田に由来すると思われるが、栗田町の小
字名に「三河町」が残る。ここから、三河国出身
者の移住が想定される。井原今朝男氏が指摘する
ように、三河は一向宗が多く、低湿地を開発する
技術に長じていた（12）。中世後期の長沼が一向宗
のネットワークに編成されており、千曲川氾濫原
の開発は一向宗門徒が担った可能性が高い。【図
表 5 】に示すように、中世起源の寺院の大半が浄
土真宗であることも示唆的である。実際、越中の
放生津・越後の直江津など北陸地方の中世港湾で
は、一向宗寺院が真っ先に低地開発に乗り出して
いる（13）。
　16世紀後期に都市的景観を呈した長沼城下町
は、17世紀初頭に再編されたとみられる。明治期
の地籍図や現景観を観察すると、長沼城下町は街
道に沿って短冊型地割を形成している。しかし、
原田伴彦氏が戦国期の諏訪社門前を「散居的都市
集落」と位置付けたように（14）、16世紀段階では、
寺社や武家居館が散在する景観が展開していたと
考えられ、短冊型地割による画一的な城下町プラ
ンの成立を想定することは難しい。だが近世に描
かれた「山口家本」を見ると、総構に囲繞された
家臣団屋敷の一部には短冊型地割が認められる。
1679年（延宝 ７ ）の「内町検地帳」を参照する
と（15）、総構内部の家臣団屋敷の間口規模は、上
級の藩士で15～20間、中下級藩士は 2 ～10間であ
った。上級藩士であれば20間、中下級藩士は 5 間
の規模が多く、長沼藩政期には一定の規格を備え

【図表 5】長沼寺社変遷表（寺社の創建年代は『長野県町村誌』『長沼村史』を参照）
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た地割が成立していた。
　それでは、近世につながる城下町の景観はいつ
形成されたのか。「山口家本」を観察すると、「本
丸」「二の丸」「三の丸」が城郭部分であり、その
外側に「侍屋敷」を囲繞する惣構が存在する。

「大日方家本」の文字注記には「越後街道」を惣
構の内部に引き込んだ旨が記されており（【図表
3 】）、ある時期に地割の造成と街道の付替えが行
われた可能性が示唆される。
　1583年（天正10）以降、北信濃は上杉氏の支配
下となり、上杉景勝によって宿駅・伝馬制が定め
られた。1583年（天正11）には「牟礼―香白坂―
長沼」ルートが越後に向かう正式な街道を定めら
れ、脇道の通行が禁止された。

【史料 1 】上杉景勝制札（16）

　制札
右、 信州・越国往復之人民、 経二横道一之事、 堅令二

停止一畢、所詮自二牟礼一香白坂を直ニ長
（水内郡）

沼へ可レ

令二往還一之由、　仰出、被レ成二御朱印一者也、
　　天正十一年
朱

（上杉景勝）

印　三月　日　　　　　　奉行中

【史料 1 】は領主による流通統制を意図した政策
であるが、16世紀後期の長沼が越後へ通じるメイ
ンルートに位置づけられたことは重要である。断
定はできないものの、絵図に記された街道の付け
替えが行われたとすれば当該期の可能性が高い。
　上杉氏の会津転封後の長沼は、豊臣蔵入地に編
成された。豊臣蔵入地が交通・商業上の要衝に設
定されたことを踏まえれば、豊臣政権下でも長沼
の重要性は揺るがなかった。関ケ原合戦後に北信
濃を支配した松平忠輝は、長沼宿を伝馬宿に指定
し、上杉景勝と同様に脇道の通行を禁止にした。

【史料 2 】松平忠輝北国街道商人荷物定書（17）

　　定
信州・越国往復之商人荷、従二牟礼一香白坂直ニ長
沼新町江可レ令二往還一候、自然経二横道一輩於レ有レ

之者可レ為二曲事一候、 今度坂中江海道を明、 発二新

田一可レ申之由雖二訴訟申上候一、 任二先例証文旨一、 
各令二談合一如二前々一申付候上者新田をも発、伝
馬以下弥無二油断一可二相勤一者也、
　　慶長拾六辛亥

　　　八月廿一日　　山田隼人正
　　　　　　　　　（以下 5 名署名略）
　　　　　　　　　牟礼百姓中

「長沼新町」という記載から、忠輝期に宿場とし
て本格的な町立が行われたと思われる。こうした
前史があるからこそ、長沼城は幕藩体制下で命脈
を保ち、長沼藩の設置へとつながった（18）。
　ひとまず、絵図にみられる長沼城下町の景観
は、17世紀初頭以降に形成された姿と考えたい。
例えば、【図表 5 】のとおり、長沼城周辺には多
くの寺院が分布するが、中世に起源を持つ寺院が
戦乱によって16世紀後期に廃絶・退転した一方、
17世紀初頭に外部から長沼城下に転入した寺院も
多く、大半は現在まで継続している。寺院の転出
入が16世紀末～17世紀初頭に集中することは、城
下町の整備・再編と密接に関わると考えられる。

5 　長沼城下町の空間構成
　16世末に成立した長沼宿は、長沼城の南側に位
置する「上町」に設置された。「大日方家本系統」
の長沼公民館本（【図表 1 】の№ 6 ）には、「今ハ
長沼ト別ニ名付ル所無、今ハ上町・六地蔵町・内
町・栗田町・津野村等□村ヲ合テ惣名ヲ長沼ト云
也、飯山ヘ在ル駅次ハ上町ニ勤之、」という文字
注記があり、「長沼」を構成する各町のうち上町
が宿の機能を担っていたことがわかる。おそら
く、【史料 2 】で町立が行われた「長沼新町」が
長沼上町に該当すると思われる。
　さらに城下空間は、惣構内部の武家地「内町」
とその他の町人地（上町・六地蔵町・栗田町）に
分散していた（【図表 5 】）。各町は北国街道に沿
って街路型の街並を展開しており、碁盤状の面的
な広がりはみられない。これは千曲川氾濫原とい
う地形的制約に加え、上町のみが宿場機能を担う
など、長沼城下の各町が宿場機能、商業機能など
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を別個に担っていたことも要因であろう。
　明治期に編纂された『長野県町村誌』「津野村」
の項目には、「永禄十一年武田信玄長沼築城の
際、町割あり。長沼栗田町、長沼六地蔵町、長沼
内町、長沼上町、長沼津野村の四ヶ町一ヶ村とな
り、本村を長沼津野村と称す。」という記載があ
る（19）。永禄11年に長沼城下町の町割が施された
という記述は鵜呑みにできないものの、津野村は
農村にも関わらず長沼城下町の一部と認識されて
いたことは注目される。事実、正保郷帳の石高を
比較すると以下のとおりである。

【史料 3 】『信濃国村郷帳』（20）

※関係部分のみ抽出
一高弐百六石弐斗九升五合　　　　　内町
一高七百弐拾七石三斗五升九合　　　津野村
一高四百六拾三石弐斗弐升　　　　　上町
一高四百石弐斗五升　　　　　　　　栗田町
一高五百三拾四石弐斗七升五合　　六地蔵町

　津野村の石高は727石と突出しており、家臣団
屋敷を持つ内町の262石や宿場である上町の463石
と比較してその差は歴然である。つまり、津野村
は農村としての機能が卓越していた。
　こうした城下町の形態は、従来、近世城下町成
立のメルクマールとされた一元的な城下町空間と
いうより（21）、川名禎氏が指摘する「分散型城下
町」の形態に近いと思われる（22）。川名氏が「分
散型城下町」の事例として紹介した下総国関宿城
下町は、戦国期の城下を継承した分散的な形態を
特徴としており、武家地がもつ城への求心性と町
人地の分散性という二元的な傾向を持っていた。
また関宿城下町では、町場のみならず、一部の農
村も城下町に内包され、その一部を構成していた
という。
　長沼城下町においても、惣構内部に囲繞された
武家地とそれ以外の町人地という二元的空間構造
は「分散型」と位置づけることができよう。そも
そも長沼城下町の町場は、北国街道に沿って街路
村状に展開し、寺社も各町に散在している。一般

的な近世城下町に見られる、武家地、寺社地、町
人地が碁盤目状に広がる景観とは異なる。また、
城下空間に津野村という農村が組み込まれている
ことも示唆的である。
　このように絵図に描かれた近世の長沼城下町は
統一的な都市計画を持たず、中世的要素を色濃く
引き継いだ分散的な構造を有していたと考えられ
る。長沼城下町がこのような形態をとった背景に
は、①氾濫原の微高地という地形的制約②長沼藩
の経済状況などが影響したと考えられるが（23）、
長沼城下町の本格的な検討は今後の課題とした
い。

６ 　おわりに
　本稿の内容を整理すると次のとおりである。
Ⅰ　近世において長沼城を描いた絵図は、①「山

口家本系統」②「大日方家本系統」の二類型
に分類できる。

Ⅱ　「山口家本系統」は長沼城の縄張りそれ自体
を描く「城郭絵図」であり、「大日方家本系
統」は城下町の地理的空間を描くことを目的
とした「城下絵図」である。「山口家本」は
城郭内部の描写を主題とした一方、「大日方
家本」は広域的な地理情報を主題としてい
る。

Ⅲ　絵図に描かれた近世の長沼城下町は、家臣団
屋敷のみ惣構によって囲繞され、町人地と分
離した分散型城下町である。長沼城下町は中
世的な空間構造を多分に継承していると考え
られるが、絵図に描かれた交通路や地割の景
観は17世紀初頭に再編された姿である。

　本稿で述べてきたことは、まだ表面的な分析に
とどまり、絵図の景観表現については、更なる検
討が必要である。近世に作成された城郭図の多く
が軍学の影響を受けており、現地景観を反映して
いるとは考え難い絵図も多い（24）。
　しかし、長沼藩が17世紀後期に廃絶したことに
加えて、水害常襲地帯であったため、絵図の描写
の正否を検証するための史料が不足していること
も否めない。文献史料の限られた状況で絵図を検
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証するには、発掘調査との整合が重要になるので
はないだろうか。今後は発掘調査成果を踏まえた
絵図の史料批判が求められる。

註
1 ）長沼城の築城年代については、所説ある。1568年（永

禄11）に武田信玄によって築城されたとする見解が通説
的である（『甲陽軍鑑』）。しかし、同年に上杉輝虎は長
沼城の築城について「長沼再興之由」と評しており（『信
濃史料』第13巻）、1568年の築城（改修？）に先行して
武田氏もしくは島津氏の城館が存在した可能性は高い。

2 ）長野県埋蔵文化財センターによる発掘調査の概要は
『長野県埋蔵文化財センター年報』第38号～第41号を参
照。

3 ）主な研究として、河西克造「水内郡長沼城の再検討―
城郭構造を中心として―」（『市誌研究ながの』第17号、
2010年）、長沼歴史研究会編『長沼城の研究―城跡の検
証―』（長沼歴史研究会、2014年）、遠藤公洋「長沼城」

（中澤克昭・河西克造編『甲信越の名城を歩く長野編』
吉川弘文館、2018年）など。なお遠藤氏は長沼城を描い
た絵図について、「山口家本系統」を「Ａ型」、「大日方
家本系統」を「Ｂ型」に分類している。しかし、「Ｂ型」
は【図表 1 】№ 6 の長沼公民館本 1 枚のみの紹介にとど
まり、№ 2 大日方家本の存在は確認されていないようで
ある。

4 ）鬼頭康之「長沼古城の図」（『市誌研究ながの』第 1
号、1994年）。「長沼古城之図」という注記が絵図の原本
を写した際に書き込まれたものなのか、そもそも絵図の
成立は廃藩前なのか、という判断は保留する。

5 ）小山丈夫氏の教示による。
6 ）他の「山口家本系統」絵図（「諸国古城之図」など）

と比較して、家臣名や城郭内部の小字・通称地名を事細
かに描写している点が特徴である。特に、「石カキ二非
ズ自然石崖」「桜土手」「狼煙臺」「櫓臺」など現地を知
る者ならではの文字注記が見受けられる。「佐久間因幡
守様御屋敷」に「今寺屋敷」とあるのは、佐久間勝年

（初代藩主勝之長男）の屋敷跡に17世紀中期に移転した
貞心寺を指す。

７ ）延宝 ７ 年の検地帳は、前掲註 3 の『長沼城の研究―
城跡の検証―』に翻刻が掲載されている「内町検地帳」

（『内町区有文書』）を参照。なお、文書の原本は2019年
（令和元年）の台風19号水害で流出した。
８ ）前掲註 2 。
９ ）矢守一彦『都市図の歴史 日本編』（講談社、1974年）。

矢守氏は図郭の包囲する対象領域から（ⅰ）城郭絵図と
（ⅱ）城下絵図に分類し、（ⅱ）を（ 1 ）城地と城下を含
む城下町プラン全体と（ 2 ）城下のみ（城地の部分を空
白とする）に分類した。

10）笹本正治「中世末から近世初頭の善光寺門前町」（『国
立歴史民俗博物館研究報告』第78集、1999年）。

11）『信濃国道者之御祓くばり日記』（『長野市誌』第12巻
資料編　原始・古代・中世）

12）井原今朝男「太田荘をとりまく地域社会の変貌」（『豊
野町の歴史　豊野町誌 2 』豊野町誌刊行会、2000年）。

13）仁木宏「中世港町における寺社・武家・町人―北陸を
中心に―」（仁木宏・綿貫友子編『中世日本海の流通と
港町』清文堂出版、2015年）。また周知のとおり、伊勢
長島の一向一揆は木曽川河口のデルタ地帯を拠点として
いる。

14）原田伴彦「戦国時代前後の諏訪門前都市集落」（『都市
形態史研究』思文閣出版、1985、初出1951年）。

15）前掲註 ７
16）牟礼区有文書『長野市誌』第12巻資料編。
17）牟礼区有文書『長野県史』近世資料編第 ７ 巻 3 。牟礼

村百姓の新田開発が認められた一方、坂中峠に新道を開
くことが禁じられ、「先例」のとおり牟礼―香白坂―長
沼ルートの通行が命じられている。

18）16世紀末から17世紀初頭にかけて、幾度領主が入れ替
わっても維持された長沼城は、1688年（貞享 5 ）に長沼
藩主佐久間氏が改易されるとあっけなく廃城となる。そ
の背景に、荒廃した善光寺門前町の再発展によって、長
沼城下町の地位が低下した可能性を指摘しておきたい。

19）長野県編『長野県村誌』第 1 巻（長野県町村誌刊行
会、1936年）。明治17年（1884）に成立した地誌の活字
版である。

20）『長野県史』近世資料編第 ９ 巻。
21）小島道裕「戦国期城下町の構造」（『日本史研究』第

257号、1987年）。
22）川名禎「分散城下町の成立とその統合原理―下総国関

宿城下町の復原を通じて―」（『歴史地理学』第50巻第 5
号、2008年）。

23）前掲註22によると、関宿城下町が分散形態となった要
因に関宿藩の譜代藩としての性格があげられる。関宿城
に入府する大名は中小藩であり、経済的に恵まれていな
い上に、譜代藩のため幕府の要職にあった。このため、
城下町経営に専念できず、既存の町場を城下に編入する
必要があった。

24）例えば、「山口家本系統」絵図のうち【図表 1 】№ 3
の浅野文庫「諸国古城之図」における城郭の描写は、甲
州流兵法の影響を受けていることが指摘され、長沼城の
絵図も現地景観を知らない人物によって作成された可能
性が高い（井原今朝男「信濃国」矢守一彦編『浅野文庫
蔵諸国古城之図』新人物往来社、1981年）。事実、本家

「山口家本」と比較して、「諸国古城之図」をはじめ他の
「山口家本系統」絵図は文字注記の量が圧倒的に少なく、
「越後街道」の描写も簡略化されている。また家臣団の
屋敷割に個人名は記されておらず、より軍学的な絵図と
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いえる。そのような意味で、「山口家本系統」絵図のう
ち、山口家所蔵の絵図（№ 1 ）の描写が最も信頼できる。

【付記】
　本稿を執筆するにあたり、滋賀県立大学名誉教
授中井均氏、飯綱町教育委員会小山丈夫氏、國學
院大學名誉教授吉田敏弘氏、國學院大學准教授川
名禎氏からご指導、ご助言をいただきました。感
謝申し上げます。
　脱稿後、村石正行氏のご教示により、新たに長
野県立歴史館寄託「長沼城古城図」の存在を確認
した。本稿で取り上げた二系統の絵図とは全く異
なる描写がなされており、今後あらためて検討を
要する。
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1 　本稿の目的
　近代日本の治水は、堤防の嵩上げや河道固定を
基本とする「洪水を防ぐ」思想によって語られる
ことが多い。しかし一方で、自然の挙動を正確に
観察したうえで、異常時の氾濫を前提に被害の最
小化を図るという治水思想が存在した。これは、
近年の気候変動に伴うと言われる大規模な洪水
の頻発を背景に、「洪水を防ぐ」思想から変化し
た、「洪水を制御し共存する」思想に近い。本稿
で扱う千曲川左岸に位置する旧上水内郡柳原村

（現在の長野市柳原地区）に残された大正期の石
標は、その思想を端的に示す物証である。
　長野県埋蔵文化財センターは、2016（平成28）
年から 3 年間、国が所管する「一般国道18号（長
野東バイパス）改築工事」に伴い、この地区に
ある小島・柳原遺跡群の発掘調査を行った（図
1 ）。この遺跡群をかつて「善光寺往来道」と呼
ばれた市道柳原117号線が横断しており、その道
路脇にあった石標は認知されていたが、設置に至
る背景の解明には至らなかった。なお、この遺跡
群からは県内で初めて奈良時代末から平安初期の
ものとみられる「塔鋺形合子（とうまりがたごう

す）」（香を入れて仏事で使われた青銅製容器）の
蓋が出土した。
　この石標の意味について、東北大学国際災害科
学研究所特任教授の原口強氏は、「堤防を敢えて
低くすることで通常の洪水から地域を守り、異常
時は越水を許容し、氾濫を広域で受け入れること
で壊滅的被害を軽減する治水。自然を正しく観察
し、具体的な処方を行った物証」と解説している

（原口2022）。

（ 5）長野市柳原地区における治水石標と地役権設定契約

――近代治水思想を可視化する地域合意の物証――

真関　　隆

図 1　小島・柳原遺跡群発掘調査地点位置図 図 2　『柳原村地役権設定契約書関係』（写）部分



− 87 −

千曲川の治水費用は関係集落で負担することとし
て組替えを認めなかったとされる。
　1954（昭和29）年 4 月 1 日、町村合併促進法
により60有余年続いた柳原村は、長野市周辺の
10か村とともに長野市に編入合併した（長野市
1997a）。
　これら旧 4 村の地理的位置関係は、西から東へ
小島・中俣・村山が並び、それらの南側に布野が
接する（図 3 ）。布野の南には中俣の飛び地（久
保河原）があるが、千曲川の川筋の西進に伴い、
現在よりも東に存在した布野が中俣へ貫入してこ
の飛び地が生じたとされる（上水内郡柳原村史編
纂委員会1955）。
　東に千曲川が流れ、裾花川の旧流路で自然流路
を利用した条里水田の主要な用水であったとされ
る南北八幡川（堰）（福島正樹2002）の下流に位
置する旧 4 村にとって、水害を防ぐための築堤
と排水は古くから宿願の事業であった（長野市
1997a）。

3 　水害の歴史と地区の対応
　千曲川の水害のうち記録上最大なものは、1742

（寛保 2 ）年 ８ 月 2 日の「戌の満水」であり、こ
れに次ぐのが1896（明治29）年 ７ 月21日の洪水と
されている。長野市誌には「明治二十九年七月中
の降雨はまれにみる大雨量で、とくに二十日から
二十一日にかけてもっとも激しく、二十一日から
犀川・千曲川の両河川が増水し大洪水となった。
最低地の水高三〇尺有余（約 ９ ｍ）の増水とな
り、水勢は猛烈をきわめ、各地の橋梁を墜落さ
せ、要所の堤防を決壊させた。」とある（長野市
1997b）。布野では堤防が押し切られ、中俣の須
坂街道堤防は40～50ｍ決壊した。須坂街道堤防
は、現在の市道柳原117号線（旧県道長野・須坂
線）とほぼ一致し、これを挟む中俣と布野の両地
域では、水害の集中を避けるための堤防の高さが
長きに亘り争われていた（長野市1997a）。
　堤防が決壊した同年12月、布野は住民総出で北
八幡川南側下流の千曲川沿いに一夜堤防（驚異的
な突貫工事で完成させた堤防の意）を築いた。こ

　本稿は、この評価を出発点としつつ、石標の設
置に至る背景を、地区に残る『柳原村地役権設定
契約書関係』（図 2 ）を糸口に紐解き、当該治水
思想が地域合意として成立していたことを明らか
にすることを目的とする。

2 　柳原地区の成り立ちと地勢
　柳原地区は、千曲川左岸に形成された自然堤防
上に位置し、古くから洪水の影響を受けやすい土
地であった。
　ここで、柳原地区の行政区域の合併の歴史と地
勢を概観する。
　近世の初めにあった小島村・中俣村・布野村・
村山村（後に里村山村、再び村山村と改称）の 4
村のうち、1876（明治 ９ ）年 5 月30日に中俣村と
布野村が合併し「柳原村」となった。
　1885（明治18）年には連合戸長役場が設置さ
れ、長沼地区と連合し「長沼大町ほか六ヵ町村」
として一つの行政区となった。
　 4 年後の1889（明治22）年 4 月 1 日、市制・町
村制の施行に伴い小島村・柳原村・村山村の三か
村が合併し柳原村が誕生した。この合併案に対
し、小島村は当初一村独立を主張したが、上水内
郡長は100戸未満であった同村の独立に反対し、

図 3　柳原地区と石標位置

中俣

村山小島

布野

中俣
(久保河原)

現在の石標位置
（中俣交差点北東

隅）

千曲川
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の付近は「北国往還松代通り（雨降り街道）」の
福島宿に近い「布野の渡し」がある交通の要衝
で、かつ水害の難所でもあった。この堤防を巡
り、布野は中俣・村山・小島の 3 地区と長沼村か
ら取り払うよう訴えられ、 2 年後の1898（明治
31） ７ 月24日付けで、上水内郡長森田斐雄を「調
和取扱人」として、布野による原状回復と 4 地区
からの訴えの取下げを、柳原・長沼両村長を含む
関係地区総代で約定している（布野他関係総代
1898）。
　この案件を一つの契機として、後述する治水に
関する住民の合意形成とそれを担保する法的な文
書整備、合意内容を線に刻んだ石標という永続的
な構造物を設置する取組へと繋がっていく。

4 　治水契約内容の変遷
　明治29年の洪水から ７ 年後の1903（明治36）年
７ 月26日、布野と中俣の間で、旧県道長野・須坂
線の一部（中俣の村山境より西25間（45ｍ）を起
点に50間（90ｍ）を、現在よりも 2 寸 5 分（7.6
㎝）引き下げ、北側を石垣とし出水時は自然溢水
にすることを取り決めた。
　しかしながら、工事は捗々しく進まず、1913

（大正 2 ）年 5 月24日付けで、政治家・実業家小
坂善之助の長男である小坂順造の立会により、 4
地区の間で新たな契約を結んだ。内容は、明治36
年の取り決めを廃棄し、城橋（中俣）から中俣・
村山境の間の県道258間（469ｍ）の実測図を作成
し原型を永久に確保すること（損傷時は県責任で
修繕）、県道に接する上野磯右衛門所有の土地に
おける自然流水の確保は別途契約すること等であ
る（長野市1997a）。
　こうした経過を辿り、1913（大正 2 ）年 ８ 月26
日付けで、地役権者18名と承役地 2 筆を所有する
上野磯右衛門との間で、別途契約するとしていた
地役権設定の契約が結ばれるに至った。なお、地
役権は、自己の土地（要役地）の便宜のために他
人の土地（承役地）を一定の目的（通行、取水
等）で利用する権利である（民法280条）。

5 　契約内容と史料的価値
　この契約の逐条的検討は補論として後述するた
め、ここでは地役権設定の契約内容とその価値を
検討する。
　堤防地権者および周辺の広範な土地所有者の間
で、治水に関する契約が取り交わされていたこと
が本契約から確認されている。この契約は、単な
る用地使用や補償に関する取り決めにとどまら
ず、越水や氾濫が生じ得ることを前提として、そ
の受容と責任分担を明示的に規定している点に大
きな特徴がある。
　契約は、特定の代表者や行政のみが意思決定主
体となっているのではなく、旧県道・長野須坂線
周辺の農地（要役地26筆）の所有者18名が連署し
ている。『柳原村史』第三編村政史に記載の歴代
村長等と照らし合わせると、これらの所有者はい
わゆる公職経験者（村長、村議会議員、区長）が
多いことが分かるが、地域の実情に通じた住民代
表が広く参加し、治水方針について合意を形成し
た結果が法的文書として残されているのである。
　この契約書は、後述する石標設置に関する覚書
と一体となって石標が示す治水基準を社会的・法
的に裏付ける史料であり、両者は相互に補完関係
にあると言える。つまり、石標が物理的・視覚的
な基準を示す物証であるのに対し、契約書等は、

図 4　石標から中俣交差点を望む
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その背後にある合意形成の過程と内容を具体的に
示しているのである。

６ 　大正期に設置された治水石標
　この契約からほぼ一年後の1914（大正 3 ）年11
月12日付けで、県当局と小島・中俣・布野の惣代
連名で結ばれた覚書では、旧県道長野・須坂線の
実測を行い、治水上の基準を明確にするため、路
面の中心と水平に線を刻んだ石標を置くことを定
めている。石標に刻まれた二本の水平線は、将来
設置される道路や工作物の高さを一定範囲内に制
限するための基準であり、以後、この基準は維持
されてきた。

　なお、この覚書第二項には、道路中心と道路南
北の天端の差を三寸とし、道路改良があったとし
てもその差を維持するとあり、二本の水平線はそ
れを示しているものと考えられる。
　現在の石標は、長野東バイパスの中俣交差点北
東側の電柱近くに設置されている（図 3 ・ 4 ）。
24㎝四方の四角柱で、天頂の円形部分を含む地上
高36㎝、西側の面のみ ９ ㎝間隔の線 2 本が刻み込
まれている（図 5 ）。
　石標は、こうした契約や覚書の内容を土地上に
可視化した存在であったと理解できる。すなわ
ち、契約が文字によって規定した治水思想を、恒
久的に現地に示す役割を果たしたのである。
　さらに、この石標があることで、現在の構造物
との相対的な位置関係の記録を辿ることができる
わけであり、遺物によって過去と現代を繋ぐこと
ができている事例とも言える（石丸敦史2021）。

７ 　越水を前提とした治水思想の実像
　本稿冒頭で触れた原口氏の解説の神髄は、この
石標を単なる構造物ではなく、「治水思想を刻印
した物証」として位置付けた点にある。すなわ
ち、平時の洪水は防ぎつつ異常洪水時には越水を
許容するという選択は、自然を制御するのではな
く、自然の力を前提として被害を分散させる発想
に立脚している。このような思想は、地域社会の
合意なしには成立し得ない。
　この見解は、石標と契約原本を併せて検討する
ことで、より具体的な実像として理解することが
できる。
　すなわち、柳原地区における治水は、行政が一
方的に決定した施策ではなく、自然の特性を踏ま
えた上で、地域社会が主体的に選択し合意した結
果であった。その合意は、石標という物理的遺構
と契約や覚書という文書史料の双方によって、現
在まで伝えられている。

８ 　おわりに
　本稿では、発掘調査における遺物の出土を契機

西
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図 5　石標（拡大）と模式図
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として、千曲川左岸・柳原地区に現存する大正期
の石標と、それと不可分の関係にある治水契約を
取り上げ、越水を前提とした治水が地域合意とし
て成立していた実態を整理した。
　石標と契約は、地域社会が自然災害と向き合
い、被害を最小限に抑えるために選択した知恵
を、現在に伝える貴重な文化的資産である。両者
を併せて検討することで、近代治水史における一
つの到達点が、具体的な地域実践として浮かび上
がるのである。
　旧県道・長野須坂線はかつて「善光寺往来道」
と呼ばれたとおり、古人は東から千曲川を渡りこ
の道を通って善光寺へ参詣した。「塔鋺形合子」
の出土例がある北関東からの玄関口としてのこの
地の位置付けについては、稿を改めて取り組みた
いが、ここでは触れるにとどめる。

補論　地役権設定契約書の逐条的検討
補論 1　史料の概要
史料名：地役権設定契約書
年　代：1913（大正 2 ）年 ８ 月26日
特　徴：多数の地役権者による連署、契約期間

999年という異例の長期設定

補論 2　契約文と現代語訳・注記
【原文】（地役権者18名の住所・氏名、地役権設
定者 1 名の住所・氏名（略））
右當事者間ニ於テ地役権設定者ノ為メ契約ヲ締結
ス

【原文】第壱條　土地所有者ハ其所有ニカカル
左記承役地ニ付キ要役地ノ為メニ大正弐年八月
二十六日ヨリ向フ九百九拾九ヶ年間地役権者ノ為
メ該土地上ニ建物ヲ建設シ竹木ヲ植栽シ土盛リヲ
成ス等流水自然ノ流通ヲ妨グル工事ヲナス可カラ
ザル地役権ヲ設定ス
【現代語訳】土地所有者は、左記の自己所有の承
役地について、要役地のために、大正 2 年 ８ 月
26日から向こう999年間、建物の建設、竹木の植
栽、盛土など、流水の自然な流れを妨げる工事を

行わないという地役権を設定する。
【注記】本条は本契約の核心であり、流水の自由
を確保することを明確な目的としている。期間を
999年とする点は、短期的な対策ではなく、世代
を超えた合意であったことを示す。

【原文】第弐條　土地所有者は該土地ヲ耕作シ得
ルモ其ノ作物ハ稲、大小豆、大小麦、等其ノ高サ
其當時ノ現在道路面ヲ超ヘザル種類ノモノニ限ル
尚ホ畦畔其他ニ自然ニ生ズル草木ト雖モ承役地ノ
並ニ接スル道路面ヨリ成長シタル時ハ土地所有者
ニ於テ道路面ヨリ髙キ分ハ苅リ取ルコト萬一土地
所有者ニ於テ苅リ取ラザル場合ニハ要役地所有者
ニ於テ自由ニ苅リ取ルコトヲ得
【現代語訳】土地所有者は耕作を行うことができ
るが、作物は当時の道路面の高さを超えない種類
に限られる。また草木が道路面より高く成長した
場合は刈り取らなければならず、履行されない場
合は要役地所有者が刈り取ることができる。
【注記】農業利用を認めつつ、治水機能を最優先
する点に、本契約の現実的かつ合理的性格が表れ
ている。

【原文】第参條　地役権者ハ第壱條ノ期間土地使
用制限ノ地代トシテ一時ニ金参百圓ヲ所有者ニ支
拂ヒ所有者ハ之ヲ領収シタリ
【現代語訳】地役権者は第 1 条に定める期間の地
代として土地所有者に300円を支払う。
【注記】地役権設定が無償の制限ではなく、対価
を伴う私法上の合意として成立していたことを示
す。

【原文】第四條　土地所有者ハ如何ナル場合ト雖
土地ノ増額ヲ請求スルコトヲ得ズ
【現代語訳】土地所有者はいかなる場合でも地代
の増額を求めることはできない。
【注記】地代条件の変更を禁じることで、地役権
契約の長期的安定性と不可逆性を確保する規定で
ある。
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【原文】第五條　土地所有者ノ義務ニ属スル總テ
ノ負担ハ所有者ニ於テ負担スルコトハ勿論土地所
有権移轉ノ場合ニハ其ノ所有者ハ上野礒右衛門ノ
成シタル本契約ノ義務ヲ継承スルモノトス
【現代語訳】土地所有者の義務となる全ての負担
は土地所有者が負担し、土地所有権が第三者に渡
っても現土地所有者の義務は継承される
【注記】地役権に伴う義務が土地そのものに付随
し、所有者の交代後も当然に承継されることを明
示する規定。治水に関する土地使用制限を個人の
約束にとどめず、将来にわたり恒久的に維持する
仕組みを示している。

【原文】（要役地26筆の地番・地目・面積・所有
者・地価、承役地 2 筆の地番・地目・面積・所有
者（略））
右契約ヲ證スル為メ此證書参通ヲ作リ各自署名捺
印ノ上各々其一通ヲ保有ス（布野區壱通小嶋區壱
通上野礒右衛門壱通）
大正貮年八月弐拾六日
（地役権者18名の住所・氏名・印、地役権設定者
1 名の住所・氏名・印（略））

謝辞
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1 　はじめに
　旧三笠ホテル（軽井沢町）は、木造の純西洋式
ホテルとして1904（明治37）年に着工し、1906

（明治39）年から戦中、戦後の中断期を除いて
1970（昭和45）年まで営業した。設計は牛久シ
ャトー（茨城県）を手掛けた岡田時太郎（1859-
1926）、監督は軽井沢最初のホテル（万平ホテル）
を開業した佐藤万平（1868-1958）となっている。
1974（昭和49）年、北側へ約50メートルの曳屋が
おこなわれ、その際に浴室棟、食堂棟などの付属
屋が撤去された。
　1980（昭和55）年、軽井沢町に寄贈され、同年
に重要文化財指定された。2020年（令和 2 年）か
ら保存修理工事がおこなわれ、併せて2023（令和
5 ）年におこなわれた防火・活用整備工事中の
2025（令和 ７ ）年 3 月17日に曳屋時に撤去された
浴室棟の一部が発見され、出土した遺物の一部が
軽井沢町教育委員会によって回収された。後に浴
槽遺構は砂で覆い不透水シートを被せ埋め戻しが
おこなわれた。現在、「旧三笠ホテル浴槽遺構」
として埋蔵文化財包蔵地に指定されている。

2 　浴槽遺構について
　浴槽遺構は計 3 据え発見された。それぞれＤの
字型をしており、 1 据えのサイズは長軸約2.2ｍ
×短軸約1.1ｍ、高さ約0.5m。 1 段目は長方形の
長手積みの土台で、現存が認められる 6 段目まで
はイギリス積みを基調とするが、遺構本来の高さ
は不明となっている。
　レンガは、浴槽の縁など一部を除き白の釉薬が
塗られた面のみを浴槽の内側に用いている。

3 　出土レンガについて
《図 2 ・資料 1 》　浴槽の 1 段目の土台部分に使
用されていたものとサイズ、色調も同じことから
土台部分のものと判断される。
　表面調整においてムラがみられることや、ナデ
をおこなった箇所がみられる。厚さが55㎜となっ
ており、1924（大正13）年 3 月の JIS 規格 ８ 号以
降、1987（昭和62）年 ８ 月までレンガの厚さが60 
㎜規格とされたため、それ以前のものと考えられ
る。また、表面に機械生産で生じるピアノ線痕が
みられないことからも手づくりによるものとみら

（ ６）長野県の近現代遺跡

―軽井沢町旧三笠ホテル浴槽遺構出土のレンガについて―

依田　健太

図 1　浴槽遺構全体写真　軽井沢町教育委員会提供
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れ明治期のレンガの可能性が高い。
《図 3 ・資料 2 》　長手の一面のみに釉薬が施さ
れており、この面を浴槽内側に使用していたと判
断される。両方の長手面を白色とすることから浴
槽の 4 段目に使用されていたものとみられる。
　レンガの中心部が凹状で斜めの格子状となって
いる。この部分にはレンガ同士を接着した目地材
の剥離跡が確認された。漆喰目地の材料である石
灰の付着がみられないことや、1891（明治24）年
の濃尾大地震以降、目地を漆喰からセメントへ移
行したことからも、目地にはセメントが使用され
ていたと想定される。
《図 4 ・資料 3 》　形状から浴槽の縁と判断され
る。白い釉薬がアーチ面に塗られたレンガをセメ
ントで硬く接着している。接着している剥き出し

のセメント部分は粗い仕上がりとなっている。表
面の釉薬はかなり均一で、経年劣化から生じる釉
薬への貫入は確認されなかった。

4 　まとめ・おわりに
　紹介した資料 1 のレンガはサイズ、表面調整か
ら明治期の可能性が高いが、1970（昭和45） 年ま
で半世紀以上も営業したホテルの浴槽という遺構
の性格を考えると浴槽の改修工事の有無、図面、
文献史料によって複合的にレンガの時期を判断す
る必要性があるのではないか。
　資料紹介にあたり、軽井沢町教育委員会様ご提
供の写真を使用させていただきました。軽井沢町
教育委員会生涯学習課文化振興係、軽井沢町歴史
民俗資料館をはじめ関係者様に感謝申し上げます。

図 2・資料 1　軽井沢町教育委員会提供 図 4　資料 3・軽井沢町教育委員会提供

図 3・資料 2　軽井沢町教育委員会提供

表 1　出土レンガ観察表

資料番号 長辺 短辺 厚さ 色調 形成 刻印
1 207mm 96mm 55mm Hue2.5YR 橙 6 / ８ 手抜き？ なし
2 220mm 108mm 59mm Hue2.5Y 明黄褐 ７ / 6 機械抜き なし
3 194mm( 残存部 ) 150mm 107mm Hue10Y 灰白 ８ / 1 機械抜き なし
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